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Text ⑱ 有 冨 誠一郎 (Geiichiro AritOomi) Photo @ 森山 俊一 (Toshikazu Moriyama) 


0 oe 初め 

て ナマ で SF19 の 走り を 拝見 し ま 
し た 。 も ちろ ん スー パー フォ ー ミ ュ ラ の 
レー ス 中 継 放送 は 欠か さ ず 観戦 し て いた 
も の の コー ス サ イ ド で 観る の は 今回 が 初 
め て で し た 。 金曜 日 の 専有 走行 時 間 で 選 
ん だ の は コカ ・ コ ー ラ コー ナー。TGR 
ヨコ デー る 2 で 0 ら 上 が っ た マシ ジン が か 
シフ ト ア ッ プ し な が ら グ ング ン 加 速 。 5 
東 ま で ンク トド アッ し で で の まま シク トド 
ダウ ン せ ず に 飛び 込む 鈍 角 の コー ナー で 
す 。 鈍 角 と いっ て も それ な り の 曲率 (80R) 
が ある の に 5 速 ホ 
ー ル ルド 。 どれ だ けけ 
ボトム スピ ー ド が 
高い の か ここ か ら 


その まま 続く グリ 
ー ン ファ イト 100R 
も 5 速 ホ ー ル ド で 
ボ 。 

人 で ご まで 東 い い コ 
ーー な らし 、 学 
動 に 差 が 出 な い の 
で は な いか 、 何 も 
違い が 見 えな い の 
で は な いか と も 心 
本 しじま し た 。 予選 0 
タタ を する と 全車 が ラテ ラップタイム 差 1 秒 ( 
入る よう な 夫 MSN ラオ パー の は 条 
ッ ト ア ッ プ も そろ っ て いる の で すか ら 。 
ど と と この ろ が 、 じ っ くり 見 て いる と げ けっ そう 
必 う の が 分 か っ て きま し た 。 

クリ ッ プ の 手前 で 少し 跳ね る よう な 車 
体 の 動き が あっ て 不安 定 な 車両 と 、 び た 
っ と 張り つい た よう に 安定 し た 車両 と が 
あり ます 。 張 りつ いて いる 方 が ドラ イ バ 
ー は 怖く な い だ ろ うな と は 想像 し ます が 、 
張り つい て いる 方 は 車体 の 向き を 変え る 
ヨー 方 向 の 動き が 少な く て タイ ヤグ リッ 
プ に 軒 っ て コー ナー 出口 まで いき その ま 
ま 加 速 し て いき ます 。 こ れ は これ で 車両 
が どん どん コー ナー の 外 に 膨らん で いく 
よう な 感じ が し て 怖い だ ろう な と も 想像 
し まし た 。 結局 どっ ち を 選択 し て も ど ち 


も 想像 が つき ます 。 


ら か は 世 協 し な けれ ば いけ な い 、 そ の 妥 
協 点 を 探す の が ポイ ント な の か も し れ ま 
せん 。 

SF19 で は ダン パー の 銘柄 の 選択 は チ 

に 任 さ れ て いて 、 ピ ッ チ ング を 抑制 
する イナ ー タ ー の 使用 と 旬 柄 の 選択 も 許 
され て いま す ( 詳 し く は 別項 P84 一 )。| び 
た っ と 張り つい て いる 派 ] の 車両 の 場合 、 
ピッ チン グ 方 向 も ロー ル 方 向 も 減衰 を 強 
く 効 か せ て 抑え 込ん で いる よう な イメ ー 
ジ で し た 。 一 般 に 減衰 で 強く 抑え 込む と 
タイ ヤ の フィ ー リ ング が 伝わり づら く な 
り ま す 。 レ ー ス 後半 で タイ ヤ が タレ た 状 
況 と か 、 少 し 雨 が 降っ て くる と か グリ ッ 
プ が 落ち た 状況 だ と 運転 し づら く な る こ 
と が 想像 され て 、 ド ライ で 予選 の ニュ ー 
タイ ヤ で の 一 発 は いい で す が 、 コ ン デ ィ 
ショ ン 変 化 に 弱い 可能 性 が あり ます 。 し 
か し 、 こ の レー スウ イー ク の 天候 は 安定 
し て いる こと が 予報 され て いま し た し 、 
レー ズ ア オキ オー マット か らし て や スティ シン 
ト は いつ も の レー ス よ り 短 く な る の で 、 
その リス ク は 想定 し な く て いい と いう 考 
え 方 も 成り 立ち ます 。 タ イム 差 が な く て 
も 、 そ の 組み 立て 方 は チー ム ご と 違う の 
だ と 見 えた 専有 走行 時 間 で し た 。 

TEAM GOH の 伊沢 拓也 アド バイ ザー 
も B-MAX Racing Team の 本 山 哲 監督 も 、 
さら に は carenex TEAM IMPUL 星野 一 
義 監 督 も セッ ショ ン 中 コカ ・ コ ー ラ に 走 
が チエ モッ グ し に て い だ の で 、 こ この が 
キー コー ナー で ある の は 間違い な いよ う 
で し た 。 直接 スー パー フォ ー ミ ュ ラ に は 
いま 関与 し て いな い 関 谷 正徳 さん を つか 
まえ て 「 燃 料 を 多少 積ん で チェ ッ ク し て 
いる クル マ も ある ん で すか ? 」 と 質問 し 
た ら 、「 そ ん な 余裕 ある わけ な いじ ゃ ん 。 
みん な 全開 だ よ 」 と 笑わ れ て し まい まし 
た だ た 。 ド ライ バー も エン ジニ ア も スー パー 
フォ ー ミ ュ ラ に 強く や り が い を 感じ る 理 
由 を 再 認識 し まし た 。 

し か し この レベ ル の 高 さ や 熱さ を 伝え 
る こと が テキ スト で も 映像 で も 難し い 
Pe 。 フォ ー ミ ュ ラ ・ ニ ッ ポ ン 時 代 に 抱 
えた 20 年 前 の 難問 は いま も その まま で す 。 
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ラリ ー 陸 ザ ーー キッ トレ ー ス ほど 分 か りや すぐ は な い 競技 で ある 
だ か ら こ そ 、 そ の 面白 さ に 対す る 理解 と いう も の は 

内 内 に な る ほど 深め て いく こと が で きる 

な ラリ ー 競 技 の 頂点 に 立つ WRC( 世 界 ラリ ー 選 手 権 ) は 
実に 25 年 まり と な る ト ツ プ ガ カテ ゴリ ー 車 両 規定 の 全面 改訂 を 経て 

この 2022 年 1 月 に 50 年 目 ど いう 大 き な 節目 の シー ズン を スタ ー ト させ た 
その 開幕 戦は も ちろ ん ラリ ー・ モ ン テ カ ル ロ 

半 世 紀 前 に は アル ピー ヌ ・ ル ノーA110 が 1-2-3 フ ィ ニ ッシュ を 決め た 舞台 に 
つい に ハイ プリッ ド 化 され た 新規 定 車両 「 ラ リー1」 が 現れ た 


Photo @ 吉 貸 人 介 (KelSuke Koga)HYUNDAIM-SPORHT ン Red Bull TOYOTA 
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ハイ ブリ ッ ド ブー スト で 
最高 出力 500 馬 力 オ ー ベ バー の 
パイ プ フ レ ー ム ラリ ー カ ー 
新 機軸 1 ラリ ー1」 が 

5.0 生 月 の WRC 名 還 や か に 


Text @ 今井 清和 (Kiyokazu Imai) 


ジェ ーー の うだ アイ ル ラ ン ド 人 ドラ イ バ ー の クレ イグ 


ン ン e フ ー ー の ラリ ー1 が 漆黒 の ダウ ン ヒ ル へ ア ピン に アプ ロー チ す る 。 
状態 か 8 2 は 、 ア ンチ ラグ が 効い て いて も それ な り 上 5 れる 木 


ドア レー キ を 引き 、 ロ ッ ク さ せ た リ ヤ タ イヤ を アウ 時 生コン バ クト に ター ニン な を 決 ウ っ / 
2 で て と つて の WR カ ー で あれ ば 前 輪軸 に も 後 輪軸 に も そし て セン ター に も アク ティ ブ デ フ が 入っ て いた 
9 が 、 ラリ ー1 カ ー 規 定 で は デフ に 電子 制御 を 使う こと が で きず 、 さら に は セン ター デフ を 組み 込む 
こと も 禁じ られ た た め 、 ハン ドブ プレ ー キ 操作 と デフ 作動 の 連携 も 
級 密 で な い 。 前 後 直結 4WD と な り 、 ハイ ブリ ッ ド ユニ ッ ト の 搭 
載 に よっ て 車 重 も 増え た ラリ ー1 カ ー の 挙動 は 、 昨 年 まで の WR 
カー より いさ さか 鈍い も の と な っ て いる 。 だ が 、 コ ー ナ ー の 立ち 

上 が り で は 、380 馬 力 以 上 で ある 1.62 直 噴 タ ー ボ エン ジン の 0 
最高 出力 に 135 馬 力 の ハイ プリッ ドブ プー スト が 加わ り 、 合計 500 

馬 カ オー バー の パワ ー で 豪快 に 加速 し て いく 。 これ が 、 50 年 目 

の WRC に 現れ た 新 ト ッ プ カテ ゴリ ー 車 両 「 ラ リー1 」 の 走り 一 一 。 園 
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ー サ キー ミ 后 末 還 O 沙 誰 星 


尋 
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B 


沖 


SA rr の きき 弄 代 鼓 隆 細 


召 OW 選 民 則 


さ 五 民 さ の の 中 
選 \ 


い ュ 


トー 


1 


計 当 


ル 


つ 受 ) 一 ユー ニー い ア 
S 法 HHO 餅 と へい 


S 斗 癌 よー ビ テ ナ NN 行 ロー ニー! ほ の つ 妥 


ミ 


に 二 e つ 
ぐ で" 


UM 


幸夫 き 同和 革 ロー は さび 


C う づつ 


て 
ン 


エゴ レコ 
cd で dH 


(ytJ/ 押 


(e8ox 9nsle2)③ 器 瑞 叶 @ 1X91 


一 XN デー 」 


1d0dS-NVTOA 人 OTN(B80> 83TSI8) う 器 瑞 HH ⑯ 01OUd 


匠 全幅 は 最大 1875mm 

前後 トレ ッ ド は 自由 

了 s パイ ブフ レー ム 採 用 の 場合 、 ホ イー ル ベ ー ス は 自由 
匠 最低 車 重 は 1260kg (スペ アタ イヤ 1 本 搭載 状態 


BODYWORI [ 困 ] 


馬 2 バ (アッ レニー ババ 形 きか の ミース 車両 の ボン ョ キル 
に ロー ルケ ー ジ を 組み 込む 従来 の 形式 か 、 選 択 可 

防 サイ ドブ プロ テク ショ ン 、 耐 衝撃 性 を 高め た ロー ルケ 
ー ジ 構造 な ど 、 安 全 基 準 の 強化 


AERODYMAMICS [ 空 カバ ーッ ] 


空力 仕様 は シー ズン を 通し て 1 種類 に 限定 

ys カナ ー ド な どの 追加 装着 は 禁止 

> リヤ ディ フュ ー ザ ー の 装着 は 禁止 

馬 捉 伐 ア ェ エン スタ 二 に アウ トド トレッド を 設け る と は 禁 上 起 
本 リヤ バン パー に 放熱 四 を 設 ゆ る こと ほぼ 可 


EARBOU7 [キャ ボッ クス ] 
前 進 5 速 ・ 機 械 式 シ フト 
電子 制御 シフ ト は 使用 禁止 


IFFERENTIML [ディ ファ レン シャ ル ] 


了 s フロ ント 用 プリ ヤ 用 と も に 機械 式 デ フ 
了 a センター デフ は 使用 禁止 
電子 制御 アク ティ ブ デ フ は 使用 禁止 


SUSPENSIUIN [ サスペンション] 


s 最長 ダン パー スト ロー ク 量 は 270mm に 短縮 


BRAKE [フレ ー キ ] 


防 キャ リ パ ー の 水冷 シス テム は 使用 禁止 


TVRE [タイ ャ ] 


全車 共通 (ピレリ 製 ) 
陸 リム 径 は グラ ベル で 15 イ ンチ 、 タ ー マ ッ ク で 18 イ ンチ 


EMINME [ ェ エンジン] 


暫 1.62 直 串 シ ング ルター ボ 

匠 FIA 規 定 の 吸気 リス トリ クタ ー 径 は の 36mm 

防 フ ォ ー ド ・ プ ー マ ・ ラ リー1 の エン ジン 最高 出力 ノ 
最大 トル ク は 公称 値 で 380HP/420Nm 

: ア ンチ ラク シス 一 な ム 用 の シア ラッ ン す 22 トル ウッ lg 
用 禁止 


WRC PLUG-jN HYBRID 


き fa([ が wiihp UTpOAE 


VIOAO1 


HYBRID SYSTEIM [ハイ プリ ルド シス テム ] 


全車 共通 (コン パク ト ダ イナ ミク ス 製 ) 

ws MGU は 最高 出力 100kW ( 約 134 馬 力 )、 最 大 トル ク 
180Nm を 発生 

了 s バッ テリ ー 電 力量 は 3.9kW/h 

走行 時 は ブレ ー キ ング に お ける エネ ルギー 回 生 に よ 
売 電 。 基 三 選 ス パク (人 他 ( 全 お ) 選 の 2 8 選 (9 
充電 も 可能 

了 s シス テム 重量 は 87kg 


FUEL [ 交 料 ] 


ys FIA に よる 一 括 供 給 (P1 レ ー シ ン グ ・ フ ュー エル ズ 製 ) 
化学 合成 殴 料 ベー ス で バイ オ 燃 料 を 添加 
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SD6GIfl6all0H 
[ 車体 ] 
倫 長 


全幅 
ホイ ー ル ベー ス 
骨格 
燃料 タン ク 容 量 
車両 重量 

[ パワ ー ト レイ ン ] 
エン ジン 形式 
吸気 リス トリ クタ ー 径 
エン ジン 排気 量 
ボア メス トロ ー ク 
エン ジン 最高 出力 


乙 す の ワ の ア ロイ ンー / テ コロ デ の の リマ コーjng / エン ジン 最大 トル ク 


、 コ NI 呈 し A プ ーー ー- 生計 0 ウリ ルド ンス ラベ 


ハイ ブリ ッ ド 最高 出力 

ハイ ブリ ッ ド 最大 トル ク 

パワ ー ユ ニッ ト 合 計 最 高 出力 
パワ ー ユ ニッ ト 合計 最大 トル ク 
[ ドラ イブ トレ イン ] 

駆動 方 式 

ギヤ ボッ クス 

前 後 差 動 装置 
[サス ペン ショ ン ] 


前 後 サ スペ ンション 形式 


ダン パー スト ロー ク 量 


TOYOTA 
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TOYOTA 


4225 mm 

1875 mm( 規 定 最大 値 ) 
2630 mm 
3 王 バ ラ ンー で 


1260 kg( 規 定 最低 値 ) 


直列 4 気筒 ・ 直 噴 ・ シ ング ルター ボ 
ゅ の 36 mm( 規 定 値 ) 

1600 cc 

83.8 mm X 72.5 mm 


コン パク ト ダ イナ ミク ス 製 ( 共 通 品 ) 
100 kW(134 PS) 

180 Nm 

500 PS 以上 

500 Nm 以上 


4WD 


5 速 シ ー ケ ン シ ャ ル ・ 機 械 式 シ フト (規定 ) 


機械 式 デフ (規定 ) 


マク ファ ー ソ ン ・ ス トラ ッ ト 


[ トヨ タ GR ヤリ ス ・ ラ リー1 ] 


TUYOI 


IO0V0t4 54700 Nacl 箇 WO Ray IT6am 


Text@ 古賀 敬介 (Keisuke Koga) Photo @ 古賀 克 介 (Keisuke Koga) プ TOYOTA グ Red Bull 


ー - ee コー デモ ミー テー デコ ーー ーー 衣 


一 [ ーー ム し て NE 
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TOYOTA 


リス WRC の 後継 車 と し て 、 ト ヨタ 
人 和 ス に し た WR カ 


と は 人 邊 か っ て いた だ が 、 そ れ で も トヨ タ は 
GR ヤリ ス WRC を 投じ る べく 開発 作業 を 継 
ー を 開発 し て いた 。2022 年 か ら ラ リー 1 和 し た 。 し か し 、 コ ロナ チ 補 に より パー ツ の 
規定 に 移る こと は 決ま っ て いた た め 、 そ の 供給 な ど に 多く の 障害 が 生じ 、 断 腸 の 思い 
ライ フ は 21 年 の 1 シー ズン 限り で ある こ で 断念 。GR ヤ リス WRC は 幻 の マシ ン と な 
っ た が 、 そ れ と 普 行 し て チー ム は GR ヤリ 


テク ニカ ルディ レク ター : トム ・ フ ォ ウ ラー 


』 厨 ロア りり 選 aCin ワ 


5 の 了 。 6 eller 
PP Wiat fp ーーーーー、 


ス ・ ラ リー1 も 開発 し て いた 。 つ まり トヨ 
タ は 一 時 は 、 ヤ リス WRC、GR ヤ リス 
WURC、 で し て GR ヤリ スラ リー| と 、 うぅ 
台 の マシ ン の 開発 を 同時 に 進め て いた の だ 。 


ハイ ブリ ッ ド シス テム は サプライ ヤー の 供 
給 遅 れ か ら な か な か テス トカ ー! 2 
こと が で きす 、 シス テム の 冷却 設計 等 に 


トム ・ フ ォ ウ ラー 率い る 開発 部 門 は GR 電電 ジニ 
ヤリ ス ・ ラ リー 1 に 設計 自由 度 の 高い スペ 的 に は 信頼 性 の 高い クル マ が 完成 し 、 2 戦 
ー ス フレ ー ム シャ シー を 採用 。 モ ノコ ッ ク 目 の ス ウェ ー デ ン で カッ レ ・ ロ バン ペラ が 
ボディ の 制限 を 受け な い 、 理 想 と する サス 優勝 。、 チ ャ ン ピ オ ンシップ を 戦え る クル マ 
ペン シ ンション デザ イン が 玩 旧 し た 。 坊 で で ある こと が 結果 で 証明 され た 。 


田 ベ ペース 車両 : ト ヨタ GR ヤリ ス 


新規 定 移 行 へ の 対応 と 同時 に 


IMYUH エン ジン パー ツ の 国産 化 を 大 きく 進め る 


Raly 1 K.Koga 
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NYAUUxeUI II の シシ シト ll 

C き 続 き ド イツ の TGR ヨ ー ロ ッ パ 
(=TGR-E、 旧 TMG) が 開発 を 手がけ る 。 そ 
の ベー ス は ヤリ ス WRC の 2021 年 モデ ル の た 
め に 開発 され た 新 エ ンジ ン で あり 、17 年 の 
投入 初 年 度 以 来 と な る 大 幅 な 設計 変更 を 行 な 
5 こさ ミエ モン シン ン ン 開発 用語 作る 宅 い る 下 直 信 
生 エ ンジ ニア は 語る 。 変更 箇所 は 、 シ リン ダ 
ーー シ ロロ ツク クシ ラン クシ シト お / | 
交 邊 
、 そ れ は 来 た る べき ラリ ー 1 時代 も 見 越し 6 の 


和 誠 22 年 は 1 シー ズン に に 1 台 が 使え る 
較 RMBINE RE 


エン ジン の 数 が それ まで の 3 基 か ら 2 基 に 減 
【 ルル 台 じ 選 に 3 25 + 和 久 性 が 求 
人 HMIES ど さら さる 耐久 性 カ ポ この 写真 で 注目 すべ き は エン ジン フー ド の 裏側 。 量産 車 の SR ヤリ ス は WR カ ー 化 する こと を 想定 し エン ジン フー ド 
め ら れる よう に な る こと も 全面 設計 変更 に 踏 裏 に スペ ー ス を 確保 し て いた と いう 。GR ヤ リス ベー ス の WR カ ー は 残念 な が ら 世 に 出 な か っ た が 、 ラ リー 1 で も こ 
み 切 っ た 理由 だ と いう 。 ヘ ッ ド 、 ブ ロッ ク 、 の エン ジン フー ド 裏 側 の デザ イン は 有効 に 働き 、 エ ンジ ン ベ イ 内 の 各種 パー ツ は 無理 な く レ イア ウト され て いる 。 
2 スン | 生 ラ ンク に の クソ パーク 中 上 還 際 


の トヨ タ の 工場 で 製造 され る な ど 、 パ ー ツ の 


ショ カバ ベルク 2 MAD02 シ リン ノ の ツク 20 の 2 ニー の 人 そつ 22 シル パー の 


国産 化 が 進め られ た の も 注目 すべ き 点 だ 。 
この 新 エ ンジ ン は 21 年 の 第 4 戦 ポ ルト ガ 
ル か ら 投 入 さ れ 、 さ ら な る 改良 が 施さ れ な が 
ウン 2 コン ペン ント まで (7 沙 を De 康 で 0 
を ベー ス に ラリ ー 1 規定 に 最適 化し た も の が 
( 仙 RIA2UZKI UI の 0 の 是 シノ の G の 
100% サ ステ ナブ ル 燃 料 へ の 最適 化 や 、 フ レ 


2 の Enーー ニ シン 0207PUI9U 2 に = 
アク リー ナー へ の 吸気 経路 は ヤリ ス WRC と 
SS くち AU 2U 2WM0 の | ョ ヨク ク の モン 
ブレ ム 周 辺 の 円 形 の イン テー ク か ら フ レッ シ 
ュ エ ア を 導い て いた の に 対し 、GR ヤ リス ・ 
ラリ ー 1 は エン ブレ ム 左 右 の 細長 い イ ン テ ー 
ク か ら 吸 気 』 セ ンタ ー に は イン ター クー ラテ 


属 製 パ イプ が 伸び て いる た め 、 そ れ と の 干渉 
を 遊 ける べく 左右 の 吸気 経路 を 金属 製 パ イプ 
の 奥 の 部 分 で 合流 させ て いる 。 こ の 独創 的 な 
BMNEISG2IUON3G III 庫 ウ 25 仙 ジ ョ ラ ョ ン IO の 
TGR-E で 働く 日 本 人 の 流体 力学 スペ シャ リ 
スト が デザ イン を 担当 。 非 常に 効率 的 な 設 
が な され て いる 
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ヤ リス WRC の ダン パー は や や 傾斜 し て 配 
中 SGUWS の で 700 ポタ シバ ニス トド 
ー ク を で きる だ け 長 く 確 保 す る た めで あり 、 ス 
国 還 寺 久 還 和 300mm を 四 え くい た と いう と と 
ろ が ラリ ー 1 規定 で は それ が 270mm ま で と 制限 
され た た め 、 ト ヨタ は 直立 に 近い 配置 の ほう が 


結果 、 ダ ン パ ー の 下端 部 は ハブ セン ター の 真 上 
に 位置 し 、 ス トロ ー ク 時 の フリ クシ ョ ン は 大 幅 
に 減っ た と 考え られ る 。 こ こ で 注目 すべ き は ダ 
ン パ ー と の 接続 部 の アー ム が 三 つ 股 形状 に な っ 
2⑳3 る ツク クリ | の ラッ イン 人 ク 加 ント 
3 本 の アー ム の うち 後ろ 側 の 2 本 を 、 リ ヤ は 前 


つま り 前 侯 人 6 本 は 押 傘 に が つま 5( い 
5 の 370 いま S4UUN2IEI ジ ZNUISZGSI の 070 の 
レ z42 目 に 22EW6MASKIYG(E2N の 9 いい の ッ リ 1 
規定 に 対処 する た め の も の 。 フ ロン ト と リヤ の 
ダン パー を で きる だ け 直 立 状態 で 配置 する た め 
に 編み 出し た 、 エ ンジ ニア の コロ ンプ ブス の 卵 的 


な 解 で ある 。 


得 ら れる メリ ッ ト が 多い と 判断 し デザ イン し た 。 側 の 2 本 を 使っ て ダン パー と つなが っ て いる 。 


正明 題 SUSPENSIUIN 


W 6 
箱 / 


1 
昌 
| 


Or 


(WW 


MMI 


ず パ 
か NN ーー 
ヤリ ス WRC は 2017 年 の デビ ュー 時 か ら 一 買 し て BOS 製 の ダン パー を 使い 続け た が 、 
GR ヤリ ス ・ ラ リー 1 か ら レ イガ ー 製 に スイ ッ チ し た 。 アップ ライ ト の 三 つ 股 アー 
ム は 、 紫 色 の キャ ニス ター (リザ ー バ ー タ ンク ) と 干渉 し な いよ うに デザ イン さ 
れ て いる 。 また 、 ブ レー キ に つい て は エン ドレ ス 製 の ロー ター( グ ラベ ル 用 の 300mm、 
ター マッ ク 用 の 370mm) に 、 新た に 映 ブ レー キ 製 の キャ リ パ ー が 組み 合わ され た 。 
新しい ブレ ー キ シス テム に 関す る ドラ イ バ ー の 評価 は 非常 に 高い と いう 。 


ラリ ー・ ス ウェ ー デ ン で 二 壁 
に 接触 し て リヤ バン パー が 外 
れ た 状態 。 こ の よう な シー ン 
は 何 度 も 見 られ た が ハイ ブリ 
ッ ド ユニ ッ ト 冷却 シス テム に 
ダメ ー ジ が 及ぶ よう な こと は 
な の だ 。 寺 だ 、 り ヤバ パク パ 
k 較 一 が な く な っ て も 空力 的 な マ 
N イナ ス は ほとん ど 感 じ ら れ ず 、 
"リヤ の ダウ ン フ ォ ー ス は 充分 
確保 さ れ て いた と 勝田 貴 元 は 
証言 する 。 


RED BULL 


4 すす の ここ ムー 


リヤ ツヤ イタ ( 多 碁 名 ヤバ パル 多 志 車 天 まぐ 異 在 お 締 書 交 
デ 柳 が イト 別 の 引 の 計 プ ツウ ダ を 設 ( 多 表 け # イ ィ ププ 
レン ジ し 相当 ま 胡 き 示 少 を 遂 喧 邊 開 妊 範 本 柳 宮中 知 史 
まで 佑 ま で 誕 続 し て いか デビ ン ドラ 相当 す を 直 当 す 
ー あ アッ グ の 遍 敵 部 (多胡 頼 穫 松 下 訪 と 如 れ が が っ 
ワ ゆ や カ ダ 選 ウ が が ダ て 埋め が わ ゆま 刻 ら 修 問 ボ 層 
る , か 中 線 生 が あの リヤ ウ げ ンジ の ル は 撮 角 レル いた 時 症 梓 
め む 状 具 北 放 私 吊 有 ぬ 民 ぜ ザ ス ( 役 車 G 才 上 る 選 市 議 
フ 旧 齋 贅 簡 上 で 學 テ の 秒 箕 方 が 供 く な で ぼや り ヌ 車 の | 軒 

ルー カタ @ ば を 和 畜 全 必 た め フ イツ 多 継 夢み の 機能 る ー 
発揮 め ザ ャ ずい の 機 能 を 発揮 させ や すい 。 


(は) 


4 
まま 
オオ オオ 5 


ラジ エタ ー と 冷却 ファ ン が ビル トイ 人 
ン さ れ た リヤ バン パー。 ラジエター 関 間 共 
の 外側 の 、 口 角 に あたる 部 分 か ら は 、 議 請 
リヤ フェ ンダ ー 内 で ダン パー が 発し 
た 熱 が 排出 され る 。 この 小さ な 開口 


ドリ フト で マシ ン が 横 方 向 を 向い て も ダウ ン フ ォ ー ス を 部 は 、 い か な る 角度 か ら 見 て も タイ 
得る 効果 が 期待 で き る ステ ー 形 状 の 4 枚 の バー ティ カル ヤ が 見 えて は いけ な いと いう 規則 に 
フィ ン は 、 実 は 中 央 の 2 枚 に つい て は リヤ ウイ ンド ウ に 準拠 し た 形状 と な っ て いる 。 ま た 、 バ 
接触 し て お ら ず ステ ー 機 能 は いっ さい 持た され て いな い 。 ン パ ー に は パー テー ショ ン が 設け ら 
ラリ ー 1 の リヤ ウイ ング 規定 に 抵触 し な いた め の 考 え 抜 れ 、 バ ン パ ー を ヒッ ト し て も 全体 が 破 
か れ た デザ イン 処理 で ある 。 損し に くい よう な 構造 に な っ て いる 。 


ライ ト ポ ッ ド は ヤリ ス WRC 時 
代 の デザ イン を 受け 継ぐ PIAA 

製 の HID ラ ンプ 。 ライバル 2 

車 が 採用 する レー ザー タイ プ 

の LED よ り も 照射 範囲 が 広く 、 

アッ ンタ ウン が 泊 し い チ イト 

ジー ジ で も 視認 性 が 高い と 

ーー ドラ イ バ ー た ち に は 好評 だ 。 
縦長 の サイ ドミ ラー は ステ ー で ボディ か ら 遠 く 離 se 
され て いる 。 サ イド ミラ ー に つい て も 位置 に 関す ント バン パー が か な り 前 方 に 
る 和 厳格 な 規則 が あり 、 そ れ に 準拠 する も の と な っ 守 遇 て いる て と が 分 か る が 、 


| 


て いる が 、 こ の よう な 形状 と し た の は 、 そ の 後方 これ は フロ ント の ダウ ン フ ォ 
に ある ハイ ブリ ッ ド ユニ ッ ト 冷 却 用 ダク ト へ の 風 の ー ス 効果 を 高め る た め の デ ザ 


流れ を 乱 さ な いよ うに する た めで ある と 考え られ る 。 イン 処理 で ある と 考え られ る 。 


画 用 NU ES 


ON ga ロン ジン ア (8WS の ②③ に SUG 明 シ ンー「 則 る 008 0 ラリ ルー ぐ アク ディ シク 
ウン / ら als 22 証 ラ 4| ョ ン ウ 放 クン 0 二 Se の の 2 2 ピン ンク 2 ま 2AUUPSA PE ラル ンジ RIP 
ョ ジンク 二 の 2 ソラ クロ ョ ンク 二 の 620Ua 認 22 の こう の レク ンク ルル 2 の (0 ク ョ ン 語 寺 D 2SP ee で IS シー ルーン ルル 唐 
の Noac8kO202 ッッ リー カー の し (06 ト の ダウ ン フ ォ ー ス を 得る 施策 。 ラ イ バ ル に も 空力 的 に も アン ダー ステ ア が 強く な り 
か な り 先 鋭 的 な 空 カ デザ イン を 実践 。 ラ イ llNaY2U zo りー IE UI AO の SU パー ロー ョ シン ツ | シク 
バル も 遅れ て それ に 追随 する な ど WR カ ー 傾 姿 勢 が 強く 、 特 に ター マッ ク の モン テカ Gb に コン 7 の 語ら 
時 代 末期 の 空 カ トレ ンド を 牽引 し た 。 し か  。 ル ロ で は それ が 顕著 だ っ た 。 ハ イレ ー キ を 人 
し 、 ラ リー 1 で は コス ト 削 減 の た め に その 活か す た め 、 フ ロア は 填 一 稼 分 は あろ うか  。 代 に な っ て も トヨ タ の 空力 アプ ロー チ は ラ 
まう 2 ンジ 処理 は UM ら れん れ ドコ ヨク の うこ いう アル の ルン タク パネ ル G ほ ほ Z バル の 二 歩 売 を 作 の で いる 
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MHRRRIN に | らら ほら |) ) ) | (| DRIUE TRAIN 画 還 還 還 間 還 還 


IA デザ イン の セー フ テ ィ セル を ベー 
F Xa の ペー スシ レー ベン ンー 
ランド (の の 7a ES 7 
TGR-E の ファ クト リー 内 で すべ て 組み 上 
げ ら れる 。 外注 に 頼ら ず 、 非 常に 高い 工作 
技術 を 持つ メカ ニッ ク た ち が 責 任 を 持っ て 
人 上 きめ る ご で 旧作 あ の らら 中 ド バン シー 
ジロ ピ 20o いる WI 76。 
バイ クシ リン クト ョ ーッ | の 人 る 剤 つい Ga 
22N ジ の 二 人 る の ウ ンク ニク 店 
それ を 2 基 の 電動 ファ ン で 冷却 する シス テ 
2 生 ン の ( に ー の 0 ジラ 0 ソジン Na 
ドウ イン ドウ の 後部 付近 に 設け られ た エア 
イン テー ク か ら 取 り 込 まれ 、 カ ー ボ ン 製 の 
還る 上 自 しく 導 が か れる の RIMU ZIE ラ 


の Da の 2 上 2 ニン (NZ シリ レス 22 ペ 
て か な り 大 型 だ が 、 そ れ は 発熱 に 対す る マ 
ー ジ ン を 内 き く と っ で いる か ら だ ろう 。 同 
様 に クー リン グフ ァ ン も 2 基 と する な ど 冷 
却 に 対す る 備え は 万 全 だ 。 
5 語 当 の 20 0UEOIN の が 
キシ コ な と 高温 の ラリ ー で エン ジン の 冷却 
性 能 が 不足 し 何 度 か オー バー ヒー ト に 見 舞 
われ た 。 そ の と き の 苦 い 経 験 も あっ て 余裕 
を も っ た 冷却 系 デザ イン と し て いる の か も 
| 本 E の の 21 ン コ ョ ョ ン 2l 
て は 今後 小型 化 も 検討 し て いる よう で 、 サ 
ルディ ニア 島 で の グラ ベル テス ト で は 新 デ 
ザイ ン の 小型 王 ア イン テー ク で 走行 まる シ 
語 22 目 還 人 SU の 


IMYUIM 


上 動 了 率 は 、 ラ イ バ ル と 同じ く 前 進 5 速 
間 欄 の シー ケン シャ ルト ラン スミ ッ シ ョ 
ン に 前 後 機械 式 の デフ を 組み 合わ せる 。 も 
の 2 語 選 用 が 上村 540 た リク 0 レク ピン 
ター デフ は 搭載 し て いな い 。M ス ポー ツ ・ 
is ヨシ ジン NR6 お NON ラ リリ ニ ん 
235a AU こし 8580 マー ョ アノ ルク (の 
2 シーク ョ ンク シル ルト ラン ミッ クン ョ リン に みい の 
て は 多く の 技術 的 蓄積 が ある 。 一 方 、 ト ッ 
プ カ テ ゴリ ー 以 外 の マシ ン を 持た な い ト ヨ 
タダ に と っ て は 新しい 技術 領域 と な っ た が 、 
ここ まで の と ころ 駆動 系 に 関す る トラ アル 
EUGUUOANU の の 2 


ここ 
ン 


ンス 


Rally 1 


TWO 700 R86I 
Wmll My TB 


ぃ ニ ヽ J へ 


K.Koga 


TOYOTA 


| 


ハイ プ ブリッド 化 に より 操作 し な く て は な ら な い 
項目 が 増え た た め 、 ス テア リン グ 上 の スイ ッ チ 
類 は ヤリ ス WRC よ り も 多く な っ て いる 。 一 方 、 
パドル シア ト が 茜 目 きれ た こと で パドル が な く 
な り 、 ステ アリ ング の 裏側 は か な りす っ きり し た 。 


K.Koga 


リヤ ハッ チ 内 は ハイ ブリ ッ ド シ 
ステ ム 冷 却 用 の カー ボン 製 エ ア 
ダク ト が 左右 ( 
スペ アタ イヤ の 搭載 方 法 な ど 、 

ジグ アレ イア ウド に か みか 
り 苦 労 し 、 重 量 配 分 等 に つい て 
は ある 程度 妥協 し な く て は な ら 
が が っ た だ た 、 と テク ニカ ルディ レク 
ター の プ ォ ウラ ー は 述べ る 。 タ 
イヤ 交換 用 の 機械 式 ジ ャ ッ キ が 
バン パー 近く の 比較 的 高い 位置 
に 置か れ て いる の は その 一 例 だ 。 


けら れ て いる 。 


ダブ ルフ ー プ の セー フ テ ィ セル で 護 ら れ た コク ピッ ト 。 
シー ト と サイ ド の クロ スバ パー の 間 、 そ し て ドア パネ ル 
に は 分 厚い 衝撃 吸収 パッ ド が 装着 され クラ ッシュ 時 の 
衝撃 か ら ク ルー を 護る 。 GR ヤリ ス に 限ら ず 、 ラ リー 1 
と な っ て 耐 衝突 安全 性 能 は 大 幅 に 高まっ て いる よう だ 。 


y 呈 へ て S ハ ポー みさ 
問 若 84 ユー ニー ナコ 溝 串 局 


we 
ゃ e ど 


さら 格 若山 マデ アミ 


全幅 1875 mm( 規 定 最大 値 ) 
ホイ ー ル ベー ス 2600 mm 


骨格 スペ ー ス フレ ー ム 
燃料 タン ク 容 量 ーー 
車両 重量 1260 kg( 規 定 最低 値 ) 


[ パワ ー ト レイ ン ] 


エン ジン 形式 


直列 4 気筒 ・ 直 噴 ・ シ ング ルター ボ 


吸気 リス トリ クタ ー 径 ゅ の 36 mm( 規 定 値 ) 


プリ ーー テキ ーー 


ゴ ガ 7 た イ す 7 エン ジン 排気 量 1600 cc 


ボア メス トロ ー ク ーー 


川 


エン ジン 最高 出力 380 PS 


エン ジン 最大 トル ク 420 Nm 


ハイ ブリ ッ ド シス テム コン パク ト ダ イナ ミク ス 製 (共通 品 ) 


ハイ ブリ ッ ド 最高 出力 100 kW(134 PS) 


ahYBRio ee 多 
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ハイ ブリ ッ ド 最大 トル ク 180 Nm 


パワ ー ユ ニッ ト 合 計 最 高 出力 514 PS 


パワ ー ユ ニッ ト 合 計 最 大 トル ク 600 Nm 
ドラ イブ ドレ イン 

駆動 方 式 4WD 
ギヤ ボッ クス 5 速 シ ンー ケ ン シ ャ ル ・ 機 械 式 シフ ト ( 規 定 ) 


前 後 差 動 装 置 機械 式 デフ (規定 ) 


ーー 
| サスペンション] *ーー 
ーー 前 後 サ スペ ンション 形式 マク ファ ー ソ ン ・ ス トラ ッ ト 


か ググ ム で ニレ 4 さ ョ ピン 270 mm( 規 定 最大 値 ) 
VCSPORF 
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スポ ー ツ ・ フ ォ ー ド は ライ バル の 2 
ME UE io と の 
開発 に 着手 し 、 い ち 早 く 走 行 テ スト を 開始 
し た 。 マ シン の バイ アリ ッ ド 化 に より これ 
まで 以上 に フォ ー ド 本 社 の サポ ー ト を 得 ら 


TP 
TTY 
アン 


ゃ 
ーー 電 。m7。 


油 潤 上 NN と 弄 き 澤 誠 時 
叶 五 で > へ 内 眼 瑞 司 証 剖 


ジー マ バ ラー ル の エ シ ンジ グン 
ルー ム 設 計 は 。 先代 の フィ エ 
スタ WRC の 基本 コン セプト を 
デレ ツ ッ シ ュ ョ エア は ほ ラ ナオ 
ー ド の エン ブレ ム 上 に ある 横 
長 の 開口 部 か ら 取 り 込 み 、 ゴ 
ー ル ド の ヒー トブ プロ デ テク トシ 


踏襲 。 


圏 ベ ペー スズ 車両 : フォ ー ド ・ プ ブー マ 


LUHUEM UN に 5 に 5555KI95655W|W|99| | WWW 
ト 


ベー ター の M ス ポー ツ ・ フ ォ ー ド は 、 常 に 選 
択 と 集中 を 意識 し な が ら WRC 参戦 を 続け て 
きた 。WR カ ー 時 代 終 盤 の 2020 年 シー ズン は 
タイ トル を 狙え る よう な 体制 で は な く 、 そ の 
GE 還 系 旗 川 GUY だ 用 ( ま ス タス WRC 用 新 下 シ 
ジン の 2 る 当 21 に 2805 し の る こと 。 
21 年 7 月 に は エン ジン の 開発 が 凍結 (当初 
は 4 月 の 予定 だ っ た が ) され る た め 、 ラ リー 
1 の ハイ ブリ ッ ド 時 代 に 向け て 新 エ ンジ ン の 
授 六 を あえ で 遅 ら る こと に し た だ の だ 』 新 エ 


則 吊 
PUMH 
HB 


Nally 1 
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ー キ ーー ニー い NIS( や ぐ ) 和 ハー みこ の 


ー ト で 覆 わ れ た イン テー ク パ 自 


イプ を 経て エア クリ ー ナ ー に 
導 か れる 。 フィ エス タタ WRC で 
は ラジ 邊 ター や イシ ペー クー 
ラー を 通過 し た 熱気 を シュ ラ 
ウド で 完全 分 離し ボン ネッ ト 
の 左右 か ら 排 出 。 そ の 部 分 で 
も ダウ ン フ ォ ー ス 効果 を 得 て 
いた が 、 規 則 で ボン ネッ ト 内 | 
の シュ ラウ ド が 禁じ られ た た 靖 


の だ 


め 自 然 排 熱 方 式 に 改め られ た 。 講 


電動 ファ ン が か な り 大 き な サ 周 
イズ で ある こと が この 写真 か 』 


ら も 分 か る 。 


* 


れる よう に な り 、 ラ イン フ 未 期 の WR カー を 
進化 させ る こと より も 、 次 な る ラリ ー1 マ 
シン の 開発 に 力 を 注い だ の だ 。 プロジェク 
ト は 近年 の M ス ポー ツ 製 ラリ ー カ ー の 大 部 
分 を 手がけ て きた クリ ス ・ ウ イリ アム ズ が 
指揮 ウイ リア ムズ に よれ ば 、 特 に シャ シ 
ー の 開発 に 力 を 入れ 、FIA が デザ イン し た 
セー フ テ ィ セル と 、 自 社 設計 の スペ ー ス フ 
レー ム の 融合 は か な りう まく いっ た と いう 。 
スペ ー ス フレ ー ム に アウ ター スキ ン を 被せ 
る 構造 と な っ た こと に より 、 ベ ー ス 車 の 基 
本 設計 の 影響 を 受け に くく な り 、 デ ザイ ナ 
ー の 理想 に 近い ジオ メト リー 設計 が 可能 に 。 
その 結果 、 フ ィ エ スタ WRC より も ステ ア 
操作 に 対す る 応答 性 が 高まる な ど 、 ハ ンド 


ヨレ ジグ を GE ラ ョ いう / こ アピ ルッ ルク 沼 昌 
べ て 活動 資金 が 潤沢 で は な い 半 プラ イ 
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テク ニカ ルディ レク ター : クリ ス ・ ウ イリ アム ズ 


リン グ 性 能 は 大 きく 向上 し た と いう 。 セ バ 
スチ ャ ン ・ ロ ー ブ は テス ト 時 か ら プ ブー マ ・ 
ラリ ー 1 の ハン ドリ ング を 絶賛 し 、 モ ン テ 
カル で ショ イク ダウ ン の らら フ ィ ニ ラッ シ 
ポス ラリ ジグ 、 アジ ンチ 回 一 ルル パー、 
ダン パー の 減衰 力 な ど セ ッ テ ィ ング を いっ 
きい え な かかっ た と いう 。 少な く と も 、 タ 
ー マ ッ クラ リー で は 非常 に 完成 度 の 高い ク 
ル マ で ある と いえ よう 。 


ンジ ン は 1 年 か ら 便 っ で きた シリ ンタ ー ペ 
ッ ド の 設計 が 一 新 さ れ 、 新 し い 燃 料 噴射 シス 
SolIS92IEE(E0SK 22 の 2 で 失 
mE 品 二 の ラー ラル ーー リ 当 の ヨン シン 
で 0624 2( 生 バ ク リ リク トド 是 三 2 ド や 100 
% サ ステ ナブ ル 燃 料 と の 最適 化 を 図っ た も の 
で ある 。 ま た 、 規 則 で 使用 が 禁じ られ た アン 
メッ クシ タス 才 2 の レツ ショ ーー の 5 シシ < 
ム は 削除 し 、 別 の 方 法 で スロ ッ ト ル レス ポン 
ス を 向上 させ て いる 。 ち な み に ボ アメ スト ロ 
ー ク は 83x 73.9mm で 、 ボ ア は ヒョン デ i20 N 
IO 


RHLLV 1 CHR -EPTH 


e80 サ M 


IT まま ま 。 
た に た チョ 
『 


いい VUVO の 0 


ey 、 
= ヽ 


っ か 


M ス ポー ツ は これ まで ダン パ 
の 相 中 002 ー を か な り 寝 か せ た 傾 斜 配置 
dx ss す 、 ト NN、 電 を 好 ん で 採用 し て きた 。 限ら 

ーー | [ N テ れ た スペ ー ス 内 で 最大 の スト 
ロー ク を 確保 する こと が その 
狙い だ っ た が 、 ラ リー1 規 定 
に より スト ロー ク ガ 制限 (※ 
最大 270mm に ) され た こと で 
無理 に 寝かせ る 必要 性 は な く 
な っ た が 、 そ れ で も フロ ント 
は 依然 傾斜 し て いる 。 ダ ン パ 
ー の ヲリ クシ ョ ン と いう 点 で 
傾斜 配置 は 不利 に な りや すい 
が 、 フ ィ エ スタ WRC まで に 長 
年 培っ て きた ジオ メト リー 設 
計 の 知見 を 重視 し た 可能 性 は 
ある 。 プ ー マ ・ ラ リー 1 の タ 
ー マ ッ ク で の ハン ドリ ング に 
つい て は どの ドラ イ バ ー も 絶 
賛 し て お り 、 セ バス チャ ン ・ 
ロー ブ も 「 テ スト で 乗っ て す 
で に 満足 で きた | と 語っ て いる 。 


還 是 還 SUSP[NSIUI 男 還 間 間 間 間 還 較 


= 押 計上 の サス ペン ンション は 前 後記 も マク アァ 

グン 42620 ラーク 間 S22080O) 
スペ ンション は 、 先 代 の フィ エス タ WRC の デザ イ 
ン フ ィ ロ ソン フィ ー を 受け 継ぐ も の で あり 、 リ ヤ は 直 
立 に 近い ダン パー 配置 、 フ ロン ト は ヒョン デ i20 N 
ラリ GOIEIRIEIS 9 の リリ こっ 
いて は 、 フ ィ エ スタ WRC で は ダン パー 下端 部 が ハ 
4E2220 5 の (250a 昌 の 2 ンド NGU 7 の ls 
シー シッ リル < 上 選 Sm ロッ トリ 0) 
ら 。 タンパ デー(MZ2NRー ノ ソラ ーー ドク WNW の 
時 代 か ら 長年 使い 続け きた レイ ガー 製 で 、 減 衰 カ 
は 3 ウェ イ 調 整 式 と な る 。 


へ ミ ず 公 1 
イキ エン _ 


て アア 


na ュー ーー 
ー ーー 
cg 
』 メ - 
用 さ ォ ョ や 


ーー 


K.Koga 
ドラ イル ビジ ンジ ン シミ ュ レ 
ー タ の コン トロ ー ル パ NIUE INAMN 


カー で も て 有 


名 な ファ ナ テ ッ ク と ス 用 UE この アバ ウン ンー ラ ョ シク 
ポン サー 契約 を 締結 。 6 科 全 人 

の PD の と D プ の 搭載 を 禁じ 、 ギ ヤ ボ ックス は WR カ 
ング 上 に 、 フ ァ ナ テッ ー よ り 1 速 少な い 前 進 5 速 の シー ケン シャ ル 。 
ク の スイ ッ チ パネ ル が WS R R R 
装着 され る 。 下 部 に 3 2 に ルル ンク トド 5S し ら 2 の の る カー スス 
0 の 的 に は 格下 の ラリ ー2 ( 旧 R5) マシ ン と 大 
スイ ッ チ は 、 右 の ブル 

ー が ハイ ブリ ッ ド ブー 差 な い 。 し か し 、 パ ー ツ の コス ト 制 限 は 特に 
お な いた め 、M ス ポー ツ は サ デ フ 社 と 共同 で 
バリ ジェ ン 間 _ 

の レッ ド が エン ジン マ 500 馬 力 以 上 の パワ ー に 耐え られ る ラリ ー 1 
0 専用 の トラ ンス ミッ ショ ン を 開発 し た 。 タ イ 
り 替 える た め の も の だ 。 


トコ ー ナ ー で ハン ドブ レー キ を 引く と 油圧 で 
後 輪 の 駆動 が 切り 離さ れ 、 ハ ンド ブレ ー キ タ 
語る 還 信 60 つが くき 2 


FIA が デザ イン し た T45 鋼 材 の 
セー フ テ ィ セル は 乗 具 の 耐 衝 
突 安全 性 を 可能 な 限り 高め る 
た め サ イド バー を 大 幅 強 化 。 
乗 貞 と の クリ アラ ンス も 充分 
に 確保 し 、 衝 撃 吸収 材 を 多く 
ビル トイ ン す る 構造 と な っ て 
いる 。 ま た 、 プ ロア か ら ル ー 
フ ま で を 環状 に カバ ー す る メ 捕 
イシ ジフ アー プ は シー トバ パッ ク の ② 
前 後に ダブ ル で 配置 。 モ ン テ 
カル 日 で は エイ ドリ アン ・ フ 
ル モ ー が 大 クラ ッシュ を 演じ 
た が 、 堅 中 な セー フ テ ィ セル 
の お か げ も あり クル ー に 大 き 
な 怪我 は な か っ た 。 
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スチ ー ル 製 の リヤ ハッ チ 内 に は 、 
ボディ サイ ド か ら 取 り 込 ん だ フ 
レッ シュ エア を バン パー 奥 の ラ 
ジ エ タ ー に 姓 く た め の カ ーー ボン 
製 ダ クト が 伸び る 。 そ の ボリ ュ 
ー ム が か な り 大 きい た め 、 2 本 
目 の ス ペア タイ ヤ の 搭載 方 法 は 
制限 され 、 そ の 点 に つい て は 記 
協 が 必要 だ っ た と デ テクニ カル デ 
ィ レ クタ ー の ウイ リア ムズ は 述 
べ る 。 な お 、 バ ン パ ー 部 の 電動 
冷却 ファ ン は トヨ タ GR ヤリ ス 
・ ラ リー 1 が ツイ ン で ある の に 
対し 、 プ ー マ ・ ラ リー 1 は シン 
グル で や や 大 型 。 メ ッシュ で 牧 
われ た 開口 部 は バン パー の フレ 
ー ム で 上 下 に 二分 割 さ れ て いる 。 


画 BUDI/UHISSI6 男 還 間 間 間 昌 間 間 間 間 


o 一 マ は 、 ラ リー 1 カー の 中 で 唯一 、 の 厚み を 削っ た ボディ 形状 に な っ て いる 。 ン セ プ ト を 採用 。 リ ヤバ ン パ ー に ラジ エタ 


プ ノ クー バー で US ペー スズ と の.2 
スケ ー リ ング 規定 に より 大 きい 車 を 小さ く 
する こと が 許さ れ た か ら こ その 車種 選択 だ 
が 、 車 両 を 真横 か ら 見 た と き に ボディ サイ 
ド の 最 下部 ライ ン ( リ ファ レン スプ レー ン ) 
と ルー フ 最 上 部 の 長 さ が 1250mm と 規定 で 
決め られ て いる た め 、 プ ー マ は ボディ 下部 


その 結果 、 先 代 の フィ エス タ WRC と 似 た 
2 604 シュ シク ク に に 20 つ / だ の 5 人 の 
と ころ 開発 初期 段階 で は スペ ー ス フレ ー ム 
シン リン 2 (キス クタ の 0 の クミ ョ ミン トン で 
被せ て 走行 テス ト を 行なっ て いた 。 

5 リン トド ト ョ ーッ | の 冷却 関 明 は 
トヨ タ GR ヤリ ス ・ ラ リー 1 と 共通 する コ 


ー と 電動 クー リン グフ ァ ン を 配置 し 、 ボ デ 
ィ サ イド の エア イン テー ク か ら カ ー ボ ン 製 
の ダク ト で 風 を 導き 排出 する 構造 と な っ て 
の 7a だ ミタ クト ド の ( 休 柄 が か か な り 大 さき 
いた め 、 ス ペア タイ ヤ を 2 本 積む 際 の 搭載 
計上 生 IE ョ ジ 2UN ラリ リー 
り も 低い 。 


auto sport 


024 


旦 FRU UESIN 


KS フリ ラド の 還 表 周 炎 0 ド ク ス | 
ノ 2 の 2 202 WURO ぐ 旨 っ つ / 省 還る ン 
リー 1 規定 に 当て は め た も の で ある 。 特に リヤ フ 
ョ ジー に la ソ ク ガ リッ ツク 0 の b4 ドジ クル の 
記 必 プリ ンク リョ タタ 00UR6 で | ライ だ 回 具 。 
の の 呈 | 2 クー ド 20 つら (カン レク ウン に し ら ( の で 
大 き な ダ ウン フォ ー ス 効果 が 得 ら れ そ うだ 。 リ マヤ 
史 2 ジンク ee MOI リョ 国人 うこ ( 
ドウ イン グ を 備え る も の で 、 エ ンド プレ ー ト は か 
ー 更 Wwsst な り 大 き な サ イズ 。 ハ イブ リッ ド ユ ニッ ト 冷 却 用 


4 ニッ 7MHYBRID の エア ダク ト は リヤ ウイ ンド ウ の すぐ 下 と 、 リ ヤ 


フェ ンダ ー の 前 に 分 散 配 置 さ れる 。 リ ヤ フ ェ ンダ 


匠 | 


ーー ) 
/ に 加 民 リヤ ウイ ング は フィ エス タ WRC の コン ー 前 の 開口 部 は 前 方 が バハ イブ リッ ド ユ ニッ ト 冷 却 
al り 育 9 ング に ノ ミー が ヽ S N 
M-SPORT セプト を 路 緒 し 、 サ イド ウイ ング に は 用 、 後 方 が ブレ ー キ 冷却 用 と 流 路 が 分 か れ て いる 。 


正方 形 に 近い 大 型 の エン ド プ レー ト が 0 6 20 
ma 備わる 。 た だ し 、 ラ リー 1 規定 に 従い 、 な お 、 第 2 戦 ス ウェ ー デ ン で は サイ ドミ ラー が ト 


メイ ンプ レー ン は 直線 的 で シン プル な 。 コタ GR ヤリ ス ・ ラ リー1 と 似 た デザ イン に 。 ハ 

< 少 汰 に な っ て いる 。 」 、 、 9 
2 リツ ド ョ ヨー ツ ド ト 人 の リック クト の SS の 

TT 」 流れ を 乱 さ な いよ うな ステ ー 形 状 に 改め られ た 。 
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ng St) MI また ae 
。、!< / で いり が も 


ーー 


リヤ ハッ チ が 開け ら 
れ た と ころ を 終 め に 
見 る と 。 ヲ レッ シュ 
ラン ター に 
導く カー ボン 製 ダ ク 
ト の 形状 が さら に よ 
くく 2 が か る 。 の イブ プリ 
ツ ド ユニ ニット を いか 
に よく 冷や し て や る 
が が ラリ ルー1 カ ー の 
焦点 の ひと つ な の だ 。 


- 
と っ 語 _ に 症 se 


ボディ サイ ド に ある ハイ ブリ ッ ド ユニ ッ ト 冷 却 用 の エア イン テー ク は 、 
GR ヤリ ス ・ ラ リー 1 と 比べ る と か な り 小 ぶり で 位置 も 低い 。 リ ヤ ウ イ ン 

グ へ の 風 の 流れ を で きる だ け 乱 さ な い よう に する 設計 意図 が 感じ られ る 。 
た だ し 、 そ の 下部 に も 冷却 用 の エア イン テー ク が 設け られ 、 ハ イブ リッ 

ド ユ ニッ ト 用 、 ブ レー キ 用 と 、 開 口 部 が ふた つ 並 ん で いる 。 


スケ ー リ ング の 恩恵 を 
存 分 に 活か し た プ ブーマ で 
M ス ポー ツ ・ フ ォ ー ド は 再興 を 期す 


ーー で ーー トド グ 1 ESH 
REO ラド クー ニク 4 
クチ ャ ラー の 中 で 最も 早く 開発 を スタ ー 
ト 。 走行 テス ト 開 始 も ホモ ロ ゲ ー シ ョ ン 
取得 も 一 番 早く 、 余 裕 を 持っ て 開幕 戦 モ 
ン テ カ ル ロ に 臨ん だ 。M ス ポー ツ は これ 
まで も レギ ュ レ ーション の 大 き な 変 わり 
叶 GIEZ 2 三 ド タク ツン 2 こと 
が 多く 、 そ の 技術 力 は 高く 評価 され て い 
る 。 邦人 選 し 、 晃 全 人 の ウー クス デム で 旧 
な いた め 活 動 資金 が 限ら れ 新しい パー ツ 叶 
の テス ト を 充分 に 行なう こと が で きず 、 計 
ライ ツレ (キン ンク 54 Ss こ か 
ジル っ つ / だ 2 ラード の の 一 
ト が 手厚い と され る 今 シ ー ズ ン は 、 好 調 
が 長く 続く こと を 期待 し た い 。 


> 
< 6 Pa 2 
K ] 5 2 ョ N % E て 6 
2 と た 。 』 * で 。 内 キア F 。 居 
フー 【 と = し し , 1 3 デブ ゲー ェ [ ー 1 - いざ っ 等 KN NNW Cs に ちい きき 6 人 や 
ゃ 先 と ) プ 2 ませ ヤー が ン た b / こ 1 の Pr て や | 
5 ーッ パ NN デ アー 完 72 が (し 。 > ン ト エル っ ださい _- 
し と ん ずっ ーー アァ ワ に < Ca! い 
し ョ かい 
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HYUNDAI 


ニニ デ 


m T.Neuvule 
三 O. Tanak 
議 O. Solberd 
mm |). SOTQO 


” プ 穫 
CEATN 
NG ーー 


SN6Ciflali0 

[ 車体 ] 

全長 4130 mm 

全幅 1875 mm( 規 定 最大 値 ) 
2Rl2 人 三 タ 2630 mm 


骨格 スペ ー ス フレ ー ム 


燃料 タン ク 容 量 606 

車両 重量 1260 kg( 規 定 最低 値 ) 

隊 N 当 NN 

シン ンク ァ い 直列 4 気筒 ・ 直 噴 ・ シ ング ルター ボ 
吸気 リス トリ クタ ー 径 ゅ 36 mm (規定 値 ) 

エン ジン 排気 量 1600 cc 


ボア メス トロ ー ク 83.0 mm X 73.8 mm 


YU ロロ 日! A Shell -、、 | < エン ジン 最高 出力 380 PS ノ 6500 rpm 
MDBIS HELIX、 エン ジン 最大 トル ク 450 Nm/5500 rpm 
- e の ハイ ブリ ッ ド シス テム コン パク ト ダ イナ ミク ス 製 ( 共 通 品 ) 
N // ハイ ブリ ッ ド 最高 出力 100 kW(134 PS) 
上 ハイ ブリ ッ ド 最大 トル ク 180 Nm 
HYLID パワ ー ユ ニッ ト 合計 最高 出力 500 PS 以上 
TEEL 
パワ ー ユ ニッ ト 合 計 最 大 トル ク 630 Nm 以上 
[ ドラ イブ トレ イン ] 
駆動 方 式 4WD 
ギヤ ボッ クス 5 速 シ ー ケ ン シ ャ ル ・ 機 械 式 シ フト (規定 ) 
前 後 差 動 装 置 機械 式 デ フ (規定 ) 
| 明久 ペンション | 
前 後 サ スペ ンション 形式 マク ファ ー ソ ン ・ ス トラ ッ ト 


HYUNDAI ダン パー スト ロー ク 量 270 mm( 規 定 最大 値 ) 


auto sport 
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IN 


HIIaI Sh MOIIS WO Ray Tea 


Text @ 古 貨 飲 介 (Keisuke Koga) 
Photo @ 古賀 骨 介 (Keisuke Koga) プ HYUNDAI ン Red Bull 
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新 規定 車両 を 正 視 する 


略 邊 邊 200N5 ラ ウリ 昭 | 


Nal 1 


YUI 中 1 
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MM 


ョ ン デ 本 社 か ら の ゴー サイ ン が な か 
ヒ な か 出 な か っ た こと で 、i20 N・ ラ 
リー 1 の 設計 開始 は 2020 年 秋 と ライ バル 
に 大 きく 遅れ る こと に な っ た 。 ま た 、 初 期 
に デザ イン され た マシ ン の パフ ォ ー マ ンス 


は 期待 を 下 ま わり 、 当 時 チー ム 代 表 だ っ た 
アン ドレ ・ ア ダ モ は 21 年 の 春 に M ス ポー 
ツ ・ フ ォ ー ド か ら 技 術 部 門 の トッ プ だ っ た 
クリ スチ ャ ン ・ ロ ロリ オー を ヘッ ド ハ バント 』。 
そこ か ら デ ザイ ン を 全面 的 に 見 直し た こと 
も 重なり 、 開 発作 業 は 遅れ に 遅れ た 。 さ ら 
に は 、 テ スト の 重要 な 局面 で ディ エリ ー・ 
ヌー ビル が 全 損 クラ ス の 大 クラ ッシュ を 演 
デス 上 ド が スト ッ プ し 、 果 年 12 月 に は 
代表 の アダ モ が 突然 チー ム を 離れ る な ど 、 
チー ム は 幾多 の 困難 に 見 舞 わ れ た が 、 何 と 
か 開幕 戦 モ ン テ カ ル ロ ま で に 3 台 の i20 N 
・ ラ リー1 を 完成 させ た 。 し か し 、 開 発 の 
遅れ に より モン テカ ル ロ で は 信頼 性 と パフ 
ォ ー マ ンス の 両面 で ライ バル に 大 きく 劣り 、 


結果 は 惨 憐 た る も の に 。 第 2 戦 ス ウェ ー デ 
ン で は ヌー ビル が 総合 2 位 と 望 外 と も いえ 
る リザ ルト を 得 た が 、 ド ライ バー は 依然 パ 
フォ ー マ ン ス に 対す る 不満 を 隠さ な い 。 チ 
ー ム も 大 幅 な 改良 の 必要 性 を 認識 し て お り 、 
第 4 戦 ポ ルト ガル まで に 多く の ジョ ー カ ー 
(※ 部 品 の ホモ ロ ゲ ー シ ョ ン の 追加 取得 。 
回 数 制限 アリ ) を 使い 、 信 頼 性 お よび 性 能 
の 向上 を 目指 す と し て いる 。 


HYUNDAI 


圏 ペ ー ス 車両 : ヒョン デ i20 N 


新 加 入 ロ リオ ー が 設計 を 全面 的 に 見 直し 。 今後 さら な る 改良 を 予定 
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毛 ツ デカ ル 日 に お いて 、 ク ラッ ショ で ラロ ント パン パー を 拓 
っ た オリ バー・ ソ ルベル グ の マシ ン 。 ストラット タワ ー ( 通 
称 バ ケツ ) に は 太い カー ボン の シャ フト が 連結 され て お り 、 前 
方 の ラジ エタ ー サ ポー ト に つなが っ て いる よう に 見 える が 、 接 
合 部 は 金属 製 の ピロ ー ボ ー ル 的 な デザ イン で 可動 性 が ある 。 ク 
ラッ シュ の 際 の 衝撃 吸収 機能 を 担っ て いる の か も し れ な い 。 


autOSDOrt 028 
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通 供給 部 品 で ある ハイ ブリ ッ ド ユニ ッ ト に 
ン ヾ 組み 合わ され る エン ジン は 、 開 発 費 の 高騰 
を 抑え る た め 、 昨 年 7 月 か ら 5 年 間 に わ た り 開 発 
が 凍結 され た 。 ハ イブ リッ ド ユ ニッ ト に 適合 させ 
る た め の モ ディ ファ イ は 今後 も 許さ れる が 、 根 本 
的 な 設計 変更 は で き な く な る た め 、 各 マニ ュ フ ァ 
クウ ラク 0 量 Se ペク Sn ニラ シン 


ラリ ー 1 規定 で 定め られ た セー フ テ ィ セル の 採用 に よ 
り 、 す べ て の マシ ン が コ ・ ド ライ バー の シー ト を WR 
カー 時 代 よ り も 前 方 に セッ ト せ ざる を 得 な く な っ た 。 ま 
た 、 フ ロア か ら の 衝撃 や ダメ ー ジ の 影響 を 低減 すべ く 
位置 も 高め られ て お り 、 コ ・ ド ライ バー か ら は 「 非 常 


気温 が 低かっ た モン テカ ル ロ で は バン パー 開口 部 を ブラ ン キ ング ( 写 
真 は リエ ゾン 仕様 )。 ヒ ョ ン デ の エン ブレ ム が ある 部 分 は 横長 の 樹脂 
製 パ ー ツ で 覆 わ れ て お り 、 こ れ を 取り 外す と レー ザー 補助 ライ ト を 
ビル トイ ン 可 能 な デザ イン 。 バ ン パ ー 上 に ライ ト が 突出 せ ず 空力 的 
に は 有利 だ が 、 実 戦 で は 使わ れず 従来 の 薄型 レー ザー 補助 ライ ト が 
装着 され て いた 。 た だ し 、 そ の 場合 は エン ブレ ム 上 部 の エア クリ ー 
ナー に つなが る イン テー ク も 補助 ライ ト で か な り 塞 が れ て し まう 。 


"に で コタ 
で SN 
CUSNKTa BK 


に 
の し 6 7 
NG sa OTs FE ラリ ーー 

ンー = デ 


ン を 投入 、 ヒ ョ ン デ は ジョ ー カ ー を 切り 、 こ れ か 
ら の 5 年 間 を 担う 1.6 2 直列 4 気筒 直 串 ター ボ を 
7 月 の ラリ ー・ エ スト ニア で 投じ た 。 秘密 主義 を 
選 2 の 5 選 りー シンシン ン に 用 の 5082 他 
的 な 情報 は 何 も 語 られ な い が 、 ボ アメ スト ロー ク 
は 83mm x 73.8mm と 、 ス トロ ー ク は トヨ タ GR ヤリ 
2 クッ リー リリ に DU 


HIUNMH 
ML 


Nally 1 


HVMmdai Shell MIis 
Worl Rally Te 


っ て いる > UNIUE IRAIN 男 是 是 呈 


所 ーッ クティ ブ セ ン ター デフ の 廃止 

に より 駆動 氷 で ライ バル に ア 
ド バ ン テ ー ジ を 築く こと は 困難 に な 
っ た 。 そ れ で も ヒョン デ は 駆動 系 の 
開発 に 力 を 入れ 、 す で に テス トカ ー 
で 使用 し て いた ラリ ー 1 仕様 の 駆動 
to の ルレ に ウン スン 2 スシ 
ョ ン と リヤ デフ は 新た に 設計 され た 
も の に 置き 換え られ た 。 
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> 


か 


NM ーー 還 間 間 間 時 


開 口 部 が 縦 に 直列 で 並ぶ ボン ネッ ト の エ 
電 ) ァ ァ ゥ 際 ッ ト と 、 リ ヤ ホ イー ルアー 
チ の 特殊 な 形状 が i20 N・ ラ リー 1 の 空力 面 
に お ける 特徴 。、 ボ ン ネ ッ ト の エア アウ トレ ッ 
層 の 05 の (2 BIN 語 の 2 の 0 の 2 (の 
効果 より も 、 ダ ン パ ー の アッ パー マウ ント と 
ボン ネッ ト の 干渉 を 防ぐ た め の 処 置 で は な い 
か と 考え られ る 。 ま た 、 特 殊 な リヤ ホイ ー ル 
アー チ の 形状 は 、 ホ イー ル ハ ウス 内 で 発生 す 
る 乱 流 を 排出 する こ と を 目的 と し て いる 。 リ 
2 ウジ ク の Nu20 me ドリ ジョ シン 
リー 1 と 似 た 形状 で WR カー 時 代 の 流れ を 波 
Di の 請 21 ド ウ ン ク の モンド シレ 計 
プー マ ・ ラ リー 1 より も 小ぶり だ 。 


一 MEHASSIS 昌和 


ュ = 20 N・ ラ リー1 の ボディ 設計 は リヤ 
に 大 き な 特 徴 が ある 。 ラ イ バ ル の 2 台 
と 異な り 、 ハ イブ リッ ド ユ ニッ ト の 冷却 シス 
テム を リヤ バン パー に 設け ず 、 ラ ジ エ タ ー お 
よび 冷却 ファ ン が 外部 に 露出 し て いな い の だ 。 
冷却 シス テム は リヤ ハッ チ 内 部 両 サ イド の 、 
2 別 王 28 ン 89 よ の カシ クッ 王 ショ ラッ ド 汐 選 拓 
入 さ れ て いる の で は な いか と 推測 され る 。 ボ 
ディ サイ ド の エア イン テー ク か ら 取 り 込 ん だ 
村人 生生 お 、 流 路 に ある は ず 
の 電動 ファ ン に よる 強制 冷却 を 経て リヤ バン 
生生 222 ドリ 
この 、 勢 いよ く 排 出さ れ た 空気 と バン パー セ 
ンク グー に 有り うら イシ ソー ンド ハリ ク の リウ 


K.Koga 


の 排気 エネ ルギー は 、 車 体 下面 を 流れ る 空 
5 謗 ーー ソニー 
9 の OiG(N が UDG られ る 還 り 宇 の 訓 
力 フ ィ ロ ソフ ィ ー が 強く 感じ られ る 冷却 デザ 
イン だ 。 まだ た スペ アタ イヤ の 捨 載 記法 (きも 
0 ライ バル より も 搭載 位 
選択 自由 度 が 高い デザ イン と な っ て いる 。 


リヤ バン パー の 左右 に は エア アウ トレ ッ ト が 
設け られ ハイ ブリ ッ ド シス テム を 冷却 し た 風 
が 抜け 出る 。 中 央 は エキ ゾー スト パイ プ 。 直 
前 まで 片側 に オフ セッ ト し て いる が 、 セ ンタ 
ー に レイ アウ ト す る た め 出 口 直 前 で パイ プ を 
90 度 近く 曲げ け て いる 。 ダ ウン フォ ー ス の 確保 
を 最 優 先 し た レイ アウ ト だ 。 な お 、 リ ヤバ ン 
パー の 角 は 規則 で R350 と 定め られ て いる た め 
この よう な ラウ ンド し た 形状 に な っ て いる 。 


MM 「 。 
(NaOeN ヾ 
wmMO6 


リヤ バン パー を 外す と 、 リ ヤ ハ ッ チ 内 か ら つ な が る ケブラー 製 シ ュ ラ ウド の 形状 が 一 目 瞭 然 。 バ 
ン パ ー 部 に ラジ エタ ー お よび ファ ン が な い の は 、 重 量 バ ラン ス 面 で は 有利 だ が 、 気 温 の 高い ラリ 
ー で は ハッ チ 内 に 熱 が こも る の で は な いか と 指摘 する 外部 の 声 も ある 。 


独創 的 な ハイ ブリ ッ ド ユニ ッ ト 冷 軒 
則 守 ザイ ジン に より 、 ラ ジン エメ ター おお 重 
よび クー リン グフ ァ ン は 外側 か ら 
見 えな い 。 サ イド ウイ ンド ウ 後 方 
に 設け られ た 潤 江 の エア イン テー 
2 衝 気 は カー ボン の ダ 
クト で 下方 に 導 か れ 、 フ ロア 近く 
に 左右 独立 し て 設置 され て いる で 
あろ う ラ ジ エ タ ー を 冷却 。 熱 気 は 
電動 ファ ン の 力 で イエ ロー の ケ ブ 
ラー 製 ダ クト を 通っ て 引き 抜か れ 
る と 考え られ る 。 自然 放熱 に 重き 
を 置か な い 非 常に 斬新 な 冷却 設計 
だ が 、 そ れ は ロリ オー が M ス ポー 
ツ ・ フ ォ ー ド 時 代 に エン ジン の 冷 
却 系 で 用 いた 手法 その も の で ある 。 
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記 ドキ - DO -HYUNDA 
請 | 2021 年 5 月 に 行なわ れ た グラ ベル テス ト で の カッ ト 。 ロ リオ ー は 加入 し て 
当 間もなく 、 ま だ 大 し た 仕事 は で き て いな い 段 階 。 こ こ か ら i20 N・ ラ リー 1 
は 大 きく 変わ っ た が 、 こ の 先 も 中 身 を さら に 進化 させ て いく こと だ ろう 。 
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ぴ 潜 生 潤 二 


三 杜 一 キー ニー ニ い JI SN 人 
中 グ 苔 ら ー 叶 ご ロ 


ダン パー の レイ アウ ト は i20 
WRC 時 代 と フィ ロ ソ フィ ー が 


2 大 きく 変わ り 、 か な り の 傾斜 
こけ EYE ニュ シン 3 で ーー 配置 に 。 以 前 は 前 後 と も ハブ 


ーーー 上 ュー - セン ター (アク スル ライ ン ) 

の 真 上 に スト ラッ ト が 接続 す 
る アッ プラ イト 構造 だ っ た が 、 
ラリ ー 1 と な っ て 大 きく 前 後 
方 向 に オフ セッ ト 。 ダ シバ パー 
エン ド は ハブ セン ター の 下 側 
に 位置 する 。 ト ヨタ GR ヤリ 
ス ・ ラ リー 1 の 対極 に ある サ 
ズ スペ ツ シ ョ ン デ ザイ ン だ 。 


さ 


SUSPENSIMN 


スペ ンション は 、 前 後 の ダ ン パ ー が 大 きく 

傾斜 配置 され て いる の ガ が ガ 特徴 。 先 代 の i20 
クー ペ べ WRC で は 前 後 と も 垂直 に 近い ダン パー 配 
置 で 、 ダ ン パ ー の 下端 部 は ハブ セン ター に 近い 位 
り 還 2227( ま 2 ルレ U2U0 NN リリ 雪 リッ リン 
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後 と な る 大 き な 改 
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トヨ タ ・ カ ロー ラ WRC 


1997 
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変身 そん な こと を 


し た WR カ ー 規 定 だ っ た が 、 本 領 は その 程度 の も の で 


の 欧州 用 3 ドア ボディ の カロ ー ラ が 


感 


う 


ュー 


れ ぞ 大 衆 車 ]」 と い 


2 9 ターボ +4WD の 超 辻 級 ラリ ー カ ー! 


可能 ! 


は な か っ た わけ で ある 。 


り ホ ホーヤ エー ルレ へ NN で ロ ヘ トマ ー 
9 電 QQS っ Jp で で KO” NNG ロ ユ 
ドー ゼ N ペ ポー テロ くく へ ヘ テ て " 
NN ポ ー ド に K 世 の 受 と ヒ 〇 の om の Q 丁 守 G 
共 給 公 で 詳 計 " 氏 R を 幅 咽 居 人 べ 羽 0 で 
り 起 壮 や つや む じ レン” 系 ヘミ ー@ 
K く て ロ ー ふ 選 本 理 征 下 舞 堂 で お 
くく へ へ へ 人 ト ま で へ 瓦 提 骨 "回 6 壮 
YG ト Si トト ロリ いう し ゼ ^ JJG 届 G 拭 
を 油 紅 ーー 計 コン 刻 到 SNG 李 
導 章 回 人 る W は | 羽 ド 」 の 四 で 7 

陣 財 受 K モ ー 和 ・ ト ポー テレ は ト 必 日 
R さ 人 ト で さ ふ ペー 玖 区 記 KO いや KK・ 
ヾ こさ ト さ 人 K せ ロスト ドーG 記 に 相 し S 
te_ 0Q で 1 NGF ド に 加 っ うじ っ SS" 
て 還 &G 届 心中 ミト で こさ ふ ペ ー つ 
レベ K 有 と の を の レヒ に K・I ト ペー 
ご 6 王 貴 間 時 づつ 刀 テ ゴ ・ NRS 必 羽 ー 
SNQ” つじ し” ロ ユ ドー 思 下 で ” 苦 
先 さ トー てく て ホー 回 SS 壮 際 じ り 呈 へ 
人 トー 選 乙 さ ー ロ 6 怠 悪玉 ーー" 
い " 臨 和 HGIN ユ ー コ セル へ ヘ ぜ で 
レロ スドー ふ ミ ー ト ローh0pG し 交 " 
堅 据 KK く ミ さ @ 台 剤 相 C し っ う 刀 トロ 
IN へ し 0 人 SG GO" 

e 功 で 玉 で 貞 且 と ドー6 上 並 ゼ 
0H1610H6S 枢 四 公 編 Y0 で で NW で 選 職 声 
に 足 史 つ 銘 施 K 了 て 間 宣 rme っ う 條 " 
ilHN ト 中 Ii トー リレー で G 癌 誠 
納 尺 品 マ の 札 っ や” | 此 せら ペー ドー 
G 且 と ドー 尺 瞳 玖 迫 0 尋 り うり 交 所 で 
3 NG 率 ロ の ペー ドー つ 愉 飲 で じ 
っ S 公 ひ り りり せる つ 飯 5 し StG 公 7 
NN で し め 持 和 を 公司 時 更 で 刀 ))) せ 
玩 ” 完 王 裕 際 玖 D し p 有 と ドー ゼ 


且 と の G 上 昭 取り 飽 Ne 舞 介 枯 の っ trn" 
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の 


307WRC は 、 プ ジョ ー が チャ ン ピ オ ンマ シン 206WRC に 続い て 送り 出し た マシ ン だ 。 使 われ て いる 都 品 の 大 半 が 競技 専用 品 で ある と ころ は 、 7 
WR カ ー も 最新 の ラリ ー1 カ ー も 変わ りな い 。 大 きく 違う の は 、WR カ ー は ペー ス 車 両 の 寸法 に 厳格 に 準拠 し て いた と いう と ころ 。 2 の の 3 
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車両 設 


/ 
の 了 う ー カ ー10 選 


on @ 宙 貨 克 介 (Keisuke Koga) ノ 久 井 清和 (KiyOkazu Imai) 


19@ SUBAHUZPEUGEOT ン TOYOTA ン SANF-EI . 


スバ ル ・ イ ンプ レッ サ WRC'97-'99 


3 タク ループ A イ : ンプ レッ WWR カ ー 化 


し 
回 間 粒 閥 ツー ペク イミ ング 

で 登場 し た WR カー は 2 車種 。 ひ と つ は 
茹 スコ ヨー トド WRC、 そ し て も う ひ と 
つが スバ ル ・ イ ンプ レッ サ WRC で ある 。 

回 間 本 906. モ と 2 年 連続 で マ 三 ュ フ ァ ク カカ ラ 
ー ズ タイ トル を 奪っ た スパ バル は 、 2 2 ターボ オ 
4WD の 量産 車 を 展開 し て いた 希少 な 自動 車 メ 
明 597ssa 語 それ で も 器 住 が WR カ ーー 規定 の 
採用 を 決め た の は 、 グ ルー プ A 規 定 で は 手 に 入 
れ ら れ な い 技 術 的 な 自由 度 を 使っ て グル ー プ A 


ンー た UIMPREAWRE9799 


アレ リリ om を カ 
バー する こと が 主 目的 。 
イン プレ ッ サ WRC は 、 
サス ペン ショ ン の 取り 付 
け 点 や ホイ ー ル ベー ス 、 
. エ ンジ ン ベ イ 内 の 熱 交換 
ー 器 ほ か の 配置 や 吸 排気 マ 
ニ ホ ー ル ド の デザ イン と 
いっ た と ころ を 変更 し 、 
グル ー プ A カ ー を WR カ 
ー と し て 仕立 て 直し た “自然 主義 派 " の 作り と 
2 ポーー で の の っ 
スバ ル の ラリ ー カ ー 開 発 は 、 車 体側 は イ ギ リ 


ス の プロ ドラ イブ 、 エ ンジ ン 側 は 日 本 の STI が 


それ ぞ れ 担当 する 分 業 制 で 行なわ れ て いた 。 市 
販 の イン プレ ッ サ リト ナ の 2 ドア ボディ を 使っ 
た 初代 イン プレ ッ サ WRC の 車体 は 、 テ クニ カ 
ルディ レク ター の デイ ビッ ド ・ ラ ッ プ ワー ス の 
監修 の も と 、 当 時 プロ ドラ イブ に 所 属し て いた 
クリ スチ ャ ン ・ ロ リオ ー が 全体 設計 を 担当 。 前 


"技巧 派 " と 「11 
計 の ふ 


ーー アー マ < と 


ーー ニーー… 


フラ 


WR カ ー 化 に より ホイ ー ル トラ ベル を 格段 に 大 
きく 取っ た も の 2 の OS 今 証 時 義昌 2 ま ク ルル 
ga A 時 代 ど 同 ゼ 水平 \ 向 4 気筒 の EJ20 ター 
ボ だ が 、 _ WR カ ー 化 に より 搭載 位置 を 変え て 出 
力 軸 が プ 日 ペ ラシャ フト に こま っ すぐ に 連なる も 
の と され た ポッ クス は グル ー プ 人 時 カン 
ィ の 時 代 か ら 使っ て きた ヒュ ー ラ ンド 製 を ベー 
ス に プロ ドラ イブ が 改良 し た 機械 式 の 6 速 マ ニ 
アル 弥 これ を 油圧 作動 化 さ せ た パ ドル シフ ト 
式 の 電子 制御 ギヤ ボッ クス が 98 年 11 月 より 登 
0 あじ た 38 

この 初代 イン プレ ッ サ WRC は 細部 の 改良 を 
EGRO ら 24000 計 2 過 諾 SG ウー クン ルール 
て WRC 計 43 戦 に 出場 。 コ リン ・ マ クレ ー や リ 
チャ ー ド ・ バ ー ン ズ ら の 手 に より 計 17 勝 を マ 
ー ク し 、 マ ニュ ファ クチ ャ ラー 選手 権 を 97 年 も 
制 し て スバ ル の 3 連 軸 を 実現 させ 、 WRC に お け 
る 青い スバ パル の 人 気 を 決定 的 な も の と し た 。( 今 ) 
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ント ウ カン 
ン は 、 得 騰 載 プ A 時 代 と 変わ りな い が 、 


0700 
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トヨ タ ・ カ ロー ラ WRC 


コン バク ト さ ゆえ の 困難 を 乗り 越え 


メイ クス タイ トル 獲得 


ワー クス 参戦 期間 


1997 年 8 月 一 1999 年 11 月 


人 ・1999 年 マニ ュ フ ァ ク チャ ラー ズ タ イ トル 獲得 


0 ラ に 強力 な 2 9 エン ジ 


ン を 積ん だ ラ 
貞 語 2 の か っ て の し 


| ] 月 間 = 剛 


れれ が 、 
語 用 スラ リー 部 隊 で ある ト 
語 み こう 


WM ドカ ー 時 代 の 初期 に この 規定 が 持っ 日 由 

度 を 強く 印象 づけ た マシ ン で ある 。 カ ロ 
ー ラ WRC より さら に コン パク ト な この 
206WRC の 車体 は 、 前 後 バ ン パ ー を 大 柄 な も 

の に する こと で 当時 の 最小 車体 全長 4 m を よう 
や く ク リア で きた と いう レベ ル 。 そ の 小さ な ボ 
ディ に 、 ス ー パ ー ツ ー リ ング の 405Mi16 に 搭 
載 さ れ て いた も の を ター ボ 化 し た XU9J4 エ ンジ 
ン を 、WR カ ー 規 定 に よっ て 許さ れ た 後 傾 25 度 
に する こと で か ろう じ て 収 め た 。 

も ちろ ん エン ジン は 横 置 き で あり 、 通 常 で あ 
れ ば 横 置き の ギヤ ボッ クス が 組み 合わ され る と 
ころ だ が 、 プ ジョ ー は 206WRC に X ト ラッ ク 
製 の 縦 置き タイ プ を 使っ た 。 当 時 の 新 機軸 で あ 
っ た が 、 狭 い エ ンジ ン ベ イ に ギヤ ボッ クス まで 
収め る スペ ー ス が な いこ と か ら そ れ を エン ジン 
の 後ろ へ 追い 出す た め に 採ら れ た 苦肉の策 で あ 
っ た の が 本 当 の と ころ 。 こ の 縦 置き ギヤ ボッ ク 

に は 、 出 力 を 90 度 曲げ ける と ころ に 由来 する 
負荷 の た め の ト ラブ ル が 当初 は 相次い だ 。 そ れ 
を クリ ア し た の が 電子 制御 シフ ト 化 で 、 デ ビュ 
ー か らち ょ うど 1 年 後に その シス テム が 実戦 投 
和信 され た 。 

な お 、 本 誌 が この 206WRC を “技巧 派 " と し 
た の は 、WR カ ー と し て の 複雑 な 機構 を 全長 4 
m 未 満 の 車体 に 収め る た め に 使わ れ た テク ニッ 
ク に 拠る 。 前 後 マ クタ ファ ー ソ ン ・ ス トラ ッ ト の 
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ジョ ー・ 


上 も ホイ ー ル ベー ス が 短かっ た カロ ー ラ WRC は 、 


ント w セン スー 昌 


ラ WRC で あっ た 。 ベ ー ス 車 は 日 本 
で は 発売 され な か っ た 3 ドア モデ ル 子 制御 の 衣 ク テ 3 ン 
で 、 も ちろ ん FF。 そ の ヨコ 2 


な 車体 に 、 グ ルー プ A セ リカ GT- 

FOUR で 鍛え て きた 3S-GT エ ンジ ン 靖 講 カ WRC の 美 点 2 可 必 
と 4WD シス テム を 押し 込ん だ 。 グ さき さ で 間 待 司 99 年 ほ カ 2 リン 
ラン ド デ ザ イン を 描い た の は 、 グ ル 凍 

ー プ A の ST185 セ リカ な ど を 成功 
させ て きた ミシェル 5 ンタ 生還 
た が 、 こ の カロ ー ラ WRC が 97 年 8 
に 実戦 デビ ュー する ころ に は 彼 は TTE を 離れ 
スポ ー ル へ 移籍 し て いる 。 
同時 代 の 並み 居る ライ バル 車両 より 10cm 以 


パッ ケー ジン グ に お ける 自由 度 が 必然 的 に 小 


琉 WVUR カ ー 規 定 を 生か し て シリ ンダ ー 
+ て 搭載 し て も 依然 と し て フロ ント ー プ を は じ め と 


分 で あっ た こと な どか ら 、 
傾向 が 強かっ た 。 そ こ で ん だ 。 1 
デフ を 持た せ ず リ II 
間 是 直し た クラ ウッ 
軸 へ の 駆動 力 配分 を 
語 2 レ ー ブ A セ リカ 
の 4WD シ ステ ム を 


ー ム 機 の 操作 レバ パー の 
開き ら め 、99 年 は フロ 


ョ イス ティ ッ ク ] と 呼ば れ た 


ゃ - 生 う 
まい 。 N 1 n。 

3 > ム の 

) た 、 2 ee - パ 、 発 
上 ン Re 1 

ェ デ "rs * ro | 
と OS 3 ^ っ 
HEH 206 W mb [ 
ァ m/ ーー 


プジョー 206 WRC タン ムク 


人 的 に は "和希" で で あっ 
2000 征 代 序 稲 の 穫 者 


サス ペン ショ ン デ ザイ ン は むし 
ろ “自然 主義 派 " で 、 奇 を て ら 
うと ころ は な い 。 こ うし た 車体 
開発 を 指揮 し た の は 、 ト ヨタ か 
ら プ ジョ ー・ ス ポー ル に 移籍 し ワー クス 参戦 期間 
た ミシェル ・ ナ ジダン で 、 彼 の 
も と 、 後 に フォ ルク スワ ー ゲ ン 

・ ボ ポロ R WRC な ど を 手がけ る 

現 ウ イリ アム ズ F1 の フラ ン ソ ワ ・ ク サビ エ ・ 
ドゥ メゾ ン や 、 ミ ツ ビ シ ・ ラ ン サ ーWRC な ど 
を 作っ た マリ オ ・ フ ォ ル ナリ ス な ど が 実務 に 
あたっ た 。 


1999 年 5 月 -2003 003 和 


・2000、 2001、 2002 を 生計 
・2000、 2002 年 ドラ イ バ ー ズ タイ トル 獲 大 
(と も に マー カス ・ グ ロン ホル か 紳 
Ii 、 
ズ は 2002 年 まで 3 連 謀 し 。 ド ライ バー 選手 権 
で も グロ ン ホ ルム が 2002 年 に 2 度目 の タイ 央 


を 手中 に 。206WRC は 足 か け 5 シ ニ ズ ン に わ 。 > す 
た っ て ワー クス カー と し て 走り 、WRC に 

ワー クス 仕様 の 206WRC の デフ は トリ プル 戦 に 出場 し て 24 勝 を マー ク 。 フ プジョー に 

アク ティ イブ 仕様 が 基本 で 、 プ ジョ ー・ ス ポー で て は クル ョ RF き 昌 SN 和 委 し 
ル は 電子 制御 技術 の 開発 に 英 大 な 資金 を 投入 。 来 の で ー 成 功 車 DS 本 、 
し て いた 。 そ の お か げ か 、206WRC は カロ ー SS DP が We さい Ne 
ラ WRC よ り シ ョ ー ト ホイ ー ル ベー ス で あり な | 還 詞 議 ま ーー ン ン EN 和 NN 


が ら も トリ ジン 請 計 MG Do ン 
現さ せ 、 サ ファ リ を 除 @ あ ら 
ラリ ー で 勝ち まく っ た 


に よる ドラ イ バ 記 主 ' 
マニ ュ ラ ファ ァ ク チャ ラン 8 縮 。 内 
ー ズ の ダブ ル タ イ 人 
トル を 獲得 。 マ ニ 


4 ルプ 
25A NNN 35 EURODATACAR 
6 ミ = 


SUBMRU IMPRE7A 症 


スバ ル ・ イ ンプ レッ サ WRC2000 


従来 型 の 皮 を 被っ た 
次 世代 モデ ル の 先行 


ワー クス 参戦 期間 


T 開 発車 


2000 年 3 月 一 同年 11 月 


主 な 』 .2000 年 ドラ イ バ ー ラ ン キ ング 2 位 ( リ チャ ー ド ・ パンズ グン ソ イー 
成績 の クル 


の 06WRC が 限ら れ た スペ ー ス の や り 繰 り 
に WR カ ー 規 定 の 自由 度 を 使っ た 好例 で 
ある の に 対し て 、 イ ンプ レッ サ WRC2000 は 規 
定 の 自由 度 を パフ ォ ー マ ンス の 向上 に 活か し た 
例 と し て 真っ 先 に 挙げ られ る も の だ 。 
開発 を 手がけ た プロ ドラ イブ で は IS6I 由 と 
いう コー ド と きれ た 者 表 ( ぐ GIIM2000OI 還 Rf 
ッ ク ネ ー ム を 与え られ て いた この マシ ン は 
99 年 モデ ル ま で の 初代 イン プレ ッ サ WRC と 同 
愉 下 シン ジン と 同じ ドラ イン トレ イン を や は ゆ 同 
の 2 SUR カー 
規定 を 使い こなし た 成果 と し て 、 サ スペ ン シ ョ 
ン の 取り 付け 点 の 見 直し や さま ざま な 重量 物 の 
設計 変更 ・ 配 置 変更 等 に よっ て 低 重 心 化 と 重量 
配分 の 最適 化 を 図り 、 ロ ー ド ホー ルディ ング 性 


の よう な 縦 置き で は な く コ ン ベ ペン ショ ナル な 横 
置き の も の を 組み 合わ せ て いる 。 サ プラ イヤ ー 
1 は NN ジョ クー グ 07 

この クサ ラ WRC の テク ニカ ルディ レク ター 


は ジャ ン ・ ク ロー ド ・ ボ ー カ ー ル 。 90 年 代 前 
半 の パリ ダ カ を 貴 員 し た ZX ラ リー レイ ド も 手 
が けた 男 だ 。 ク サラ の 場合 、 そ の 車体 は 206 よ 
り ひ と まわ り 大 柄 で スペ ー ス に 余裕 が ある こと 


- 能 、 ひ いて は トラ ン 


人 
きき ば, 


コ 
に 。 ま ご 


1 間 記 「 ラン 


ギ / 
本 ーー、 
# | し ト 
アア 3 し レシ 
no 2 


せ た モ デル で あっ 

パッ と 見 で は 
分 け に く いと の 誠 の 3 の チー ー フ デザ イナ ー は 科 
来 型 に 続い て クリ スチ ャ ン ・ ロ リオ ー。 グ ルー 
ウン イ ンプ レッ サ を WER 訪 三 化 さや 2 この ま 
で で あっ た 従来 型 で や り 切 れ て いな か っ た 領域 
に この イン プレ ッ サ WRC2000 で は 存 分 に 手 を 
下 し 、WR カ ー 規 定 の 潜在 的 な 可能 性 の 広 さ を 
示し て みせ た の だ っ た 。 

の Neo 二 eX の り 5 sg 昨 り まつ が さき 條 で 
あっ た 。 デ ビュ ー 当 時 で 発売 直前 で あっ た 2 代 
目 イ ンプ レッ サ を ベー ス に し た WR カ ー を 明 く 
る 2001 年 の 1 月 に は 登場 させ る こと が 当初 か 
決ま っ て いた た め だ 。 そ の 新型 マシ ン に 使う 


ーー ゲ 


直 7 く 7 ブ 5 邊 
が 技術 仕様 を 無理 な く 成立 き せる こ と PT “ 目 
然 主 義 派 " で ある と ころ も 大 い ! 
同 縛 の el の ウ WRC の ザ サス ペン ン ョ ン に 
も 見 て 取れ 、 デ ザイ ン と し て は オー ソ ド ッ クス 
だ が 、 グ ラベ ル に お いて も ター マッ ク に お いて 
も 的 確 に 路面 を 捉え 続け る 足 ま わり を 実現 させ 
で いた 。 


設計 に 余裕 が ある パフ ォ ー マ ンス の 高い マシ 


こ 影 響 し て いる 。 


て 自然 放出 され る も の デ 
で あっ た な か 、 ダ 


の 穴 か ら 負 古 で 引き 抜 上 
く デ ザイ ン に 先 黄 を つ 
けた の が イン 2 用 商 
WRC2000 で あっ た 。 


車体 技術 を 従来 型 ボ ディ で 先行 的 に 実戦 で 走ら 
せ た も の が WRC2000 で ある 。 ワ ー ク スカ ー と 
し て の キャ リア が 8 カ月 と いう 短 さ に な る こと 
が 端 か ら 宿 命 づ けら れ て いた 同 車 は 、WRC に 
出場 し た 11 戦 の うち 3 戦 に お いて リチャード 
・ バ ー ン ズ の 手 に より 勝利 を も ぎ 取 っ た 。 ( 今 ) 


記憶 に 残る ウー ルド ラリ ー メ ー10 選 


ン 尽 、 才 能 あ ふれ る 若手 セバス チャ ン ・ ロ ー ブ 
還 粒 詳 | ゲー と に より 、 ク サフ WRC は 206 
WRC と 入れ 替わる よう な 格好 で 常勝 マシ ン と 
中 W5a て し て 、 基 本 設計 を 変え る こと な く 
呈 是 U い っ ぱい まで ワー クス カー と し て 走り 
PTMGWEN 
で で 、06 年 は サテ ライ トチ ー ム に ワー クス カ 
ー を 供給 する か た ち が 取 られ た )、WRC に 出場 


し た 計 58 戦 の 半数 を ゆう に 超え る 32 戦 で 優勝 。 


ロー ブ + シ トロ エン に よる 9 年 連続 WRC チャ 
ン ピ オ ン の 、 最 初 の 3 年 に お ける 栄光 を も た ら 
し た 。( 今 ) 


auto sport 


0 


ォ ー カ ス RS WRC03 は 、2001 年 に プロ 
ノ ドラ イブ か ら M ス ポー ツ ・ フ ォ ー ド に 移 
籍 し た クリ スチ ャ ン ・ ロ リオ ー が 先 に イン プレ 
ッ サ WRC2000 で 見 せ た 手 法 を さら に 進化 させ 
て 作り 上 げ 、『WR カ ー 規 定 を 使い こなせ ば こ 
こま で で きる 』 と 示し た マシ ン だ 。 
マツ ダ ・ ラ リー チー ム ・ ヨ ー ロ ッ パ の メカ ニ 
ッ ク 出 身 で 現在 は ハー ス F1 の チー ム 代 表 を 務 
め る グン ター・ ス タイ ナー が テク ニカ ルディ レ 
クタ ー と し て まとめ た の が 第 一 世代 の フォ ー カ 
ス WRC で ある 。 そ れ と 同じ 初代 フォ ー カ ス の 
3 ドア ボディ や コス ワー ス が チュ ー ニ ング を 担 


技 ITH 派 | 


FORD FEUS RS WRC03-04 


フォ ー ド ・ フ ォ ー カ ス RS WRC03-04 クン クン クン クン ング 


WR カ ー 規 定 の 可能 性 を 示し た 
の ちの WR カ ー の 技術 的 基準 車 


ワー クス 参戦 期間 


2003 年 4 月 一 2005 年 10 月 


成績 
ーー 」 


VN で ww 


K.Koga 
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シト ロエン ・ ク サラ WRC ンジ ン ムン ジン ジン ジン ジン ジン ジン シン ンジ ンジ ンジ 《 ン セン ンク ジン ジン ン ンジ ンク ンジ ンジ ン 販 勿 ツ クジ ンジ ンク ンク ジンク ン ンジ ンジ ンジ ン 《 ン 勿 ク タク 


ワー クス 参戦 期間 2001 年 3 月 一 2005 年 12 月 


一 | ・2003、2004、2005 年 マニ ュ フ ァ ク チャ ラー ズ タ イ トル 拓 得 
主 な 』 .2004、2005、 2006 年 ドラ イ バ ー ズ タイ トル 獲得 
成績 ( 


いずれ も セバス チャ ン ・ ロ ー ブ ) 


同 じ PSA グ ルー プ ( 現 ス テラ ン テ ィ ス ) に 
属す る 自動 車 メ ー カ ー で は あっ て も 、 シ 
トロ エン は プジョー に 対し て 、 特 に モー ター ス 
ポー ツ に お いて は ずっ と 対抗 意識 を 強く 持っ て 
き て いた 。90 年 代 に 入っ て か ら は 同じ カテ ゴ 
リー で バッ ティ ング する こと な く や っ て き て い 
た が 、 プ ジョ ー・ ス ポー ル が 206WRC の 開発 


043 autosport 


な 」 要 を 
:2004 謗 プイ パー ラン キジ グ 3 位 ( マ 語 軸 2 テイ 2) 
間 me < = 


当 し た 鋳鉄 プロ ッ ク の ゼ テ ッ ク エ ンジ ン 、 そ し 
て X ト ラッ ク 製 縦 置き ギヤ ボッ クス を 引き 続き 
使い な が ら 、 ロ リオ ー は 第 2 世代 フォ ー カ ス 
WRC で 低 重 心 化 と マス の 集中 化 を 徹底 的 に 行 
な っ た 。 ま た 、 ボ ディ シェ ル へ の 補強 の 入れ 方 
や ロー ルケ ー ジ 形状 を 一 新 し た ほか 、 ホ イー ル 

ー チ の 内 側 の 形状 を 工夫 し て 、 車 高 を 低め な 
が ら も ホイ ー ル トラ ベル を 拡大 させ た 。 

フォ ー カ ス RS WRC03 は 空力 の 領域 で も WR 
カー の 可能 性 を 大 きく 広げ た マシ ン だ っ た 。 従 
来 モ デル で は スト リー トモ デル 程度 の 大 き さ し 
か な か っ た リヤ スポ イラ ー は 一 気 に 大 柄 な も の 
に な り 、 基 本 的 に フロ ント へ 
ビー で ある ラリ ー カ ニー に お 
て 非常 に 有効 な りや ヤ ま わり の 
ダウ ン フ ォ ー ス を 大 幅 に 増大 
きせ て い だ 請 ント SS 
ン パ 妻 形 状 台 2We パ ー バ ング 
下 の ボ トム 形状 の 工夫 に よ 
て 人 ー ス を 日 や し て 
馬 い の 。 そし て 、 ・ ク 二 ラー 類 通 
過 後 の ホッ ト エ ア を ダク ト か 
ら 負 圧 で 引き 抜く デザ イン も 


ン [ 
日 

ミト レー リ り 
い ム 本 証 時 
スペ ンション で 、 
実に 800 mm 近い 長 
さ の ダン ノニ を 与 
えた 巧妙 ー 
ン ン だ つ で 生 
一 層 強 力 な も の と され て いた 。 

イン プレ ッ サ に お ける WRC2000 の よう な 存 
在 が 、 フ ォ ー カ ス に お ける RS WRC03 で あっ た 。 
0 軒 認 月 に 克 四 昌 還 夫 義晴 マン ン は 、04 年 
こ は 一 部 の ホモ ロ ゲ ー シ ョ ン を 取り 直さ れ て 
IRS WRC04」 と な り 、05 年 の シー ズン 終盤 ま 
で 許 - ク スカ ー と し て 活動 。 マ ルコ ・ マ ル テ 
ィ ン の ドラ イブ に よっ て 計 5 勝 を 挙げ た 。 残 

念 だ っ た の は 、 市 販 の 初代 フォ ー カ ス が モデ 
で と もの 守 二 > ー ド が WRC 
全 

6 開発 を 続け られ 

k た に 0 3 補 


2000 年 代 半 ば を 和牛 耳 り 続け た "自然 主義 派 " の 代表 作 


に 取り 組ん で いた の と 同時 期 に 
実は シト ロエン ・ ス ポー ル も 
WR カ ー を ひそ か に 開発 し て い 
た 。 そ れ が 「 ク サラ T4」 と 呼 
ば れ た 車両 で ある 。 た だ し 同 車 
は 、 親 会 社 プ ジョ ー へ の 経営 的 な 配慮 か らい っ 
た ん お 蔵 入 り と な り 、 シ トロ エン は 代わ り に 前 
輪 駆動 ・2 2 自然 吸気 エン ジン 車 の クサ ラ F2 
キッ トカ ー を 作り 出し 、 ス ポッ ト 参 戦 し た 
WRC の ター マッ クイ ベン ト で は WR カ ー を 食う 
スピ ー ド を 見 せ て 暴れ 回 っ た 。 

そし て プジョー が 206WRC を デビ ュー させ 


た 1999 年 の 12 月 、 シ トロ エン は クサ ラ WR カ 
ー 計 画 の 復活 を 発表 し て 人 々 を 驚か せ た 。 ま ず 
は フラ ンス 国内 選手 権 に 送り 込ん で 熟成 を 進め 、 
WRC に は 2001 年 か ら ス ポッ ト 参 戦 し 、 フ ル 参 
戦は 03 年 か ら 。 そ うし た 気 の 長 さ を 見 せ て プ 
ジョ ー に 先 に 成功 を つか ませ る こと で 、 シ トロ 
エン へ の 圧力 を 和らげ た の だ っ た 。 

WRC 参戦 開始 と 同時 に クサ ラ T4 か ら ク サラ 
WRC に 名 を 変え た この マシ ン は 、 量 産 機 で は 
1.8 の で ある XU7PJ4 を WRC 用 に ボア メス トロ 
ー ク を 拡大 し て 2 9 化し て 使用 し た 。 搭 載 は も 
ちろ ん 横 置 きだ が 、 ギ ヤ ボ ックス は 206WRC 


ー ン サ ー エ ボリ ュー ショ ン と いう 2 96 ター 

ボ + 4WD の 量産 車 を 展開 し 続け て きた 三 
菱 自動 車 は 、 量 産 車 の 仕様 に 厳格 に 則 し た グル 
ー プ ブ A こそ ラリ ー カ ー の 本 質 で ある と 考え て いた 。 
そし て 、1997 年 か ら WRC に WR カ ー 規 定 が 導入 
され て も グル ー プ A カー で 戦い 続け た ミツ ビシ が 、 
97 、98、99 年 と ドラ イ バ ー 選 手 権 を トミ ・ マ 
キネ ン に より 制 し 続け た 。 

だ が 、 技 術 的 な 自由 度 の 広い WR カ ー に グル 
ー プ ブ A 純 血 種 が 及ば な く な る 日 が いつ か 来る こ 
と は 人 避け よう が な か っ た 。 そ こ で ミツ ビシ は 、 
2000 年 に 発売 し た 通算 6 代目 の ラン サー の ボ デ 
ィ を 使っ た WR カ ー、 ラ ン サ ー エ ボリ ュー ショ 
ン WRC を 開発 し 、01 年 の 秋 か ら 実 戦 に 投入 。 
し か し 、 競 争 力 が 低く 、03 年 に は WRC 参戦 を 
休止 し た 。 そ し て 、 ワ ー ク スラ リー チー ム を 運 
営 し て いた イギリス の ラリ ー ア ー ト ・ ヨ ー ロ ッ 
パ を 改組 し 、 プ ジョ ー・ ス ポー ル か ら ヘ ッ ド ハ 
明 リル / ル ルル た リス を テク ニカ ル デ 
環 有 クタ ー に 据え て 新設 し た 開発 チー ム に よっ 

久 ン サー WRC04 を 
い EDUHL た 


ワー ゲン が 手がけ た 最初 で 最後 の ドウ ッ ブ アカ テ ゴ 
リー ラリ ー カ ー で あり 、1.6 2 直 叶 タ ー ボ 時 代 
の WR カ ー と し て は 4 台 目 の マシ ン に な る 。 先 
に デビ ュー し て いた WR カ ー を 微 底 的 に 観察 し 

当時 最強 だ っ た シト ロエン DS3 WRC と 、 フ ォ 
ー ド ・ フ ィ エ スタ RS WRC の 美 点 の み を 採り 入 
れ て デザ イン 。 豊 富 な 資金 力 に より 各 方 面 か ら 
優秀 な 人 材 を ドイ ツ 、 ハ ノー ファ ー の フォ ルク 
スワ ー ゲ ン ・ モ ー タ ー ス ポー ツ に 集め 、 非 常に 


計画 的 に 開発 を 進め た 。 


を 
テテ 、 ス バル を 渡り 歩い た 「FX」 
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の だ っ だ 。 そ で れ ま で ミ 
ツ ピ ビシ の ワー クス ラリ 
ー カ ー 開 発 の ほぼ すべ 
て を 担っ て きた 愛知 県 
岡崎 市 に ある 技術 セン 
ター は 、 こ の 新型 WR 
カー で は エン ジン の 中 
身 の み の 担当 に と ど ま 
つ だ 。 

や は り 6 代目 ラン サ 
ー の ボディ を 使い な が ら と 従来 モデ チル の ラン サー 
エボ リュ ーション WRC と は パッ ケー ジン グ を 大 
きく 変え て 別物 と され た ラン サーWRC04 だ が 、 
開発 を 指揮 し た フォ ルナ リス は 、 岡 崎 で 作ら れ 
た 従来 モデ ル の 車体 に は 充分 な ポテ ン シ ャ ル が 
あり 、 そ れ を 熟成 させ る リソー ス が な か っ た こ 
と こそ 問題 だ っ た の だ と 判断 し た 。 そ こ で 車体 
に 関し て は 、 従 来 モ デル の 良 点 を 踏襲 。 そ の う 
え で 、 前 後 マ ク フ ァ ー ソ ン ・ ス トラ ッ ト の サス 
ペン ショ ン は 前 後 で スト ラッ ト を 共用 で きる も 
の と し な が ら 、 デ ザイ ン そ の も の は プジョー 譲 
の 素直 な も の と し て 設計 し た 。 
墓 ーー プ A ラ ン サ ー か ら 
亡 大 継 Q4G63 だ っ た が 、 エ ンジ ン は すべ て 岡 
た 従来 と は 違い 、 タ ー ボ や 制御 
ルカ リス が 指揮 する イギリス 側 
凍 剰 れれ た 。 その 直列 4 気筒 は 、 従 
アン サー エボ リュ ーション WRC 
修 然 と し て まっ すぐ に 据え 付け ら 
だ た が 、 ラ ン サ ーWRC04 で は 20 
儀 個 さ ぜ て の 搭載 と され た 。 

そ | KRK ラ ン サ ー エ ボリ ュー ショ 


ワー クス 参戦 期間 


開発 の キー マン は 、 プ ジョ 


馬 29 ラ ンス 人 エン ジニ ア の 
太 細 に クサ ビエ ・ ド ゥ 
メゾ ン 。 初期 の 開発 ドラ イ バ 
ー は カル ロス ・ サ イン ツ が 務 
め 、 世 界 中 の 道 で テス ト を 行 
ss ニタ を 収集 し た 。 そ し 

て 最終 的 に は 、 シ トロ エン を 離れ た セバス チャ 
ン ・ オ ジ エ を 招き 、 彼 の ドラ イ ビ ン グ に 最適 化 
し た サス ペン ショ ンジ オメ トリ ー を 決定 。 そ の 
た め 、 ポ ロ R WRC は オジ エ 専 用 マシ ン 的 な 色 
合い が 強い も の と な り 、 後 か ら 加 入 し た ヤリ - 


マテ ィ ・ ラ トバ ラ は 、 自 分 好み の ハン ドリ ング 


に 仕上 げ る こと が な か な か で きず 、 苦 戦 を 強い 
られ た 。 

保守 的 な 設計 思想 で 手堅く 仕上 げ ら れ た ポロ 
R WRC は 、 パ フォ ー マ ン ス だ け で な く 信 頼 性 
も 高く 、 初 年 度 に 10 勝 、 2 年 目 に 12 勝 し 、 オ 
ジ エ と チー ム は 2 年 連続 で 王座 を 獲得 。2015 
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UULKSWIEEN PLUN WU 


フォ ルク スワ ー ゲ ン ・ ポ ロ R WRC クン ン ンジ ン ン ン ン ンジ ン ン ンク シン ンク クシ ンク クン クシ ク ク ク クタ 多 


オジ エ 専 用 車 状態 か ら 調整 幅 を 広げ て いき 
2010 年 代 中 盤 を 席巻 


ワー クス 参戦 期間 


MITSUBISHHLANDER WELU4-05 


ミツ ビシ ・ ラ ン サ ーWRC04-05 タン クン ンジ ンジ ン ン ン ン シン ンク ンク シン ンク シク ンク クシ クン クン 


尻 上 が り に 性 能 を 上 げた 
ミツ ビシ 最後 の トッ プ カ テ ゴリ ー 車 


2004 年 1 月 一 2005 年 11 月 


・2005 年 ドラ イ バ ー ラ ン キ ング 7 位 ( ハ リ ・ ロ バン ペラ ) 


ン WRC ま で の 時 代 と 決定 的 に 異な っ た の が 駆動 
系 で あっ た 。 電磁 クラ ッ チ を 用 いる こと で 作動 
スピ ー ド が 油圧 作動 の 機械 式 デ フ よ り 圧 倒 的 に 


速かっ た フロ ント の アク ティ ブ デ フ が グル ー プ 


A ラ ン サ ー の 切り 札 だ っ た が 、 機 械 式 デ フ が 性 
能 を 上 げ て きた こと で 技術 的 な アド バン テー ジ 
が な く な っ て いた 。 そ こ で フォ ルナ リス は 、 ラ 
ン サ ーWRC04 で は フロ ント 、 セ ンタ ー、 リ マヤ 
の すべ て の デフ に 機械 式 を 採用 。 熟成 が 進ん だ 
と ころ で それ ら を 電子 制御 化し て いっ た 。 
複雑 な 事情 か ら 産 み 落 と され た ラン サー 
WRC04 は 、 な か な か フロ ント ラン ナー に は な 
れ な か っ た 。05 年 に は 改良 型 WRC05 が 投入 さ 
れ た が 、 こ の 年 ミツ ビシ は タイ ヤ を ピレリ に ス 
イッ チ し 、 同 時 に ミシュ ラン が 性 能 を 格段 に 向 
上 させ た 新型 グラ ベル タイ ヤ を 投じ て きた と い 
う 不 運 も 重なっ た 。 し か し 、WRC05 は 尻 上 が 
り に パフ ォ ー マ ンス を 上 げ て いき 、 第 15 戦 カタ 


ルニア で は ジジ ・ ガ リ が トッ プ タ イ ム を マー ク 。 


ワー クス カー と し て 最後 の 出番 と な っ た 最終 戦 
オー スト ラリ ア で は ハリ ・ ロ バン ペラ が 2 位 表 
彰 台 を も ぎ 取 っ た 。( 今 ) 


2013 年 1 月 一 2016 年 11 月 


・2013、 2014、 2015、 2016 年 マニ ュ フ ァ ク チャ ラー ズ タ イ トル 獲得 
・2013、 2014、 2015、 2016 年 ドラ イ バ ー ズ タイ トル 獲得 
(いずれ も セバス チャ ン ・ オ ジ エ ) 


年 に は 、 エ アロ ダイ ナミ クス 、 ロ ー ル ケー ジ 、 
エン ジン な ど 、 ク ル マ 全 体 の 75 % を 再 設計 し 
た 「 バ ー ジ ョ ン 2.2 」 と 呼ば れる 第 2 世代 モデ 
ル を 投入 し た 。 新 し い エ アロ に よっ て 空力 バラ 
ンス が 前 寄り に な り 、 数 少な い 弱 点 の ひと つ だ 
っ た アン ダー ステ ア が 解消 され て ハン ドリ ング 
が 大 きく 向上 。 ま た 、 ラ トバ ラ が 求め る セッ テ 
ィング に も 合わ せら れる よう に 調整 幅 も 広げ ら 
れ た 。 そ の 結果 、 ポ ロ R WRC は さら に 強 さ を 
増し 、 最 終 年 の 16 年 まで に 通算 43 勝 を 記録 。 
オジ エ と フォ ルク スワ ー ゲ ン を 4 年 連続 王者 に 
導き 、 そ し て WRC の 表 舞 台 を 去っ た 。( 古 ) 


auto sport 


044 


技 IT7I 派 』 


「UNI FUbUS 5 WUU5-09 


フォ ー ド ・ フ ォ ー カ ス RS WRC06-09 多 多 


っ た の は 確か 
が っ た が 、 


に 低 重 心 化 に つ な 
オー バー ハン グ に あ 


る こと に は や は り 好 まし く な い 
ロリ オー の 奇才 極まっ た 影響 も あっ た よう だ 。 
第 3 世代 フォ ー カ ス WRC 足 ま わり に つい て も 意欲 的 だ 
っ た 。 リ ヤ サ ス ペン ショ ン は 、 
ワー クス 参戦 期間 2005 年 11 月 一 2010 年 11 月 先 の RS WRC03 と 同様 の セ 5 


トレ ー リ ング 的 な デザ イン で 、 
先代 以上 の ホイ ー ル トラ ベル を 
確保 。 そ し て マク ファ ー ソ ン ・ 
スト ラッ ト の フロ ント サス ペン ショ ン に お い 
て は 、 ス トロ ー ク スピ ー ド を 下げ て ダン パー 
の 熱 ダ レ を 抑え る こと を 狙い 、 ス トラ ッ ト を 
本 格 的 に レイ ダウ ン ( 後 傾 ) させ た デザ イン 
を WR カ ー で 初め て 採用 し た 。 

エン ジン は アル ミ プ ロッ ク の 且 還 暫 語 語 還 還 


人 ・2006、 2007 年 マニ ュ フ ァ ク チャ ラー ズ タ イ トル 獲得 
先 の フォ ー カ ス RS WRC03 に お ける も の を 
ら に 押し 進め た デザ イン 手法 を 用 いて 、 

今度 は 2004 年 秋 に 発売 され た 2 代目 フォ ー カ 
ス の 車体 を 題材 に 作り 上 げ ら れ た WR カ ー が フ 
ォ ー カ ス RS WRC06 で ある 。 フ ォ ー カ ス WRC 
と し て は 第 3 世代 モデ ル に あたる も の で 、 チ ー 
フ デ ザイ ナー は これ また クリ スチ ャ ン ・ ロ リオ  。 と な り 、 チ ュー ナー は 05 年 で WRC を 撤退 因 た 
ー で あっ た 。 プジョー の WR カ ー ーー ン 2 衣 引 
ロリ オー が 掲げ た テー マ は 変わ りな く 、 低 重 " た ピ ポ ・ モ チュ ー ル 只 角 | 
心 化 や マス の 集中 化 な ど で あ る 。 前 者 に 関し て 4 エン ジン に 組み 合わ せる 率 
は 、 必 ず 1 本 は 積む こと に な る スペ アタ イヤ を 代 の よう な 縦 置 き で は が 
リヤ の オー バー ハン グ 下 部 に 格納 する と いう 、 ラ WRC や ミツ ピン 請 訴 
ラリ ー カ ー で は 前 代 未 聞 の レイ アウ ト を 採用 し 横 置き タイ プ と し た 証 る の 
て きた と ころ に 象徴 され て いる 。 リ ヤ デ フ や そ の サプライ ヤー は ラン 世 
れ を 抱え る サブ フレ ー ム の 形状 を 工夫 する こと 同じ く リ カル ド で あっ た 講 
で 実現 させ た レイ アウ ト で あっ た 。 1 本 の ラリ この フォ ー カ ス RS 請 4 
ー タ イヤ & ホ イー ル で 25kg 以 上 ある わけ で 、 WRC06 は 、05 年 シー ズ 
それ が アク スル と 同じ 高 さ に 位置 する こと に な ン の 最終 戦 で デビ ュー し 、 
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トヨ タ ・ ヤ リス WRC 


の 6 の ag2ontiita 64 イン ムル ム < バッ 44 mfo こ フン バス 


せな 
ト が 承認 され 
盟 が 完成 し た タタ 

ミン グ で 、 開 発 体制 が 突 
ェ ン ジン 開発 は 引き 続き TMG 
る も 謙 そ れ 以 外 は すべ て ドミ ・ っ 且 
る ラ ィ ララ ン ド の ファ クト リー が 担 
2 要ら に な っ た の た 。 還 " シ | 、 ま c7S 
ンジ ニ プ 共 務め て きた ミカ エル ・ ん トス 、 元 


| 画 


で WR カ ーC 
を ペー ス 車 と て 検 記 
に 


ンー 

Poos その後 ボディ 設計 に 着手 し "M ス ポー ツ ・ フ ォ ー ギ の トム - フ ウッ ラー と 

寺 と ーー シー サイ モン シー キャ リア ー ら が 中 心 と な り 、 
電 時 sss、 Pe ニキ ーー ニー ー チ / ジン 以外 の 設 証 ー ロ か ら 再 スタ ー 2 

ーー 本 デア 思ふ 、 ST ヘー > 
ー ュ > ーー 埋 im) SE WWR カ ー) 規定 は 2017 年 か ら 設計 自 
7 て 9 、 き * き に 広がり 、 よ 

デ 誤 | / 9 雪 由 度 が き ら ( コー 彼ら 【 

ー 、 『 奪 ッ - ロダ イナ ミ クス が バ 


、 選 明細 一 ま 王 


ID に uu 上 の 人 の ーー 


06 年 か ら WRC に シリ 
ー ズ 参戦 。 毎 年 マイ ナ 
ー チ ェ ン ジ を 繰り 返し 
て その 都度 ホモ ロ ゲ ー 
ショ ン が 新た に 取得 さ 
れ 、 最 終 的 に は RS 
WRC09 に まで 進化 し 


フォ ー カ ス 06 で 注目 を 集 
め た スペ アタ イヤ の 搭載 
方 法 。 リ ヤバ ン パ ペパー 部 に 
設け られ た ハッ チ を 開け 、 
アン ダー ガー ド と 一 体 の 


8 呈 。 トレ ー を 下げ て 、 水 平 搭 
EROEE 載 の スペ アタ イヤ の 取り 
終戦 まで ワー クス カー 出し と 格納 を 行なっ た 。 


と し て 使用 され 、 

WRC 計 62 戦 に 出走 し て 28 戦 で 優勝 。 特 に 06 年 
と 07 年 に は それ ぞ れ 8 勝 ず つ マ ー ク し 、 両 年 
に お ける M ス ポー ショ 24 市 の 避 還 還 暫 十 明 
チャ ラー ズ タ イ トル 獲得 人 は 生 
SS 『 本 NO 。 強 


の 鍵 を 握る と 確信 。 ダ ウン フォ ー ス を より 多く 
得る べく 、 大 型 の リヤ ディ フュ ー ザ ー を 採用 し 
た 。 ま た 、 リ ヤ フ ェ ンダ ー 後 部 に は ホイ ー ル パ が 
ウス 内 の 乱 流 を 逃がす た め の ル ー バ ー を 設け 、 
リヤ ウイ ング は 非常 に 複雑 な 形状 と する な ど 、 
随所 に 斬新 な 空 カ デザ イン を 施し た 。 ま た 、 補 
リス は ライ バル に 比べ て ボディ が 小さ いた め 、 講 
既定 値 ま で 拡 貴 し た 際 の 前 後 フェ ンダ ー は 大 き 議 
く 張 り 出 し 、 そ れ も 空 力 面 で の アド バン 豆 語 衣 
に な っ た 。TMG が 手がけ た エン ジン も デビ ュ 
ー 年 の 17 年 か ら 非 常に た パフォー マン ス が 高く 、 
総合 的 に 見 て セリ ス WRC の 戦闘 力 は WR カー 
時 代 最 後 の 5 シー ズン の 中 で 常に トッ プレ ベル 


so に と い ス る 。 
ヤリ ス WRC は 出場 2 戦 目 に ヤリ - マテ ィ ・ 
ラ ト バ ラ に より 優勝 を 飾り 、21 年 まで の 5 シ 


ー ズ ン で 26 勝 を 記録 。19 年 に オイ ッ ト ・ タ ナ 
ッ ク が 、20 年 と 21 年 に は セバス チャ ン ・ オ ジ 
エ が ヤリ ス を 駆っ て チャ ン ピ オ ン に 輝き 、 チ ー 
ム は 2 度 マ ニュ ファ クチ ャ ラー ズ タ イ トル を 獲 
得する な ど 、WRC 最 強 ・ 最 速 の マシ ン と し て 
WR カ ー 最 後 の 時 代 を 駆け 抜け た 。( 古 ) 
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トヨ タ ・ ヤ リス WRC 本 
2017 年 ノ 2021 年 了 「 2021 POW6P 
パワ ー& る トル ク カ ー ブ | 


/ 2017 PoWep 
トヨ タ か ら 提 供 を 受け た ナマ の デー 「 
タタ を ここ に 掲載 する 。 こ の 折れ 線 グ 
ラフ は ヤリ ス WRC 初 年 度 で ある 
2017 年 の エン ジン と 、 最終 年 で ある 
21 年 の 最終 戦 モ ン ツ ァ 仕 様 の エン ジ 
ング の パワ リー カー と トド トルク カ ニー ブ ぞ る ! 
並べ た も の 。 最 大 トル ク に 関し て は 生ま あお な 本 2 
20% 以 上 向上 し た と いい 、 ピ ー ク パ 
ワー も 上 が っ て いる こと が 分 か る 。 し -7HZ1 TO 症 M6 
が し 、 こ と の パワ ー& ト ルク カー プ は 
あく まで も アク セル 全開 時 で の マキ 
シマ ム で あり 、 ト ルク が ピー ク に 達 
する 5000rpm を 越え た た あたり か ら は 
この カー ブ に 乗っ て エン ジン が 力 を 
発揮 する が 、 そ れ 以 下 の 領域 で の 使 
われ 方 は に この グラ フ に は 現れ な い 。 も 
ちろ ん 、 全 開 時 に は パワ ー は あれ ば 
ある ほど タイ ム の 短縮 に つなが る が 、 
幅 の 広い 回 転 域 に お いて 使用 され る 
パー シャ ル 時 に こそ 、 ド ライ バー の 
スロ ッ ト ル 操作 に エン ジン が 応え る 
こと が で き な け れ ば 、 タ イム を 大 き 
く 失 うこ と に な る 。 


ー「 2017Tmmmme 
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それ は 車両 の 供 勢 制御 の た め に 
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ジ モ 本 延 も トト 上 京 ワ ま キ ええ サジ が ル 2 上 4 NNS 
ン デ 来 し 長 な の だ | た ゾ で の ン 当 1 プ ーー OO XNSS 
の ル 使 か と さ 開 つっ ス ` | フイ の て ブフ | 」 清 Sa SN 
捨 の 用 し いれ 口 た を フス ロン 上 真 ら A 初 | cp' 
載 フ す えた 部 熱 W オト ンタ 上 れ 時 期 ル 
を アァ る そる が を 間 R | マト | に た 代 の ド 
特 ミ この 改 ` 拡 題 カ ドニ に ク 配 "の エラ 
例 リ と 後 造 そ 大 を | は ホ 移 | 置 ス 縛 ン リ 
と | が に レ れ 解 化 エ | 設 ラ レバ リ ジ Il 
し に で 堂 べ で た だ た 決 ず すえ ル "| て で て ル を シカ 
て 設 き 場 ル も "する コ ド 不 を い は 和解 開 | 
認定 な し に グ タ る に | を 等 大 た そく 発 有 
め の い た あ ル | た あ ト 等 長 型 イ れ こ は W 
さ な ` マ つっ | ボ め た R 長 だ 化 ン ま と `、R 
MMN で シン た アア の ノリ SS うし シレ で トト 時 力 
る エ | ン “A 変 口 "コレ し た た レ エ 焦 に Il 
な ンス は の 更 ン 絞 ス た エラ う ッ ン 点 グー 
ン ン ググ Se の < 


2J′ 本 他 ン 誰 記 9 で” ボロ ーI ト 受 思 晋 ギレ せ KK 信 せ の き 受 と の 色 ^ Q の NN つ し レ 「 っ 2JAQQ 踊 くさ し め ゃ っ うっ へ G 思 公 や っ で KG っ ) や 他 昭 YO で で 公 


〇 や ^ や の - 上 つつ と Gm の - "m 吐 ペ 必 6 コロ ・ の oO き ペ ー モ 上 普 せ _JI で で や うつ し め ゃ 頑 坦 間 員 の 二 」 CAG や 7 
ST レロ の ヒ m て そ へ ペー ペー ゆー 有人 穫 の ロー つ 〇 トー ふ K 且 と O 〇 公 直 訓 藤 Jp HA 公 へ 弄 HINKN 中 キトー ロ 
SNnn ら SE 玉 衝 os も 給 紀 " NAT 一 ペー ユ 幅 G 丹 固 じ 抑 癌 つ 選 "771138 の ロロ の 71 公 求 調 つ 民 G せ E 陸 過 忠 北 類 人 JC レ 「@」 り っ noMEH 科 倒 / ミ Co 
2 区 SG っ k へ NRー ユ ーKG ゞ の ヨー 当 団 Qw (ロー くさ ユーKH へ へ ) 人 原 区 。 ロ ANKYQPSG「 生 ] 公民 還 じ S 。 〇 じ せ 加入 瑞 ペ ー ド ーSCIG 亜 
NiANS DS HA 人 AA 電 沙 臣 つ 7T NRN ト 7 ユー ロ 詳 st は J) 公 し り お p 公 公 で で 和 枝 ” m ぶ 。 ロー ペーK モ ドーハ 心 愉 ユ 由 で し 居 間 で CRHA 人 AA お NIRN マ キー 志村 
いさ で 人 な 諾 貞 全 。 概 ORYOHAAA し せく て く ト ドー 。 王 GE 剛 樹 徐 N ロ ANGHIIA OS 畑 ミー で 38 玉 村 人 つつ ININAKGS 舟 ・ ゆ ロー ミル 
SANKSNES 間 填 '*QQ で で で っ "うう 愉 G 色 NG 婦 陣 補 て ダー に K っ うつ 尋 公 刀 る 9” 細 棚 刀 お EKESPi) ES まこ AE い JEES に SPAE 雪 コ SN” 由記 IN 人 Amー6 受 と の 日 
了 記 当 当 こき 0 5 し マン” 衝 に xKー ロ ー ふ G 回 しゅ 選 ・o ら S ペ ※ー 擬 G 形 ヘー ロ HA お 三代 へ 下 間 Oo ら に 且 と OH6 導 思っ 7 
TS 層 中 スー 田 肖 @ 恒 計上 W む " 幸 意 し 〇 の ( 拓 昧 ペース へ 一時 中 雷 ) 一 穴 遇 woJK ネ 一 ・ ト NR 
1 2N 8 1 2 5 5 NH いさ ロ 泊 昌 *O や GTJ) 公 し WS し 間 CRN さ 中 ヘミ ーsIIAA 一 を 倒 生 て 駆 守 芋 つ 生 "親骨 G ト 
NII 胡 組 GJIJQ 太 王 や ロ 剖 *QQ で 如 入 つ 頑 畑 っ 心 宮 現 皿 長 公 隊 人 る 所 軒 東村 く つ / 毅 忠 球 陣 届 思 名 地 民 へ 則 R さ 人 ト ささ ふ ペ ー” ふさ K 中 キ ヘ 
で や 革 St 再 音 冊 SHAAA へ NSJN ン S CR お し 48 っ? つ 人 各 ロ On や ら 惜 束 " IN て くさ pv で 弄 更 つ 
RSS1 き 4 全 RON SQBMMG 提 旨 和 Sr ぐ 。 G 代 や N ホ SNKRーNA ne MMXSS っ we St288 N ま 
S 馬 "ESSRBS 。 玉 じ っ RS WSPp 陣 RIPTN ロ 且 ど 〇 を ハー ロ H ハ ロ の m 且 と いせ Sd ごい 計 SSRWSRSSS , 
SP ト ぶせ で きせ 。 で さ や 地 篤 隅 くし 田 曜 公 内 StORS て トミ WTN ロ NR や 公 寒 二 つ 民 へ へ 生計 生計 し っ 
せ 要 て ラン テキ っ 8 せ トー 半 り お ど Jp お OS 委 っ つろ ペーN ロ AN てく 私 和 交 要 し っ ゃ 2 で uh ww 一 RG 合 り 5 計 き 生 殖 1 さ SRFSE 
S っ SoSSG つ 坦 く 。 必 了 記せ る 5 ン S 公 D" Ns 一 和 。。 つ 公 つ " 惑 記 押 葉 し 菩 居 へ Kー ス NN 穫 っ し 所 ホ G 世 や せ 枯 06 つ ン / 昌 H 三春 RS し 6 ドド を き Pe 
ーM 和 法 の 舎人 る Q の 言 く J へ 人 へ 嘩 公 SNe 了 所 せ 財 マ 地 0 じ っ = いっ 三 NR く な 財前 さ @ ふ や 
き ョ KW ン 国 公 "NSH し nQ5 NG+6nS 守 上 選 じ 77 込 り へ 3 2 


SHAZAA て 中 ド ペ ヽ ミ ー ト マ 地 HooAE 著 さき の 8 多 
電 jp く ロー 公 十 公記 受 有 と ドー ビタ 器 坦 形 四 " 字 富 飲 @K 下 


7000 
7000 


ボー 貴紀 夫 @ て に K 肥 ー ミ 悪い トロ 和民 地 十 R 記 殆 丁 携 き ン 
と の て ホ ケロ HA 。 也 お 雪 人 S" つつ ^ Qoo 時 振 


SW つ し で さも へ 寺 77 穫 9 ホー 6 幅 測 て トト 鶴 
で ESYIIEIEIe MYNR YNS き 相 5K (ER ド め 


5000 
5000 


K 葬 潤 世 玖 下 や で 」 7 SIJQ” 且 と ドー ゼ 個 咽 く INAK 完 軸 
に 5 上 困 叶 回 生 和 月 光 編 地 量 科 村 KteNHー ド K ロ 交 で " 
の の SITSNEMIONON HA 色 へ つじ し お玉 天地 王 R し M 綱 
吉 電 日 A 公 中 ト 3mn" 公 地 っ 刀 し ポ 寺 0 で 生 0 く ヘ へ ヘ 


1000 
1000 


モ 旧 
に - ミ 電 nBNZ て へ GFT ー) 3^ き O@G セレ マ ネト K 回 吉本 時 
衣 き 語 。ー ロ ヘ く ( 品 上 テ o) し つ " 画 山 し Se 責 性 詳 計 会 析 っ 
。 。 人 据 因 計 H つ DGP し SNe? の @ せ 山 ン INA ホ ー ゼ トロ ヘー テ く S 
* 周 "。 「 括 列 GO 篤 醒 泊 束 申 一 補 CBG 和 PJP NRNK ミ ト ユ K 
= 。 。 。 ロ 9 っ じ 本 田上 公 本 シン HHAAAG 趣 國 品 代 誠 区 宗 Woaa つ 7 
放 M 直 へ ゴ つ り 払 ke マト で GO@ お 前 3 旨 咽 SN 基 つ "NN 

ー コ 
FM 
A 
| 
」 
に 
ドリ 


@ 全開 で の 回 転 域 使用 頻度 


(%) 生 上 軸 到 (%) 民 上 軸 束 


FORD 


いさ N 相 時 也 接 民 尺 民 賞 6 同 了 千 維 蛋 叶 
NG 敵 や "ニー ハミ 馬 連 K ロ て さ 可 持 せ 
っ る 選 区 恨 和 NeHAAA_JpNG 全 公 晶 NG 


大 


計 


昌 


7 ル 
に 4 


ヤリ ス 
最 


高 出力 380 馬 力 以上 、 


り リズ スト リク 
トル ク 425Nm 以 上 が 公表 値 で ある 。 
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ター 径 が 以前 の 33mm の か ら 、WTCC で 先行 
採用 され て いた 36mm の に 拡大 。 最高 出力 は 


60 馬力 程度 アッ プ さ れ た と いい 、 


ター ボ は 指定 部 品 で ある ギャ レッ ト 製 。 そ 


の 特性 に マッ チ す る よう に エン ジン を 
し た 。17 年 以降 の WR カ ー は 、 


ーー ヾ 
こ 成 


アベ ペン デ テ 


コノ 


細 の 穴 を 何 
( 


終 的 に 全長 を 15mm 縮 め る 
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直 ! 
T 変 更 する ー ど に つ ただ た 。 
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Max 100kW/180Nm の ハイ ブリ ッ ド ブー スト を 発生 
ラリ ー1 で 導入 の 新 シ ステ ム は 87kg の 全車 共通 品 


= リー 1 は 、WR カ ー 時 代 か ら 受け 継い だ 
1.6 9 直列 4 気筒 直 噴 タ ー ボ エン ジン に 、 
ハイ プ ブリッド ユニ ッ ト を 組み 合わ せる 。 エ ンジ ン 
(ICE) の 最高 出力 は 380 馬 力 以 上 、 ハ イブ リッ ド 
= ゴツ トド め 電 三 クー シン シ ニ ィ レー クニ ソト ド 
(MGU) は 最高 で 約 134 馬 力 (100kW) を 発揮 す 
る た め 、 ア ウト プ ブッ ト の 最大 値 は 500 馬 力 に 達する 。 
た だ し 、 常 時 500 馬 力 を 発揮 する わけ で は な い が 。 
開発 競争 の 激化 に よる コス ト 上 昇 を 抑え る た め 、 
ハイ ブリ ッ ド ユニ ッ ト 自 体 は 共通 部 品 と な り 、 マ 
3 ニ 24242800z/ 二 ( NEiP9 の iLIUEGNU 
2 テ た (0(4 5 締 4 ン 衣 こ ウ ウ 人 2 
iigllUKGO2G トーン の ョ レバ パク トク (イレ ミノ 2 
現在 は シェ フラ ー 社 の 子会社 で ある 。 ハ イブ リッ 
語 村 才 2KEeERG ショ ククル 0 (pen(e 
MGU、 容 量 3.9kWh の リチウム イオ ン バ ッ テリ ー、 
クシ バー クー 2 の 020 こ S ド シ ンク ドン クラ 人 


SUSIMINABLE FMEL 


/ 


ga 境 性 能 を 重視 する ラリ ー 1 規定 で は 、100 
未 / み ス テ ナブ ル (再生 可 能 ) な 燃料 の 角 用 
も 注目 すべ き ポ イン ト 。2014 年 に アイ ル ラ ンド 
で 創業 し 、 現 在 は ドイ ツ に 本 拠 を 置く P1 レー シ 
ング ・ フ ュー エル ズ が 一 括 し て この 新 燃料 を 供給 
0 の 6 は SU ま で さま さま ん レー ンカ ア ョ リ 
ー へ の 燃料 供給 実績 が あり 、21 年 か ら は WTCR 
に 燃料 を 供給 する な ど し て FIA と の 協力 関係 を 強 
化し て きた 。 こ の 100% サ ステ ナブ ル 燃 料 は 、 合 


化学 合成 燃料 と バイ オ 燃 料 を ブレ ンド し た 
100% 持 続 可 能 な 非 化石 燃料 を 新 採用 


を カー ボン 製 ボ ックス に ビル トイ ン 。 カー ボン 製 
ボッ クス は 70G と いう 衝撃 に も 耐え る こと が で き 
る と され 、 実際 、 テ スト や 開幕 2 戦 で は 何 度 か 大 
き な ク ラッ シュ が 発生 し 壊れ た マシ ン が 水 に 浸 か 
の NO も あう の コバ ロク リク | コット 
が 危険 な 状態 に 陥る こと は な か っ た 。 

この 寺 型 の カー ボン 製 ボ ックス は 後 輪軸 の すぐ 
US 還 ラ IE ララ バウ 0 EE SS IRMMe2 6 
配置 され る 。 そ し て 、MGU が 発生 する パワ ー= 
ハイ プ ブリッド プー スト は 、 ギ ヤ を 介し て 機械 式 の 
リヤ デフ に 伝え られ る 。 回 生 に つい て は 、 運 動 エ 
ネル ギー に よる も の だ け で 、 い わ ゆ る MGU-K( キ 
za ブッ ク 月 2 リリ クト ドー ノン 
冷 で あり 、 外 部 に 接続 され る ラジ エタ ー に よっ て 
温度 が 調整 され る 。 重量 は 87kg と 決し て 軽く は 
な く 、 冷 却 シ ステ ム を 含む シス テム 重量 と し て は 
100kg 程 度 と な る 。 そ れ が 車体 の 後方 に 搭載 され 
る た め 、 前 後 重量 配分 は これ まで の WR カ ー と 比 
00 りり る の ぐり マン ノ ョ リン | 還 言 ん 
5a 還 < く IVR の IN レス (の ん 2 の 
この ハイ ブリ ッ ド ユニ ッ ト は 外部 充電 が 可能 な 


成 燃料 (e フュ ー エ ル ) と 廃棄 物 由 来 の バイ オ 燃 
料 を プレ ンド し た も の で 、FIA 世 界 選 手 権 の ハイ 
パフ ォ ー マ ンス エン ジン 用 と し て は 初め て 化石 燃 
料 を 含ま な いも の と な る 。 合成 燃料 は その 生成 段 
階 で C0z を 取り 込み 、 水 を 電気 分 解 し て 得 た 水素 
と 合成 する た め 、 結 果 的 に 環境 負荷 を 低減 する こ 
6G さ の 0 つう 4 わた 成分 の 人 1 に より オイ 
ル シ ー ル な どの 対策 は ある 程度 必要 と な り 、 燃 焼 
特性 も か な り 変 わっ た よう だ が 、 そ れ に つい て は 


HYUNDAI 


PHV で あり 、 短 い 距 離 な ら ば エン ジン を か ける 
こと な く 走 る こと も 可能 。 実 際 、 サー ビス の イン 
& ア ウト や 、 セ レモ ニア ルス ター ト な ど は モー タ 
志 下 信 が 捕 思 さき 槍 G いる だ た だ し ハツ の リリ 容 
量 が 小さ いた め 長 距離 を モー ター の み で 走る こと 
GNUR 語 05MC20NC3I0 YAN 主 5 ニッ ンク 5000 の 
イブ リッ ド プ ブー スト に 重き を 置い た シス テム で ある 。 
ハイ ブリ ッ ド ブー スト の マッ ピン グ (トル クマ 
ウッ クリ で 回 生還 (リン ショ ン 有 の マソ ッ ピ ンク は 本 
来 は 開発 に いく ら で も 労力 を か ける こと が で きる 。 
し か し 、 そ れ に よっ て 開発 スト も 人 上 昇る た 
め 、 ハ イブ リッ ドブ ー ス ト 、 回 生 と も に 各 3 種類 の 
マッ プ を ホモ ロ ゲ ー シ ョ ン 申 請 し 、 基 本 的 に は そ 
れ ら で シー ズン を 戦わ な けれ ば ぱ ば ならない 。 ス テー 
ジ に 挑む 前 に た ドライ バー は 各 マ ッ ピ ング を 選ぶ こ 
本 IGG き SS の 語 で 400E の Oh660 ペ ヨン 5 
ヨタ の 勝田 貴 元 が 詳し く 解 説 し て くれ て いる 。 


MGU、 リ チ ウ ムイ オン バッ テリ ー、 
85 本 2 ツブ ー リ ニュ ネン 
2 の 20 の 64 HK まつ た ンド イク 
NR ニーyIR 回 司 ニ ッ ト 単 体 
の 重量 は 87kg。 これ が 車体 の 後方 
に 搭載 され る 。 


マッ ピン グ の 書き 換え 等 で 調整 可能 な レベ ル で あ 
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鳴 久 連 ボ 人 ほほ その まま 9 と が で くき バク ボネ 
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トヨ タ GR ヤリ ス ・ ラ リー 1 の 貴重 な む フ レー ム 写 真 。 FIA 設 
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GR ヤリ ス の ルー フ 内 側 。 この 写 は 大 る 
真 で は 、 セ ー フ ティ セル が いか 図 ク 向 
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Z0Z2 WRD ROMNI 16 NO 2 モンテ カルロ & 第 2 戦 ス ウェ ー デ ン ダイ ジェ スト 


Text @ 今井 清和 (Kiyokazu Imai) Photo @ 古賀 敬介 (Keisuke Koga)/Red Bull/TOYOTA 


mm MIMNTE-MMNEU スポ し ト 孤 の 元 融 ロープ が 新 時 代 WRC の 初戦 を 制す 
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ト ッ プ カテ ゴリ ー が ラリ ー 1 に 変わ っ て 初め て の WRC イベ ント と RALLYE MONTE-CARLO FINAL RESULT - TOp 5 
し て 開催 され た モン テカ ル ロ は 、 今 和 李 は WRC に は 限定 的 な 出場 田 2022 年 1 月 20 一 23 日 プス ペ シ ャ ル ステ ー ジ :17 カ 所 (合計 296.03km) 
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た 画 ー プ と 陣 う ふた り の モン テマ イ スタ ー に よ る 高度 な 一 騎 打 ち に 酔う 1 19 セバス チャ ン ・ ロ ー ブ プ イザ ベル ・ ガ ルミ ッシュ フォ ー ド ・ プ ー マ ・ ラ リー1 3h00m32.8s 
一 戦 と な っ た 。 彼ら は 、4 日 間 に わ た っ た ラリ ー で 幾度 も 順位 を 入れ 替え 2 1 市 スチ ャ シオ ツン エ / ペ ンジ ペン ウェ イラ ス トヨ タ *'GB ヤ リス ラリ ー1 + 10.5s 
軸 トッ プ 争 い を 展開 。 3 に 目 に オジ エ が 素晴らし い ア タッ ク を 繰り 3 42 クレ イグ ・ ブ リー ン ノ ポー ル ・ ネ ー グ ル フォ ー ド ・ プ ー マ ・ ラ リー1 + 1m39.8s 
貞 ロー ブ を 引 衣 人 MA NIR ズ | 9 0 ン 4 69 カッ レ ・ ロ バン ペラ ン ノン ヨン ネ ・ ハ ルッ トゥ ネン トヨ タ ・GR ヤ リス ・ ラ リー1 + 2m16.2s 
三 2 ee 5 44 ガス ・ グ リー ンス ミス ヨナ ス ・ ア ンダ ー ソ ン フォ ー ド ・ プ ー マ ・ ラ リー1 + 6m33.4s 
ル デ ティ っ これ に より 、 お かつ お 人 
ロー ブ が 3 年 半 ぶ り に 勝利 を 手 に し 、 つ い ( に 通算 80 勝 目 に 到達 し た 6 11 ティ エリ ー・ ヌ ー ビ ル マー ティ ン ・ ヴ ィ ー デ ガ ヒョン デ ・i20 N・ ラ リー1 + 7m42.6s 
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オ ジ エ も ロー ブ も この 一 戦 に は 出場 せ ず 。 そ ん な 今季 WRC で 唯一 RLLY SWEDEN FIMAL RESULT - IOpB 
の フル スノー イベ ント は 、 2 日 目 に ロバ ン ペ ラ と エバ ンス と いう ト 田 2022 年 2 月 24 ご 27 日 プス ペ シャ ルス テー ジ : 17 カ 所 (合計 264.81km) 
ヨタ の ふた り が と も に ポジ ショ ン を 上 げ 、 ト ッ プ 争い を 激しく 繰り _ No Drver/Co-Driver Time/ GaD 
3 日 目 に は 両 名 の ハイ ブリ ッ ド シス テム に トラ ブル が 発生 し 、 と も に 1 69 カッ レ ・ ロ バン ペラ ノン ヨ ン ネ ・ ハ ルッ トゥ ネン トヨ タ ・GR ヤ リス ・ ラ リー1 2h10m44.9s 
ジン 出力 の み で の 走行 に 。 そ し て エバ パシ ンス は 、 コー OO 2 11 パテ ィ エ リー・ ヌ ー ビ ル マー ティ ン ・ ヴ ィ ー デ ガ ヒョン デ ・i20 N・ ラ リー1 + 22.0s 
突っ 込ん だ 衝撃 に よっ て ハイ ブリ ッ ド シス テム が 安全 で な い 状 態 に な っ 3 4 。 エ サ ペ ッ カ ・ ラ ッ ピ ノ ヤ ン ネ ・ フ ェ ル ム トヨ タ ・GR ヤ リス ・ ラ リー1 + 30.6s 
こ | に ヨ さ ヽ o 王 リ ー ラー ーー…ーー…ー…ー…ーーー…ーーー…ー…ーーーーー…ー…ー…ー…ー…ー…ー……ーーーーーーーーーーー 一 | 
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に 大 き な 支 障 は な く 、 こ の 21 歳 の フラ イン グフ ィ ン が WRC 通算 3 勝目 キキ ょ べべ 0 べべ 
li: 、 ー P 44 ガス ・ グ リー ンス ミス プ ヨ ナス ・ ア ンダ ー ソ ン フォ ー ド ・ ブ プー マ ・ ラ リー1 + 3m20.4s 
を 獲得 。 彼 の 父 ハ リ ・ ロ バン ペラ は 2001 年 大 会 を プジョー206WRC で ーー 
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SQ 付 閣 人 4R つ y TNI ロン 生生 2 お で 和 グー 人 且 上) SUnu 」)G の の 病因 
euu2 で JuweneDSXS 2228228cS の 2 人 ,。 間 
el 20 了 間 |  : 左 SS SteBHOKS じ っ 
nm エ >GIh ユ ー コ 8 日 AA へ 志 当 CK OO 抽 』 ント ーー ポコ 人 HAN 
S′ ロー ペー お し 所 に ht っ Jp 加 | 生 3S2200SSe20 。 ⑨: 、 還 生 半 放 陣 回 け 盾 つつ Jl 
補 和 9 和 くく スト コー 厄 刺 生 る やう (ーー ンジ 全 遇 | 
軸 前 隊 ぐ で し っ ne” 臣 革 8” ホー 
JK 千 こさ ヽ NH ネス XG で へ に て | 
つじ や さ 由 中 トミ K ペ ーーN で 1 交 2 6 
へ 明 明 李 ロ 墜 介 YS で し っ ke" の の G | WW る の. 較 当 | 拓 受 軸 放 で さ [ ZM ら 
K ペ ーー 下心 握っ お で NuhtJ ロ ー N 夫 人 、 

へ 中 ロー ロロ 尺 細 NO" させ ペー 
へ Am.16 邊 く SIR ニ トー IS 人 還 We ペーーbhGGSS3 
=i ト トロ マ せ の 麗 隊 @G レ IN (と ミ ふ で 明 | アン ーー NR マト ー ポ も 客人 G 
9EG らい め 3 め So い 3 さ ら NM 2 か が し ^2.ww や GS 
し ^ ト ER3OSSNG 計 NG DS 計 叶 人 Wa し マー ミ K や つじ HG 
ロロ ホー ハロ ハ 刷 つ ヘーK ベ AE 半 半 まま | 隔 光 上) 川 肌 “ JSL 烈 Kw ニ ン ロ 58=p 
Re 人 SumO つ へ ト て ド H ト | 請 良 ジー: 292 | る . 呈 つい SJ/ 員 尽 GSSS 論 記 旧 


の 4 


い 【 で - 。 電 = 上 ソン ドド ュ た ィ ォ イ ーー で N ー ザ 。 呈 。 
る | し JJNS ド ャ し た チマ ルレ アア 前 ク と へ UN 只 - 
TK) AMLMCHDO4 ーTNSR っ SI2 生 0 語 EE 
NRS2 は DNS の 旨い ー WV 。 ごう | 。 も 、 < 衣 
8 ン レ せ 8 で きっ "NG@ 妃 人 Se 明 ドー に SN と ヾ ト ユ トー トー ドン エエ や ミ 
mM [2 の 半 YS で ーー ンジ け 月 ド 
SS シン ニ シ 2 の 。 人 
NN Ne ン ぃ 24 
よこ 3 こぶ No ささ 7 ツ ア / 
fw" 8 ー Cs こさ も CK PA 4 
In こ で ー こ ee ささ 5 。 
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YouTubelFIA World Rally Championship] よ り 


デル デー 


ド シ ス テム の 搭載 位 
置 や お お ま か な 作 動 


め 佳 訪 が な ど に つい て 


ロ 


史明 し て いる 3D 動 
画 が アッ プ さ れ て い 


Championship」 チ 
と に 


ャ ン ネ ル !【 
1 カー の ハイ プリ ッ 


YouTube の 「FIA 
World Rally 


SUgier 
nMeilas 


TOYOTA 


0 で レ つ っ 6 本 "KKH ロ ー ト ヘレ ポ " 


K ふ ーー つじ ヨ モ じ 相 王 選 ロ ロー トー 人 
抽 ” NG 所 o つ らら EQ っ 生 で っ )dd 
亜 較 思 公 玖 KeJ っ 人 心 の の 和 で GS し 
pS” NG 個 可 し く で NN ユ 私 委 ド ー ド 
て 旨 李 うっ 民 っ つ G ド | 喘 選 6 個 環 リート 
ー ツ レト ユー せ 症 16 き っ て 心 唱 誰 で で 


ふい で ン ベ K ペ ーー つう つの し 7 


飼 けい トペ ー ヤ キロ 包 選 入 や じ つ H で 
や teG2J” 6 ン ウ で S で 刀 候 
し 半 JpN ヘ ペー キャ 統 で っ SS で 


8 し セ S” に ト ふ や さ 届 慌 W ン 陣 つ し 
つっ” と トー ドー 公 球 06 や で 
レ つ " 坦 虹 詞 ロ K ペ ーーp 人 な で ン ユ 
PV トーKー て の p 忌 で や で てき うう 愉 1J 
うり け で で し つっ うつ ( 折 池 )」 

く マ かさ トード K て 人 色 せ キ へ や さ 
0 で や う つ し じゃ | 喘 総 @ 正 下 ロ ー ホ トー 
4H 醒 に ビ で B6 愉 公 弄っ 隈 4Gp る へ 
ンマ ” 皿 公 円 筐 公 更 咽 悦 で NO) 
湖 つ っ ” で し pp させ し せ Kー 
て 四 玖 2JG 愉 避 掲 GS 民間 me 中 
ー ズ ペペ マ ーー)p 聖 詳 つ し うっ う hG っ) う 愉 " 

ロー へ 中 K ペ ーー 選 せ 詳 根 つじ っ 
ルレ ANB 陣 コス 公 H 和 A っ うく て 人 ト つ 人 S 
ヘ 一 KーG く INAK 交 人 NG 遇 押 志 編 


つ お 篤人 Q 揚 KG うり SN” つう 2 
軸 介 理 品 凌 つ きっ 忠 ” く マ て 
1 トー に Kー9 愉 NG) つや し 選 さ うっ 
つじ し ス 代 HAS K ロ ホー ミミ 
G 醒 枕 る ペレ ヒビ” トロ ヘー トト ユー 
せ G 症 NR 公 の くく 一 ミ ペ ゴゴ G っ J*0G 上 羽 に 
CSN9 3 も 0 うし AA 
路 隊 選 GN さ Nー せ へ へ や で で で で っ や 
49 

「 さ 特 昌 ペーA ハ 入札 己 8 "トペ ペー キャ 
9 細 ン 輝 、 補 公 や ろう で ひし 羽 回 財 Yo 


LO) 


で Io だ で し ゼ ンー oo く ー ミ ビ 護 p 愉 
J の く ペー ミド 調 めぐ 相 つつ しゃ” や 公 
2Q JJe46oo ベ ー さ レコ ・ の 殆 光 ね 
や jp の ベー ミ ビレ の 設 証 記 遇 心 名 
ン 回 陸 移 喧 te) 人 色 レ ささ つ 必 " 
NINJAStO 遇 KGS 人 SG 提 0 じ うっ ビビ 
呆 人 SN ペー エ へ 心 届 配下 ローバ 
ー6 研 f6 じ 谷 つ し 入 坦 上 間 証 ふつ 路 
SAJNCGSS り ” 把 つ SS 人 SQ 相 で ヤセ 
っ 」 

く マ で ミー ドー ペ 操 @ 且 呈 〇 ( 判 里 神 
中 中間) 6 く で て N ユ トー ボー レポ ゼ 7 
ロー ホー 忌 ぜ 幅 宮 じ ト ふ や さ 則 了 
つじ 回 圭 思 シリ” 閉 で 二 人 各 さ ビレ < 
マト ユー トーK て ミロ 公 お NO+6 
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アク セル 全開 状態 


リジェ ン (regeneration = 回 生 ) 
が 行なわ れる の は スロ ッ ト ル ペダ 
ブレ ー キ 踏 力 が 5 バー ル 以 上 の と 
で 左足 ブレ ー キ を 軽く 当て て 姿勢 
を コントロール する よう な 状況 で 

リジェ ン は 行なわ れ な い 。 ま 

リジェ ン の マッ プ を 強め る と 、 
ブレ ー キ が ロッ ク し や すく な る 。 


ル の 開 度 が 30% 以 下 で 、 フ ロン ト 
ま 。 科 の た め 、 


ー ヽ 


は 、 
た 


異 
許さ れ 
加 
Ss 


くさ 


行 は 
観客 が 復 り 


を 手伝う こと も で き な い 。 ス ター ト で 
は シス テム 出力 が 500 馬力 以上 ! 


志 
防 M 


変わ り 、 


に 緑 の ラ ンプ が 点灯 。 


2 速 発進 を 選ぶ ドラ イ バ ー 
も いた が 、 ス トー ル す る と ハイ ブリ ッ 
ドア シス ト は 使え な く な っ て し まう 。 


ハイ ブリ ッ ド ユニ ッ ト が 正常 に 作動 し 


還 て いる どき 応唱 ゼ ラー 付近 と デ ロ ン ド トド 
1 ドル 
常 が 起き る と 赤 ( 
鳴る 。 そ の 状態 で の 競技 % 
すず 。 コ ヨー ス メ オ アマ し た と き ぎ ( 
タッ ド タ イ ヤ で も トラ クシ ョ ン が 伝 わ 
りく く 。 


い 穫 根 玉 RG 革 人 公 束 降 品 JOS や 彼 


IN ユー コウ ゼ utJ ボ し 賠 理 GT ヘー て ロ 
ー ミ や ゼ 泡 陸 ぷう のり っ で 
IhJG ロ ー ホ ー ゼ 玖 羽 じ 息 じじ 回 寺 
*_ さ "SGHHHQ 工 や しく て へ れ ユ 人 と 
トー ベー て 電 模 の う で 刀 4 心 宮 舞 下 民 
し "所 唱 ぶ で 交換 り 更 明 は Ne 
JJ 公共 共 じ せ 羽 う や で ロ 昭 っ 拉 必 " 
普 叶 G 茸 ビ ゼ ”" 揚 羽 OS さ 0 
ン 押 CS ン レ せっ も むさ っ G し 3 っ 反 
っ で で SS 昭 ひし ろう 選 ぐし じゃ 公 ” 郁 談 セ 
NN で し ば で SS で じゃ も で" っ し 
Jp 秘匿” ロー ホー 和 守 スキ レビ 
た te6 愉 所 どじ し っ も つ 。 を Av 
心 つ 刀 B 心 選 殖 うつ び 候 唱 昭 っ 必 」 
8 つつ 公 け 7 ロー に K む マ と レ IhN ユ ーー 
G 提 七 約 じ う し pp" ロー ホー6 電 く 
忌 共 っ パ 心 ロゼ 中 さっ "つつ 所 つの" 人 ト 
ペー せ へ 心 押 手 で 且 と ドー 上 間 さ や 
SS で ユー ベト ヤキ ー リ 8 で 6 刀 り っ で T NN 
で いろ し ゃ せ " 選 BAS つ で ン 如 堅 つ 
P+pzQG ト JJ) は 屋 KO" 
[エミ ヽ ふ ル SN 屋 押 YAtGJ)” く て 


N ユ ムー トー に て ゼ 公 で さて 父 


HH" 貴 簡 絡 中 AI トド ミロ G 尽 や 
て IN さく でかさ トー トー ド に 了 公 弄 
^ 必 、 Q 思 パ 心 を ン 地 0N0 16 届 
ささ つ 民 "NG で 班 皿 G 細 o 
し 揚 で 刀 け や p 公 公 で Q 生 7 『 で で )J 
りり シ トーS ひ で も ec-】 の 組 っ 
ン ベ っ 玩 っ 必 つ 7 つつ し の 晶 加 二 


年 SO の の 幅 ボン っ TNIihK し 


SN94J ト JAGJp 介 で 8 友信 で で うっ うり ト J 


Qp 的” 癌 ツン ン ふ ハマ で K ト で 記 や ふ ハ 
へ し 玉 く いふ や さ 喝 症 宮 J” っ 
0 で やつ て KK モー へ へ っ) 所 むし じ 軍 杏 
0 さや NT USNeSSJ” 畠 亮 尽 尽 ささ 
*0 ン 伽 ポ つ 玉 "トト ふ や さ 羽 つく で 
ご 醒 で で りつ し jp く て N さ 生 トー 
K て 公 い さじ 人 SSN0 っ J” 盟 証 融 へ 
て ロー る 公 電 で を セン ぜ さ 選 」 

S り ” 醒 棒 導 @ 員 へ AI ト ドミ ロレ 
3 呈 宙 @ 引 困 唄 李 人 公選 うっ K 上 トー 公 や 
に t 選 選 六 六 代 ふ ミセ 公 る ペン 


[ 釘 革 唱 師 公選 シン S で 刀 の の し もせ を 
IN ペー ド 公 心 凶 功 で 得 し じ し 忌 篤 
没 喉 っ ル STN し AE)J 心 の 公 。 NG 玖 補 
ぶさ G 理 田 せ 斎 つ S ね で や じ も で "ふつ 私 


N 公 必 所 は 遇 っ 存 固 やく で て 私 ンー 


トー ドー 和 反 名 各 で じゃ p 股 瑞 人 上 SG 和 


交 ポ 揚 沈 SS で 刀 さ や つ ポ ” 選 
っ JNN36 赴 叶 H し p) トー 公 測 っ うと 
レル 和 へ へ 6B 心 公 門 回 ロ で で し せ 受 と 
ー+ ュ 6 で 換 っ て np 人 訟 つ 7 
K ヘ ーIh ユ ーGK ロ ーi ト ヘ じ "< 
マト ムー トー に K 交 喘 p 除 シン つ レ っ 
Py:p” の 堺 ペ ゴウ p ゃ も マー ミ K や へ 
Ne+60 い 4 は J っ Jp 殖 放つ 妃 」 

と や” へ 私 N 公 地 っ 生 IN マ ペー 
レル ^ ヽ NG ご BW 心 名 くつ トーKー 
6 昭 瑞 交 責 を セン 半 稚 量 せ ヘ ー 
K 取 人 の ひど し っ うっ で っ 球 紀 や さや コ 
過 さら ・ の ーO の ・ の 誰 量 押 烈 うっ 4 心 
けけ 懲 Oo っ NO で 人 SIN く ミレ 


や つの ・Qー の ・ の の 度 明 本 SN0 うう 人 心 
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ダン パー スト ロー ク 規 制 で ジャ ンプ も 控え め に と? 


IT - 
Johnst 


』 ' 


規制 され 


と も 増え た よう だ 。 


270mm ま で !【 


た と えば ジャ ンプ の 着地 で は フル スト ロー ク し て 跳ね 上 げ ら れる 


WR カ ー 時 代 、 ダ ン パ ー ス トロ ー ク が 300mm を 超え て いる 車両 も あっ た が 、 
EC 


0 


JJ) NG 押せ 公 さ KW っ " 届 党 
上 っ !JJ け K ト H ロ ロー へ G 喘 共 7 
隊 沿 つて GR さき ・ ロ く ヘ 錠 中 
きく て ユー6 配 麗 ロ や トー に Kー 
民 喧 /Q で さっ 楽 縮 じ し の の 呈 で や S 公 7 
璧 KK ふぐ 人 雇 責 " 路 洪 G く ト 
ーK ト ー 信 JpQ 輸 中 舟 で 壮 応 
2 く へ 介入 つ も や 8 公 で? 

「 く て hn ト ト ーK に て ゼ "pn 
S で 刀 8 心 公 球 表 玖 っ) ゼ 昭 っ 6 二 
忌 ” 交 回 ロワ ひし ゼ 責 る で 玉 ” 宮 
S ひ 選 さ te の 心 公 列 ン 己 で NO 咽 4 ロ rp 
SSp つ で や で うっ 愉 Gp7 < 
マト ユー トー に K 也 GSKe ダ ン 選 ン 環 
冬 心 ht の っ) 握 肌 交 吐 窟 NO る さ 
2 人 AH Ap 細 人 る Ne) けさ さや" ペー エキ 
SG トー つ へ 忌 装 ン 痕 で レ つ 6 
SES2 こ OAIEIEGENE 
で te レ 私 ト し 揚 Ko” へ や SN 公選 っ 
弓 回 じ せ 押 償 公 中 察 つ きっ の)J ト 


SS ル さ つ 羽 ン 引 写 條 じじ あめ 
揚 じ く ン 倒 絡 稚 生 *Q 久 有 介 和 ぶ 


eE Na の 選 
の 4 


] | 補 rs 9 県 ご や 11 人 


7 プ M 2 21 


N 
My 


ず 


きき ・ 
か 
1 アム 、 


ャ ーー フィ 4 庄 ま 


w* 全 


3 
【 SN と 


Jaanus Ree / Red Bull Content Pool 


ペー せ 公 ロロ 人 必 屋 NTJ う ) 公選 シン さ や 
77K 和 を IN へ 本 で SS 人 SH6” 出 
へ 愉 ミロ ウレ ゼ ” く て トト ユ 公有 と 公 赴 注 
や 必 ” 回 直 つ で っ 失 帝 時 愉 人 色 TAK 
ぶ ハ ー ド 利 区 つい N ャ ー ユ へ ふじ 調 
ト J ュ 3J 公 6 つ 7 人 N ペ ー せ G 基 叶 交 
編 江 り 嘱 彫る SQ で No) う 心 公 生生 
6 し 時 /Q や レス っ ント JJ) 人 色 w 玉 "回 
寺 公 公民 で ひじ っ to っ JO 尽 公 で っ 
さっ うり ゼ " NN マー へ 心 公 半 
ン 時 GtNeG し AhJS 旬 絆 つ ン 協 わ 
つぐ QGKwoS 諸 じ も 」 


DRIVING 
聡 誤 的 了 各 へ ペー 更 刺 中 


ペコ HGtn リ D く マ て NN つと 所 唱 6 
tec_IN マ へ へ く G 卓 秩 や " 症 り 民 ユ 
ー せ へ ふ G 回 し KS で 0 や 7 

つ 忌 つ ^ で 艇 人 レ I い h ユ ーー 
SIN で DA 心 届 諏 つ っ お 6 ロリ つつ 6 
3^ ト SI ト で 仏 や ヘーi ト NG 挫 十 し 
SN9” 拓 近 @ 上 祝 因 NQーIN マ ベー 
京 束 信 つじ 鍋 紺 私 KG うり 忌 紐 玉 で 
8 トト で 公 や へ ペー トト 人 色 で ン つ 7 
選 ン SIN マ で く 一 色 和 に へ ネー に トト 称 
敵 iw レ っ no" 6 選 。 征 策 洋 p4m 代 No) 
"の の ざ ぎ 昌 人 JI で で Ne く て hn トン 
AKI ト さ 公選 才 翌 県 り 細 編 YO で りり 
うり し ” 末 唱 咽 当 軸 咽 公 選 光 要 rw 補 お 
し レ S マ | 福 玩 由 咽 較べ 公 公 で で 届 人 O 央 
さけ リ S で 7 40Q 7 ホー 6 畠 十 
33J 則 愉 欄 視 ロ で ユ ” 穫 也 NRN ロ ヘー 
G 必 へ トド ーK 公 人 NeG3J)” も 々 レ 


G 陽 哉 無 了 人 に へ ネー ド ト 奉 内 


「 琵 ロペ ホー ルム ふし ト へ ーー ド K ト トト 
加 ン 層 の 必 和 も" ト S ト で 全 や へ ※ー 人 ト 
NS さ で ン で で 議 生 や を ぜ さ 本 WW マ " 
IN で り へ や 聞 ジン 投 wS っ つう 心 ミ 
レ 公 ぃ 会 .Q ン で JH6 つ 7 ふさ ミル 
や づつ 選 ツ 括 けむ し し:p” 舞 む レン うっ ン 
遇 軸 つ きっ くっ) 鞭 ン 失 で や ペ " 益 早 
し 6G 受 と ヒド ボー ゼ ” ト 和 へ 人 一色 選 る 皇 
し ppK ト に ト さ へ 改 くう ) 尺 で や 
I ト ヾ 人 く や ヘーi ト NR 公 思う し ” ふさ ルレ 
忌 癌 中 品 班 玉 ひど レン で 刀 や "所 ドー 
く ー 昭 で 8 Q で うり 届 相 NR ユ 
ー ヤ 3 うり に 代 由 か で 9 人 トト 人 つ で 公 
応 っ じ 民 朴 つ 選 や KN06 届 SS 血 つ レ つ 
人 公 條 吐 で 公 で うっ ② で ” を で 
=77Kp 音 結 ペー ゴロ 凡 近 Ne パ 心 


3 で 刀 稚 つ 色 つ 本 SDC SKK 色 " 


昌和 ベ ゴロ で ロマ ツマ 淡 征 KG パ 
人 往 掴 で 的 6 二 」 

誠 隊 ロ ひっ うし お 8" や ヘーi ト NG 
ECSES さ PINS へ に くだ ES 
起 細 陣 帳 人 SS さや で ン で で 7 
| レ ONG は JJ) っ Je467 IN へ 必 人 A 征 へ 
nH マ KE に 事 0 玖 人 yt0 つ S ツ "| 畠 
履 束 穫 I ト TNITN ユ ロー ンー じ 細 YO 
を INAK 交 馬 調 つじ っ es" IN へ AN 
思い っ し せ 臣 財 l6 じ SG パ ひ 人 嗣 臣 店 
S や ン さ で SGP| 2 江 I ト TINN ユ ロ 
ーー つ 尽 招 /CQ で KJIJ や Sv 
で や 社 つづ) 机 ま 加 公 ユン" 


や 私 本 で へ 届 品 Ne っ JR さ 公 出入 
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が 


勝田 足元 が 語る 


り 、 重 量 バ 


向 
ラン ス が リヤ 寄り に な っ た こと で 、 姿 肝 コ ント ロー ル が か な り 難 しく な っ た と いう 。 


より どの クル マ も アン ダー 


デフ の 廃止 等 


1 


アク ティ プ ブ セ ン 人 タタ 


こ な 


頃 


1 


ュー 


( 


Jaanus Ree / Red Bull Content Pool 


I ト ミロ 性 衣 じ に 幡 祥 で 刀 和 りり 
Sto で で リロ np ぐさ ン S ユ 
6” 下 倒 K ト ロー 邊 し 喘 尽 せ 4H 庄 
wX レ し ′ 鑑 緒 公 Q 王 詩 つ Sp” NG 
玖 刀 公 時 陣 じ も "pn ヘミ トル 宙 
OSH 経 陸 い し 才 | 

^J ぐ ふさ トレカ 個 咽 因 SS 且 と ドー 間 
デパ つ ユ スエ 胡 は で で うし” 
公 公 で さ 抱 お を セン で 6 い 9 
[ 惑 也 押 了 じ ふさ ミル 皿 導 信 に へ ネー リロ 
3 ささ” G's そ 公 環 っ 6 じじ 苦 早 
と 査 む J0K 相 和民 ドー く 一 層 


選 6 さや p 肝 っ " 琵 ロ ペ ー ド 私 IN 
ー ド 枯 中 し 半 S 約 くう で Jo7 


玉 玖 ロー トー レス ユエ S う 心 編 ン 6 仏 


咽 剛 SteG 公 滅 つ っ じ ち づつ" NFJ 公 條 
区 G 叶 誰 じゃ も” じゃ 7" 貼 A ト ドミ ロレ 
や や くに K 由 へ ・ 到 日 の や く 人 K そ 
ヘ ・ ロ ー ト 公共 提唱 麹 ン 夫人 Q 刀 る し 
な 1)) っ つの さ ね で うり 昭 っ つつ "を 
坊 愉 補色 太 ンー ト J) で し っ っ 
で ふさ トル 2 っ QSSTAI ト TA 上 丁 ヘ レ 
骨 C し 8G も "2JSS 科 記し 
Jp ント 人 穫 と KK て レ WON0G ウレ つや 中 
ヽ ふさ ドル や 世 W ン 桃 で で レポ” 坦 眠 雇 
RG 絢 選 りり 昭 っ 」] 

IN で ベー ゼ う 6 レー ゴロ を Ne を 
YONJ ュ J” 鶴 OCRS ン レ ゼ で で で う っ)J 色 
電 e NN で し p 和 を や " 親 旧 克 
G 玖 Ne-IN マ ペー 上 避 忌 責 英 間 還っ" 
悪 室 中 り レ *Ot0 つ りう 門 っ 3J” 醒 基 
Q 据 G 坦 喉 公 球 明 いじ し っ ne" 


強化 し た と いう が 、 そ 


ュー 


【 


戸 
田 


よる スタ ッ ド の 摩耗 や 脱落 は 上 厳し く 、 ス 


メン ト が 大 き な カ ギ を 握っ た 。 


ュー 


ー【 


スタ ッ ド タイ ヤ を 大 W 


ュー 


ウェ ー デ ン で は タイ ヤマ ネジ 


ウリ ほ ラ リー1 用 
れ で も 最大 500 馬 力 の パワ 
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Based /JAPAN 
Established / 2016 
Principa し /Jari-Matti latvala 


TUYUTA 5AZ00 Racing 
WORLD RALIYTEAM 


2017 年 か ら マ ニュ ファ クチ ャ ラー と し て WRC に 復帰 し た トヨ タ の チー ム で 、 
豊田 章 男 トヨ タ 自 動車 社長 が チー ム オ ー ナ ー を 務め る 。18 年 に は 復帰 2 年 目 
(生生 92 ング ニトリ 人 の 19 人生 ラ ラ クック 9 20 5 
21 年 は オジ エ と 3 年 連続 で ドラ イ バ ー ズ チャ ン ピ オ ン を 輩出 。 17 一 19 年 に ド 
ライ バ 二 を 務め いた ララ トバ ラガ が 21 年 か ら チ ニー ム 代 表 に 吉 信 た 』 民 界 選 手 
権 を 戦い 抜く た め に 必要 な 厳し さ の な か に 家族 的 な 雰囲気 も 残し て いる 。 


Kalle 蘭 
ROVENPERA 、 
ロー カレ ロバ ン ベ ラ 操 


Date of Birth 01 0ctober 2000 


First Rally 2017, Wales Rally GB 施 
Co-Driver Jonne Haltunen ES 
Rally Wins 3 の 


次 世代 の ワー ルド チャ ン ピ オ ン 最 有力 候補 

2021 年 第 7 戦 エ スト ニア に お いて 、WRC 史 上 最 年 少 優勝 記録 (20 歳 290 日 ) を 更新 
し た 、 次 世代 の ワー ルド チャ ン ピ オ ン 最 有力 候補 。 超 高 速 ラ リー で めっぽう 強く 、 今 
季 は 同じ く 高 速 の スウ ェ ー デ ン で 通算 3 勝目 を マー ク し て いる 。 な ん と 6 歳 か ら 水 
上 で の 運転 を 始め 、8 歳 で すでに ドリ フト を マス ター し て いた と いう 。 


VI0AO1 


ん Esapekka 
LAPPI 


中 エサ ベッ カ ・ ラ ッ ピ 


Date of Birth 17 January 1991 


First Rally 2011, Rally Finland 
Co-Driver Janne Ferm 
Rally Wins 1 


トヨ タ に カム バッ ク で 心機 一 転 

ERC (2014 年 王者 )、WRC2 (16 年 王者 ) な ど を 経て 、17 年 第 6 戦 ポ ルト ガル で トヨ 

久 か ら WR カ ー デ ビュ ー。 3 戦後 の フィ ン ラ ンド で WRC 初 優勝 を 挙げ た 。19 年 に 移 

籍 し た シト ロエン は その 年 限り で WRC ワー クス 活動 を 終了 する な ど 難 し いと き を 経 
験 。22 年 は 再び が トヨタ の メン バー と な り 、 第 2 戦 ス ウェ ー デ ン が 今季 初戦 と な っ た 。 
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AST 


TEAMS& DRIVERS 


マシ ン に イン フット され た テク ノロ ジー を パフ ォ ー マ ンス 
& る リザ ルト と いう か た ち で アウ トブ ッ ト す る の が ドラ イ バ ー 
の 仕事 。 そ れ を 世界 最高 の ラテ リー カー で 求め られ る 
WRC ドラ イ バ ー た ちの Brief Profile 


Text ⑱ utO SDOrt 
Photo ⑲⑯ HYUNDALM-SPORT/TOYOTA 


ElIfyn 
EVANS 


VIO0AO1 


| デア | に 3 さる 

器 還 )~ エ ルフ ィ ン ・ エ バン ス 
Date of Birth 28 December 1988 
First Rally 2007, Wales Rally GB 
Co-Driver Scott Martin 
Rally Wins 5 


念願 の タイ トル へ チャ ンス 到来 


2017 年 に M ス ポー ツ か ら WR カ ー で の WRC フル 参戦 を 開始 。 そ の シー ズン の ラリ ー 
GB で WRC 初 優勝 を 挙げ 、 ト ッ プ ドラ イ バ ー の 仲間 入り 。20 年 に トヨ タ 入 りす る と 
その シー ズン の 最終 戦 、 そ の 翌年 も 最終 戦 ま で オジ エ と タイ トル を 争っ た が 、 わ ず 
か に 届い で い 栖 い 。 オジ エ が ワル エン トリ モテ か ぁ 退 き 、 チ オ ャ プス が 巡 づ て き | て い 誰 。 


Sebastien 
OGIER 


目 用 セバス チャ ン ・ オ ジ エ 


VI0AO1 


Date of Birth 17 December 1983 
First Rally 2008. Mexico 
Co-Driver Benjamin Veillas 
Rally Wins 54 
Championship Wins 8 


戴冠 8 度 の “不屈 の コス モ ボ リタン" 


育 で で も は ーー だ シード FFP ロー シー な ャ テン ケ 人 めか で 修 人 で o-VWCTiMt ス ポー ツー ジー イー ドド 人 " 表 栄 
シト ロエン 、 ト ヨタ と 渡り 歩き 、 シ トロ エン 以外 で タイ トル を 稚 得 。 通 算 8 度 、 世 
界 王者 に 輝い た 。 昨季 を も っ て フル 参戦 を 終了 。 今季 は トヨ タ の 3 台 目 を ラッ ピ と 
シェ ア し な が ら 戦 う 。 開幕 戦 モ ン テ カ ル ロ で は ロー ブ と 死闘 を 演じ た (p58-63 参 照 )。 


Takamoto 
KATSUTA 


勝田 貴 元 


_ VIOAOL 


17 March 1993 
2016, Rally Finland 
Aaron Johnston 


レギ ュ ラ ー へ 勝負 の シー ズン 


2019 年 終盤 の 2 戦 で WR カ ー の ヤリ ス WRC を ドラ イブ 。20 年 か ら は すべ て ヤリ ス 
WRC で の 出場 で 、21 年 第 6 戦 ケ ニア で は 初 の 表彰 台 フ ィ ニ ッシュ (2 位 ) を 果たし 
た 。 現在 も WRC に フル 参戦 し て いる が 、 次 の 目標 は レギ ュ ラ ー チ ー ム へ の 昇格 。 貧 
欲 な 姿勢 と 人 懐 っ こい キャ ラ で 、 オ ジ エ や タナ ッ ク な どか ら も か わい が られ て いる 。 


デー タ は 2022 年 第 2 戦 ス ウェ ー デ ン 終 了 時 点 の も の に 基づい て いま す 。 
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Ott 
TANAK 
国 計 時 オイ ッ ト ・ タ ナッ ク 


15 October 1987 

2009, Rally de Portugal 
Martin Jarveoja 

14 

1 


IVdNTIAH 


な ぜ か 切れ 味 不足 の 2019 年 王者 

M ス ポー ツ で WR カ ー の シー ト を つか む も 喪 失 。 だ が 、 再 び 同 チー ム で の チャ ンス 
を モノ に し 、2018 年 に トヨ タ へ 。19 年 に は 6 勝 を 挙げ て 初 の 世界 王者 に 輝い た 。 翌 
年 、 ヒ ョ ン デ ム へ 移籍 し 、 ヌ ー ビ ル と の 父 ブル エー ス を 張っ て いる 。 だ が 、 ヌ メー ビル 
開発 の クル マ が 合わ な いい のか 、ー ト ヨタ 和 下見 往 で いた 速 さ を 実現 に きれ で いな いび 。 


日 
1 


Danl ミ 
国 軒 ダニ ・ ソ ルド 
02 May 1983 
2003, Rally RACC 
Candido Carrera 
3 
マニ ュ フ ァ ク チャ ラー タイ トル 請負 人 
カル 邊 ス ・ サ イレ ツ た 見 いだき れ 、2005 年 は ント ロエン の ジュ ヒア サー ム か め ら JWERC 
へ の 参戦 を 開始 。 長 らく ロー ブ の チー ム メ イト を 務め 、 シ トロ エン の マニ ュ フ ァ ク 
チャ ラー タイ トル 獲得 に 貢献 し た 。 特 に ター マッ ク で 強 さ を 見 せ 、 ポ イン ト を 確実 
に 稼い で くる ドラ イ バ ー と し て ヒョン デ で も 貴重 な 戦力 と な っ て いる 。 
ク 画 宇 
Sebastlen 3 


LOEB 
上 用 セバス チャ ン ・ ロ ー ブ 


Date of Birth 26 February 1974 


First Rally 1999. Rally RACC 
Co-Driver lsabelle Galmiche 
Rally Wins 80 
Championship Wins 9 


スー パー レジ ェ ン ド が “再起 動 ” 


WRC 通算 80 勝 、 9 年 連続 世界 王者 の スー パー レジ ェ ン ド 。 9 個 の タイ トル の すべ て 
は シト ロエン 時 代 に 獲得 し た 。 WTCC、 ラ リー クロ ス を 経て 、 ダ カー ル に も チャ レン 
ジ 。 WRC に は 2018 年 に シト ロエン か ら 復 帰し 、 ヒ ョ ン デ を 経て 今季 は M ス ポー ツ ・ 
フォ ー ド か ら ス ポッ ト で エン トリ ー。 開幕 戦 モ ン テ カ ル ロ で 史上 最 年 長 優勝 を 挙げ た 。 


Adrien 
FOURMAUX 


目 用) エイ ドリ アン ・ フ ル モ ー が 


140dS-M 由 


Date of Birth 


Co-Driver 


03 May 1995 
Alexandre Coria 


ポス ト “ ダ ブル ・ セ バス チャ ン ” 


ロー ブ 、 オ ジ エ に 続く フラ ンス 人 ワー ルド チャ ン ピ オ ン 誕 生 へ の 国内 ファ ン か ら の 
期待 を 一 身 に 背負 う 若 手 。2018 年 の フラ ンス 国内 選手 権 を 制圧 する と 、19 年 に WRC2 
人 2 も 年 は WRC2 で ス 多 万 上 し た が 、 第 3 洋 ク ロア 斑 ア で WMR あ カー ライ ププ の チー トン 
ス を つか み 、 5 位 に 入賞 。 こ れ が 今季 の レギ ュ ラ ー 参 戦 に つなが っ た 。 


auto sport 


Thierry 
NUEVILLE 


目 目 ティ エリ ー・ ヌ ー ビ ル 


16 June 1988 
2009, Rally RACC 
Martijn Wydaeghe 

15 


忍び 寄る “無冠 の 帝王 '" の フレ ー ズ 


ヒョン デ で 長らく エー ス ド ラ イ バ ー を 務め 、 毎 年 コン スタ ント に 優勝 も し て いる が 、 
ワー ルド チャ ン ピ オ ン の 座 に は 就け て いな い 。WRC に は か つて “無冠 の 帝王 " と 呼 
ば れる ドラ イ バ ー も いた が 、 若 手 の 追い 上 げ も 激しく 、 ヌ ー ビ ル も その 領域 に 近 づ 
きつ つ あ る 。 だ が 、 そ ん な こと に も 動じ な い 、 ポ ジテ ィ ブ な 考え 方 の 持ち 主 。 


Oliver 
SOLBERG 


旧記 オリ バー・ ソ ルベル グ 


IVdNTIAH 


23 September 2001 
2019, Wales Rally GB 
Elliott Edmondson 


継承 され た “ハリ ウッ ド " の 遺伝 子 

スバ ル で 世界 を 獲 っ た 、“ ハ リウ ッ ド "こと ペタ ー・ ソ ルベル グ の 息子 。 ド ライ ビン 
グ は まだ 粗 削 りな が ら 、WR デ ビュ ー と な っ た 2021 年 第 2 戦 ア ー ク ティ ッ ク ・ ラ リ 
ー・ フ ィ ン ラ ンド (フル スノー) で 7 位 に 入賞 。 一 躍 、 次 世代 の トッ プ ド ライ バー 候 
補 に 名 乗り を 上 げた 。 今季 は ソル ド と ヒョン デ の 3 台 目 を シェ ア し な が ら の 参戦 。 


Based / 5reat Britain 
Established /2006 
Principa し / Richard Milener 


M-SPURT FURD 
WORLDRALYTEAM 


元 WRC ド ライ バー の マル コム ・ ウ ィ ル ソン が 立ち 上 げた チー ム で 、1997 年 に 
届 有 2 売 二 ド の WRC ア ロク ラム を 人目 の ニー に 間 ほ れ た 5 紀 界 時 者 た ちの ド 
2 レラ 40S 4UUO LU 人 GS に 9 に 70NGRー ニョ ンク クコ 2 02 シン ン リピ 
に 。 フ ォ ー ド と の 関係 が 深い チー ム で は ある が 、 フ ォ ー ド の ワー クス 活動 へ 
の 意欲 は 揺らぎ が 多く 、 存 亡 の 危機 に も 瀬 し た 。 そ れ を ウィ ルソン の 情熱 で 
0 抜 全 オ ンジ モ が 因 た だ 1/ 年 に タラ アル タイ トル を 擬人 伸 じ て い る | 


ーー 
4 BREEN 


目 骨 クレ イグ ・ ブ リー ン 


140dS- 由 


Date of Birth 
First Rally 
Co-Driver 


02 February 1990 
2009, Rally de Portugal 
Paul Nagle 


自ら 見 い だ し た “証明 の 時 " 


WRC2 や ERC な ど で 活 躍 後 、2016 年 に シト ロエン か ら ス ポッ ト 参 戦 の チャ ンス を つ 
か 婦 こ 18 年 は は 同 チ チー 私 の レギ ロラ モ を に だが こう の オード も .J 年 で 本 失 ま - そ の 後 
は ヒョン デ の 第 3 ドラ イ バ ー と し て 上 位 入 賞 を 重ね て いた が 、 フ ル 出 場 を 求め て 今 
季 か ら M ス ポー ツ ・ フ ォ ー ド へ 。 モンテ で は 3 位 と 幸先 の いい スタ ー ト を 切っ た 。 


GUS 
GREENSMITH 


ガス ・ グ リー ンス ミス 


1d0dS- 由 


26 December 1996 
2014,. Wales Rally GB 
Jonas Andersson 


Date of Birth 
First Rally 
Co-Driver 


サッ カーGK か ら キ ャ リア チェ ンジ 

サー キッ トレ ー ス か ら 2013 年 に ラリ ー へ 転向 。2018 年 WRC2 ラ ン キ ング 4 位 。WRC2 
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年 の uo- オ ギュ テー に - し CM ポキッ ーー レン キー- ド で 天 - っ っ - す すい 合名 由記 ム の の マ シン 
ェ ス ター・ シ ティ FC の ユー ス で GK を 務め て いた と いう 元 サ ッ カ ー 少 年 。 
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19 年 の セン トラ ル ラ リー で の ヤリ ス も 速かっ た が 、 ラ リー1 規 3 953 の az Weyck2y/\25 の < 二 衣 : を っ EE29 の ルリ 生還 語 軸 庫 | 
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Rally Japan ク リア ファ イル と 1 
ステ ッ カ ー3 枚 組 を セッ ト で 本 


10 名 に プレ ゼン ト 本 い 内 / 伯 


200 壮 2 バ ン 応 = 
援 団 | ステ ッ カ ー と 
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昨年 開催 の セン トラ ル ラ リー と の 関連 性 も ? 
コン セフト ビジ ュ ア ル に 
ヒン ト あ り 


昨秋 、 国 内 ラリ ー 関 係 者 の あい だ で 「 セ ント ラル 
ラリ ー は WRC と 一 部 同じ コー ス を 使用 する の で 、 
前 量 戦 と し て 参加 すべ き で は ? 」 と の 情報 が 駆け 巡 
っ た 。 セ ント ラル ラリ ー と は 、 昨 年 11 月 に 開催 さ 
れ た FIA 公 認 の ノン タイ トル 戦 。 実 は 主催 団体 の 
NPO 法 人 M.0.S.C.O で も 「WRC で 予定 し て いた コ 
ー ス の 一 部 を 使用 ] と 明言 し て お り 、 今 年 の ラリ ー 
ジャ パン で も SS と し て 設定 され る 可能 性 は か な り 
高い 。 な お 、 右 に ある ラリ ー ジ ャ パン の オフ ィ シ ャ 
ルビ ジュ アル で は スタ ジア ム ら し き と と ころ に 
ISTART」 の 文字 が あり 、 山 間 部 に 「GOAL」 が 設 
定 さ れ て いる 。 セ ント ラル ラリ ー の ゴー ル は 旭 高 原 
元気 村 だ っ た が 、 果 た し て その 意味 する も の と は !? 
コン セプト ビジ ュ ア ル を 詳し く 見 る と 古い 街並み の 姿 も 。 昨 


年 末 行 な われ た セン トラ ル ラ リー で は リエ ゾン で 旧 市 街 地 も 
走行 し て いる が 、 そ の 関連 性 は ? 
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“サブ スク "を お 得 に お 試し で きる 期間 限定 キャ ン ペ ー ン ! 


auto sport 
の OO@ 


キャ ン ペ ベー ン 実 施 中 


U2 


2022 年 5 月 31 日 まで 


今 な ら 、 開 始 号 か ら 3 号 まで 半額 


1 -3 号 分 まで ら () Ua 
1 型 1.200 円 の と ころ b 


※ 特 別 定価 時 は それ に 準じ ます 。 


定期 購読 会 見 様 へ 
[オリジナル ミ リア ファ イル 」 


プレ ゼン ト ! 


キャ ン ペ ー ン 期間 中 に 新規 お 申込 みい た だ いた 方 へ も れ な く 全 員 プ レ ゼ ント ! 
既に Fujisan の 定期 購読 を ご 利用 いた だ いて いる 方 に も お 届け し ます 。 
※2022 年 7 月 発売 auto sport9 月 号 が 購読 期間 に 含ま れる 方 が 対象 で す 。 

※ プ レ ゼ ント は 、2022 年 7 月 発売 auto sport9 月 号 本 誌 と 同 梱 に て お 届け し ます 。 


新規 お 申込 み 締切 :2022 年 5 月 31 日 


スマ ホ ・ PC か ら 


オー トス ポー ツ 次 号 予約 


お 電話 は こち ら 0120-223-223 (24 時 間 365 日 ) 
※ お 電話 の 際 は 、 あ ら か じ め ク レジ ッ ト カ ー ド と メー ル ア ドレ ス を ご 用 意 く だ さい 。 


・ 定期 購読 の ご 契約 は FUJI5an.coJP と な り ま す 。 お 申込 み は Fujisan.co.jp の 利用 規約 に 準じ ます 。 お 問い 合わ せ 先 : 富士 山 マガ ジン サー ビス cs@fujisan.co」jp 
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[GT500 車両 技術 詳細 ] 


三 英傑 時 代 。 


新規 車種 参戦 と 空力 開発 一 部 解禁 で 
大 きく 動い た 勢力 図 
[移籍 の "キー" ド ライ バー・ イ ンタ ビ ピュー] 
新 大 地 で 、 決意 を 新た に 。 
関口 雄飛 / 松 下 信 治 / ベ ルト ラン ・ バ ゲッ ト 


[永久 保存 版 ] 
開催 6 サー キッ ト 徹 底 分 析 

2022 SUPER GT CIRCUIT GUIDE 
[GT300 注 目 マ シン チェ ッ ク 」 
"兄弟 車 の 技術 競争 


GR86GTxBRZGT300 0 宰 価 :1 な た n 思 0 レル リョ オム 
M 社 50 周 年 、 BMW の 本 気 ! 三栄 オフ ィ シ ャ ル 通 販 な ら 
BMW M4 GT3 Ne 
! ご 予約 ・ ご 購入 は こち ら か ら 
ご 注文 
ay @ い WEB :WWW.Sun-a.COm お 問い 合わ せ : 株 式 会 社 三栄 ・ 販 売 部 
っ へ トト - ヒ [ @TEL:03-5357-8802 平日 10.00-17:30 TEL.03-6773-5250 (平日 10:00~17:30) 


@FAX:03-5357-8803 24 時間 受 付 


4 月 16~17 日 


四 
eS 
に 
宮 
SS 
に っ 
c5 
に 
呈 
ミ 
に 
宝 
に ー】 
に ゴ 
ee 
< 
呈 
宇 
ーー】 
S 
ト ュ = 
呈 
ビーゴ 
還 
1 | 


F リ し リラ 


る 邊 区 還 G ぶ で INA せ へ へ 公 中 中 
〇 避 レ 3 | 峯 つ で 7 

〇 Qi 電 寺 つ 台 oo4G in4Q io4HS の 
ベー ト NN 忌 電 S 刀 "て 町 京 還 折 パ 画 
短 間 也 信 性 ペ 明 培 的 半 で し レ く トー 記 遍 
0 十 貴 明 ロ ー 約 也 0 し うっ hG 選べ で 
で る 情 娠 血 IN て 公選 
TA ヘル の 評 ペ pp 尿 で そく 屋 志 つ ” 臣 
つ QK ト ー 公 改心 閑 齋 考 咽 聡 定 (5 
・ いざ へ ヽ と ) G 苦 重 @ 具 証言 約 で ココ 四 
で ロ 人 急 に つら コロ 反 づ し? 言 叫 局 ロロ 
〇 の < n エ ビー 且 ロロ の ベーhIhG ポ 
器 案 や 公記 貞 つ 刀 ま 訂 ミ ペ で ゼー 
Sto maJ TA ドル 守 訟 ペ 二 虹 虫 " つ 
Sp 〇 で 半 テ 五 4 本 全局 葉 各 甘 調 G 
ふく 志 詞 只 の つ " 

ト JG 末 困 介 ロ 〇 コ 率 に 臣 謎 ら ・ の 
om 登 提 よく AN トー、1 れ で tkG 到 
Ao): NO ンコ に に SESAWEYA さ 
到 避 叫 局 且つ ヒビ つ コ 選 つ ヒロ ロロ 〇 エ 
NG 補 田 球 寺 ” 寺 拓 SS 選 全 簡 路 選 
6 剛志 上 配 レ く K 了 で マ N 玩 家 く 音 6 
3 填補 で ”「 愉 中 (| 中 で さや ) 
ペー ド K 下 や マモ リロ つつ 6 じじ” 
いで 反攻 ロ リン うう うろ で 6 仏間 
や ぐし じゃ 公 。 SS し p ( コ Q) 巳 合 9 
いこ 2 | Fi SCSMOEI 

臣 ヨ 較 組 ホー キト て ポロ ー ド 貴人 上 


っ ne は ト 必 邊 さ ささ て トー て 人 色 老 


革 し 的 や ドー く ー 由 で ふせ 困 其 交 屋 公 
9 INS NAS で 公 つ 訪 ペ ーー ゴ 玩 い ひし っ 
し お pN ロ S ふつ し 鹿 と おっ) 公定 給 
Nv で や り けり 公私 NyO ら と ヒート 
INS エ 則 S 刀 )) レ 肖 狐 きつ し や 出 束 記 
り 民 記 閉 珍 的 喧 や Jms 台中 表 ー 
未 癌 咽 〇 し 二 認 所 づつ 台 葵 ペー 人 KK 
へ 台 提 導 G 四 堪 じ St” 過 隊 陣 臣 
回 奈 G 坊 時 し りか て 入 で 7 ハ 交 叶 人 
だ こめ の) めい: に まこ. 介 主 コト ピュ II 


NG 店 加 人 人 多 さ 6 貴 配 じ 共 一 ミ 玉 公 
Am へ 4Q 坦 町 つ 語 号 個 ロ ジロ 〇 の や 
て へ TN 釣 話 也 つ レル セー 代入 将 っ 
SS” 6 選民 中 回 装 概 か や 心 召 吐 
醒 け で し っ 7 

ュー ド 選 着 ” 中 眉 選 ミ へ ルー 
テロ nn つ コ 上 肝 性 | 國 具 K コ ユー て 
し 持 る S ね で 刀 の 中 局 和 NN ロ デビ の 品詞 
つ 受 〇 の 〇 Kー ト IN 挟 臣 勾 音 提 
atG@ JJ し 寺 H6 選 FN INK そ ユー 
3 明 し < く ト AA 避 潤 生計 慰 
ms | 居 器 模 っ し 幅 由 中 寺 つ で 


Go の 叫 局 の ヒビ ココ ロン ー 己 の 


< } ら - ヨ 所 幅 提 LtyG 
KG 皿 ′ 中 胃 避 電 吾 | トト ヘタ 
ーTNHH 二 生生 し 29mG ユキ 括 で 
諾 証 0 生 く RW ウネ ーー 
ト ヾ ふ ロ 信太 づつ し の 幅 中 上 中 本 つ P 


和民 区 皿 是 明 公 ぐ 市 遇 坦 時 交 中 玩 地 
ht@ ょ JJ で 困 背 や OS6 ロ pSRQ” 店 
員 坦 只 G 芋 打 尋 Q の 里 回 つ きっ 
未 芝 揚 明 80 村 7 


紀 員 ゅ この 押 @ 抽 友 


喘 右 赴く 


SEESIINISYDLNWEIIESpOEMEEESNTESGS さ 
器 態 じ 6 で し の 店 WStvSS ト トロ 
ー じ 誌 角 癌 押 全 細 NR ニセ に K ト 
NX 時 忌 つ し 顎 、 き 誠 想 本 審 上 うい 
JJ% し G 奥 凌 刻 RRB い 投 
や で StoG” 証 誠 9.PBlee 
い や や 未 訟 上 G 褒 固 盟 者 MK 吸 じ SN 
「( 衝 回 表 表 人 @ 交 2 い SBn ト 、 
ヽ へ 他人 還 生 0 記 中 邑 
し つや 公 ^ さ 下 S 拓 ーー ヘ リ N で ペ 芽 頭 
陣 公 人 Q 穫 っ 中 衣 99=。 電 昧 ロ 
で ヾ ャ 人 加 き | 恒 還っ 編 国 じ 半 有 
伯 虹 し let つ |N 朋 eG せ 7 
IN へ G そ 田 員 は 加 選 久 加 恒 頭 く 6| 


所 Se 上 作 し = Ro る っ で | 
親 李 へ へ 2 公 間 ご 己 財 ロ ーrG 下 | 
信昌 帆 し 3 っ 中 部 GA HINA 記 | 


へ 1 ト ヾ へ へ 箇 時 も で し 弄 枯 富 ロ 
WE 役 謀 筑 ボ 公 皿 村 で ーK っ で で 7 
舞 唄 く @ 環 電 本 公 き | ロ p 認 -A ペ もせ 
し NATN 生 っ 26 yp 乾 吉 6 
KKー と 回 雪 GKAA PA 車 2 ヘー 


| 


| 」 替 


[ 


| 


1.0gasawara 


ai 。 


褒 


RSSeUI 
Nuit0 S6TVICB 


三 . 
PF 
< てこ デ ・ 


jpgsem」 
JCO 
ANAN 


に と < 人 購 at 人間 四 イン トン ンー 


を その 事実 が 物語 る る の 衣 NG で 3 車 が 代 寺 


同じ 燃料 リスト リク ター 条 侍 の 昨年 PP タイ ム で は 
還 


の た め レ ー ス は 料 烈 を 極め た 。 フ ロン トロ ウ を GR 


0Q1 敗退 し て し まう …… 
の 進化 # 
スー プラ が 堅め た 。 


レー ス が 動く 。 


し 
終 毅 


oc) 


8 番手 を 走行 。SC 介 入 の リ 


表 交 
スク を 誤 け て 多く の チー ム が 早め に ピッ トイ ン し て 後半 


行く 手 を 阻ま れ 序 


半 担 当 の R. ク イン タレ ッ リ は 36 号 車 au TOM'S GR 


は 50 周 以上 の ロン グ ス テ ィ ン ト ( 


SuDra【 


前 


078 


モ 
ら 
ひ 
ら 
] 
融 


橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) / 田 村 翔 (GSho Tamura) 


原 買 士 (Takashi 0gasawara) 


堪 


ニ 
(@W 
〇 
ォ ー 
〇 
三 
ロロ 


K 巡 壮 G い ミロ ーK で て H 回 語 醒 ユネ に 
ふ ーー て うり し NG トド ポーズ ト 私 記 短 6 
現 も 旨 引 時 "65 四 ペ @ ロ ふく 
I ト で ヘー で 選 選 壮 じ 民 恨 づつ 所 率 で 
3 電 家人 の し 和 所 AA 玖 二 待っ 
6 

Jp つ ゃ 未 問 中 公路 さじ 絢 固 豆 飲 公 
NNIJ6 し 二 愉 べべ 生 衣 哲 公 回 介 つ し っ 
刀 +nS8 の 揺 宗 し 区 MC し っ や 時 
貴 せ 6 で 刀 ン 村 お 6 りり で で 妨 屋 給 
震 公 Ne” 審 福 中 回 名" の 呈 KK 
ーh ト 選 二 HS 公 尋 S じ NG 6H6T デ 
ミ つ 刀 公 の つ 宮 っ ” 更 暗 SQ 呈 司 
テヒ に つ コ 6 ペ ふ で や 遇 忠 帳 能 0 思 7 
貴 森 無 攻 コレ ゼ N の EKーNIN' 
の < - の FN て SNSG 表 ひし っ ぃ G 涙 
VANE さ まま まき た | さく だ Go 
憧 時 笑 公 環 0 し うう 7 上 IN へ 届 昭 
ン NITA 和 トト TA 本 へ 公 王 拉 選 家 WW 
トー てく ヘ ト ー 公 更 喧 Ne の KKー ト 


ING 貴 端 ロ ー ン 時 時 で hG | 骸 @ 計 喘 


R ゼ ぜ く トー ホー せ 人 かー で うっ 攻 雪 レ 
KS 窒 四 ロ Ke) 民代 つ 刀 5 w つ 
レッ の <G 羽 る IN 和 一 jpIh で て く 
本 S 入 必 へ トモ ドー ド 枕 喧 や で 


(は リ 2 


ーー 
[ 三 ] 
戸 


浮上 し た が FCY か ら の 
選 最 高位 
4 台 と も 速 さ を 発揮 。 


2 勢 巴 
位 


go 
要請 ョ ョ ン ADVAN Z の 5 


ッ ク IMPUL Z は 2 番手 まで 浮 


リス ター ト を 狙わ れ 順位 を 失 


カル ソ 


ne 旬 R く トト ー 公 色 来 癒 員 猪 守 寮 し 
147 ZiN マ 一 約 っ ろり 記 で KG っ ) や 
EKSIPISYV> 

OR て 和 を し く ト へ 滑る 史 お 怠 S 
の め 、 補 代 く か Pk2K つ SAIULIYS た SI いで 
取 で や 郊 固 ロ 角 本 NG 1J さ ン ゴ 必 公 で 
へ 諾 ら 計 SS や 部 和 きつ し く ぐ で ぶ 心 へ 
N ペ ーKP』SteJ 和 内 下 し Wes っ? 
恩 つ 公 ユ 邊 ドー へ ヘ ふ マヤ 昭 *06 公 で 
貴 挫 損 GT 人 ト で へ ハロ ヘビ ビレ ゼ CK 
ーININ_ NpD ロ AIN へ AG③ 尽 ユ 
S る る っ Jp 周 堅 つや" oCG 遇 血 
人 SS で 多 い 軍 暴 老人 Y つ 
邑 陣 っ さく 々 ミ も し 電 二 ” 居 唄 G で 回 
S 鬼 記し も ぐ 絡 記 所 節 nwohtGe ン っ 6 殖 
提 避 SG ひ し っ ぃ @)) う 色相 椅 閣 し 臣 や 公 

6 で Oo 
ESIINEIIIR さ ) 
< く IN 栓 一 [> MKJ つ 
レ 必 で くさ うっ レ 
JO SGS で ri 
「 ふ ミル 公民 マ 揚 
二 N@ 徹 わ 公 KG@| っ) 
IIy^nG や ぜ o の 忠 局 〇 尼 


1J 


| エロ ヒビ の ロ 〇 の ヒヒ の 受 O つ ヒコ NG 


士 沸 円 27 HA 人 色相 章 G 半 明り 青 


翌 選 環 忠 つや 周 玉 ミミ トー 人 6 隊 爾 
1 ひし レ K エ ペーー じ 率 了 し wonet 心 ロ 
6 で 届 の 下 倒 つじ 中 映 語 遇 由 公 Q 


io 晶 H や 下草 つ Q| 吐 せ 才 台 "77 
AHihA 四 シン SQ 叩 局 A の 叩 低 色 区 つ 
IIKPGXAI ト ト AK つ きっ "mn 鐘 
午 唱 坦 器 求 拭 じゃ ote 纏 維 公 擬 庫 0 刀 
US 國 欄 や KW っ 記し っ や " 

IN ユ 條 K て へ 選 國 ソ 避 中 周 玉 さ へ 昌 


Sp ドレ 志 國 ン 諾 叩 局 RI で 


人 K ロ 一 さ ー 和 AA ロマ IN 
中 哨 二 圭 rHS "ロト で 込 相 へ 公 
加 限 め 全 SESSSY SH 時 に 細 
AMEEEEtPSN | 


1 
| | 


| “ | | 
「RHRG ユ SINAK ロ WP っ っ 
wG く ホー 人 JO り JP 
で ャ 避 し yp 映 寂 散 公事 CM6 つ 忌 ] 
田 表 過 ? 麹 鶴 豆 い 6 半 玉 撮 枯 く INA 
KG 押 SG ふ る だ で 10 で 3) 届 っ を も や jp の 
ーー ポレ ーー 公 で し っ っ tee も" 
SS い 「GOF - 選 じ 下 公 で SN ペー エ ハ 
ふ 聞 G KK ふり ユ ト ド の つ で 太古 玖 古 拉 


| も | ヽ 士 せ 朋 Ne9 KK て 尽 宮下 提 
0S し っ ドー ミーK ト ト く B 庫 4 


蛋 軍 公 で SS びり 刀 7 

[ 巧 思 6@ 長 填 ” 引 隊 玖 股 WW じ 色 ① 
レ し も で 」 っ J 且 teG ゼ 記 殖 恨 中 お へ 
染 旧 細 ′"Kー ペ ーーK コ リー 約 則 正 つ 
レロ ー ぶ 人 トド ポーK じ 所 で や hG 個 十 
(時 Q 考 ) 3^ ヘ ハ ユー 人 KK 想 理 ロ エ KG 


OK 一 刷 三 中 里 ロ ー ン | 

の < く - ウ ヒー ニー く ぶれ へ へー ベ 

N 三 7 へ HINA@ 蛇 粒 

SRX 公表 IO 舞 喉 和 0 噌 
“ 「 


| 


MSAN ネ ーKSIAIp 
系 (Ro) ロ 92 いく 
EEESERSNGO の MY 
QG 革 WSR 避 で 公選 記し 尽 S し 
La NII 四 
ON0 つ ちら 心 掘 了 @ 唱 M 和 ” | 

Te 


の K ト ヘー 柱 典侍 時 古 So 
| 

らら っ K ト ヾ ハーG 出 導 区 つ "| 
JJ で 6MGIo ら っ ら ューK ユ jpKTN 


回 区 接 KーNIN 振 沖 や に その 
<JN 公 弄 で 隊 還 中 時 SNep G 67 
所 @ー ベ 財 隊 りつ ゆ 呈 ペ 
NRHEGG へ] SH 


nASSEASERIN べ Si っ PSTNCE ュ HON 
「 
! | 


「 


| 


| 


匿 陣 肛 つ で 


[ 


T.0gasawara 


モ 
8 
に 
8 


lm 
い 
一 
6 
いひ 
し 
中 
寺 


2022 /775 8 所 盛 廊 衣 7 胃 証 証人 証 効 衣 廊 崩 旗 


4/VN4 た YS/S 


GR スー プラ NSX-GT 


開発 陣 が 感じ た それ ぞ れ の 


Text @⑳ 大 田 進 之 介 (Shinnosuke Ohta) 


QOQQ 吐 Kー ミ ベー の 上 振 癖 攻 コ 
39” 語 忠 司 ロ ロロ O の 公 で 炊 志 し 牙 
癌 Q 編 いひ 刀 了 て 還 和 座 碧 jp 革 回 稚 和 
ヶ 公 や G 枯 っ 二 し て 羽 層 給 3me 提 喧 
つ 刀 た へ 尽 碧 jp トト S で G 貴 震 く ) 
人 S ユ |「 條 由 の ペー ドー 公 某 得 殖 舞 
Je| の っ 心中 杏 GS 愉 "貴明 選 遇 
貼 到 で て トト コロ 外 十 公 公 SS で SS で で 
に 忠 有 oon o て ヒ C 受 の OK 
ー ト 慎 トロ ヘー ロ 心 公 必 玉 公 人 込 町 ヘ 
9 に の 叫 局 ロロ の の と の m ロ 
コ 〇 の 〇 の の エレ ヒロ の ベーhNih” つつ 
レー ド K マ ーKG 芽 公 で SS で 妃 叫 
帳 て ooEo 乙 の へ - の ヒビ" oo 忠 
帳 て と ヒビ マエ 乙 - の ヒュ J)” て 
で 陸 本 玖 細 つ 玉 | 癖 じ め 但 で 7 


環 揚 公 :QIJNNGA ト 1 


々 ーK 由 條 ミ 介 貴 砦 順 選 司 G で 
の 、 交 屯 つ で CO” 加 吐 5 葛 さ 「 う 
ーKTAI ト Am へ しめ p 率 で コード 
間 二 te@| の 八 束 昌 龍 中 交 直人 し 
WO 世 へ 入っ )) 門 来 公 QG ロー IN 
ふぐ @ く マ で ユー せ エ GTA や トー 電 堆 円 つ 7 
ぶ ふい へ トド ポー ド 午 細 り Ke 回 悦 笠 下 二 
9 還 い 丸町 入 の pp ロ ” 加味 ゴ ロロ 
edHG 震 経 提 人 各 り ト で 失 呆 し 更 tGKJ 
うっ)!M 区 つ レス っ AGT NG 星 り 豆 つ いじ" 
條 冒 p 記 選 堀 万 の ベ - の ヒビ 6 柚 記 
侍 っ Ne エビ の G 志 志 呆 現 コ n コ p 応 
る 愉 リ 給 臣 生 Ke" 
UIOESELEE ぐ 
つ ン SS で 選 G セ やじ | < 仙 叶 せめ 心 や つの 
QBN さ ルド 昌 谷 つ 記 公 で の ( 品 ら の 串 
局 の ヒエ コロ ンジ 6 層間 ) で し っ 
GS や 6" 刀 ) 提 李 さ 呈 殖 提 @ 
せ じ 6G 美 っ つけ で で 6SP SG る やつ 
6S ト 公 そ KS シン っ う で しさ っ うり)J 
OS 二 じ つれ っ つつ 記 」 


Q 革 " 親 趣 Q 叶 2 さ 6 能 椅 疑 JS で 
刀 攻 コレ ゼ 記 叫 居 と o on o て 到 品 Q 
コ 詞 に ら レ モー ネモ 公 人 A 還 へ 机 柄 昨 ? 
w つ PyNG 計 呈 尋 守 ” 語 叫 ロ ロロ 
の 6 吐 雇 簡 お 1 に ト 率 私 ふく < ミート K 
り へ 思 っ 宗 記 り 思 ささ" 選 壮 GKN ミ 
く ト DA や p ゃ セー 公選 楓 さも 0 記 」 
ECIISKESNPSK 全 くだ く 2 ぐ Po トニ ES 
om 詞 員 " 6 科 電 人 G き 「 選 区 4m 
Jp 字 加 宮台 ” 還 R 惑 下 蝶 坦 G | 
嘩 野 半鐘 SQ) せっ 0 コ ペ ーK 
ウ 『ー 訪 6 寺 』 玖 貴 科 や や Noe く N 
ー ド へ に K 慌 咽 や で 
IHS ユン ミ ト SNQS う っ うっ 愉 G や 
S さ もつ | 入 マ S モ トト へ ハエ ミト 
ATNp 抱 や も つ 日 A 人 AS テー 
ささ さく ミ ト 代 NO つう っ 心 G 電 近 w て 
"間宮 公選 …… 電 諾 交 思 つつ 穫 で や で 
べべ 語 扶 じ 人 で っ 凌 他 つ を SS で 刀 公 記 " 
ぅ っ や 昭 で し せっ うっ 志 | HENGGS” 
号 土 司 恒 査 幅 @ 著 Q 選 思ひ し 忌 ビビ 
ロ G 電 NSRT で 祥 で りり 7 SNIhK 
喘 選 SNe の の ヒビ 6 胡 才 レ ゼ ” へり ト 
S 虹 税 所:QYOt0 電 喧 計 うっ" 

[ 届 Q 避 で ンマ ン JH トロ GS 束 時 p 搬 で KO 
4JIJ 到 殖 下 ポ やや 6 し” で 公記 SIJ 
し (A へ 7 ロペ ー へ 本 へ 十 交 ) 臣 つ 
し 押 局 村 Ne…… つ っ 心 AJ ト IJN っ 
ぶし っ ポポ や で” 坦 つ っ うり)JG レ ゼ 下 
6 尽 NT つ し 揚 帳 公 棋 お 刀 謎 や 
3 う 心 を で Q 相 で G 公 "マセ US 
レ リ で され 本 色 ペーK 細 ンマ 玲 ン 
所 で も Ke 刀 S 6 馬 誰 選 ぜ き で レン hGG 
RS で | っ) 型 邊 W? 

回 忌 Goー ミ 人 1 ト ヘ マ ー 心 醒 理 
SG 環 Q 絡 岬 填 や ” NG 明寺 GS ペー 
K 環 衣 " IN で マ く ー6 寺 回 KI ト で ヘー 
提 忠 公 避 2 NN ドー ドー 回 し 


| 
Im 
* 回 忌 、 う せっ SS で うっ 答 お p 四 っ " 


080 


auto sport 


ニー 


ンー デア デー ニー ンー ーー テー 
, (ヴー ブツ ニス イ 
WI 
が 
_- 


) ” 還 チ 
嘆 右 時 で 6HK ロ 


ャ ーー ニニ | 


NTJWAUG16Q 己 球 肖 p1G 公 


= 良 全開 - | 


如 V 賜 へ DOSG 了 語 や 


II トマ で ミー 公 欧 坦 じ 骨 で te@ で や うっ 愉 
SG” っ 6 し G 路 男 問 ペーK) ゼ 抽 
欄 悪名 本 3K0G し "ホー ゴロ で 
IN で ベーGTA 肖 一 AT へ 球 能 し 


っ 下 表 JO ン 再 :n。 避 公 『 宣 


N. Mitsuhashi 


人 売 』 で 民 尽 り I 上 CO し っ he で や し らし せ で 
っ 」 っ ′ モー コロ ーK も し G 絡 時 和 融 " 
「 苦 結 来 マユ 骨 十 せ 民 っ で の) 唱 坦 時 
倫 つじ っ hG っ JJ 人 下 下 6 に" 


IN 挫 握 
内 he Y ポ 地 昌 し 骨 で te スト ーp 二 や NG し (時 謀 KーNh) SG 早 李 / 具 っ 
に 6 っ 反 "っ HePGo ら の 量 JJ 押し っ で …… 也 笠 机 所 
8 る ペーK ふ 区 O+tCSKKAK も せ S ス お や 名 補 JSP veG 
る 全 6h 公 / 友 午 時 疾 公 也 っ 時 心 鐘 っ ろ C 選 滴 送 ちせ 指 時 己 要 つじ 6 ユ 細 
3 拓 庫 く ぜ ユ ー ベ 率 旨 し 弄っ や vo 隊 醒 全う 舞っ 色 し woe くつ を 3 っ 公 " へ 虹 
ま や し し っ 6 居 つ "の らら 生 し を et スー で し せっ 6 邊 」 
IE は まま さら gQ で つ 只 っ BR 藤 疫 。 や ミル BROPGSINONOapSSY | 
ーー StG 公 守り 昭 で 6 も 」 KAwG 越し 4 同色 震 百 玖 本 0 じ 堺 ンマ 提 で 刀 で 
ます 震 帳 選 色 朋 で 等 mwG 下 人 の お し せる っ 蛋 野 御 " 貴 棚 に 玩 札 和 交 6 
必 区 般 ね っ 「(RHR 豆 ) ト SNI ト ーー で お きせ NHK つ レス っ ン ペーK へ 8^ 務 Q 占 


ウパ で 喘 親 紀 層 No 時 界 つ ささ Nm 


NT ヤン も r 
ャ ーー ニュ の ャ 
っ ジマ ャ 二 さ *ー 


ニニ 


ジー 
まま デ 。 


購 、 
ー ー も | 
' か 工 甘 慌 公 G 
ユ ふ 尽 / つ やぶ や QSG ンジ 中 維 め で 
下 下 皿 料 K レ マコ 、) ふ 人 虐 谷 で 
恒 玖 思 GS つり ?) 由 己 壮 営 G 到 
ら ヾ ふさ 選 同名 区 で 」 昌 き 客 半 坪 計 。 
に ハム 中 東 皿 JPS 挫 ロペ で 
で て 吾 避 WW ピ Oo s+ で 醒 記 同じ 柚 
| て 六 G 同 ず ヨ 間 三 間宮 呈 十 早 
ヨ ペ 演 や jml 臣 | 維 。 的 財 刀 ら 現 GS 
IGG こら 。E に で 芋 つ p 率 
| 回 | つの て ゴゴ 謗 , つ 交 。 惑 。P 遇 = 】 
= 串 1 ユ さ 結 xek 現 夷 X 束 臣民 っ 列 店 
らぶ じ 呈 や 民 串 っ ン 享 一 壮 じ WW 来 セ 当 
ぢ コ K ベ ペ つ コ 尽 公 匠 豆 
思 | 
CO 
〇 つ 


4 月 16~17 日 


四 
e 当 
に 
宮 
SS 
に = 
c5 
に 
呈 
ミ 
に 
宝 
に ー】 
に ゴ 
トド = 
< 
呈 
宇 
ビ コ 
に 
S 
トド = 
宝 
ビーゴ 
回 
1 | 


』 ガ ロロ ガロ 


本 格 テ 


7 つ 加 て 5 レー 


2 ジャ ー 
人 a に 

み も 充分 で な い 状 態 で 
それ で も な ん と か する !2 


公式 


で タイ ヤ へ の 合わ せ 込 
ん で い 


た 


リラ バリ 一 が 2 に に zo ワラ 


5 


上 臨 


ュー 


【 


て いた テス トド 日 が 雨 
幕 


M4 GT 3 の 
スト 開始 は 岡山 


開 


T.0gasawara 


と っ て 面倒 な ツワモノ カ 


し 」 
夫 


イ バ ル (【 


BMW ワー クス ドラ イ バ ー に よる 
き ぎり ぎり バト ル の 始 まり は 前 の 週 


ラ 


Text @ 吉田 知弘 (Tmohiro Yoshita) 


のど ヒ の の の ふ INKp 邊 友 じ 0 6 
て と さ 短 中 JJJAN 軍 各 シン 
GS ユー ド KS で 刀 公 広め 香 皿 交 
潮 人 で GSm 且 且 トト ふ ハー ニ ーー IN ト で て 
く ー6 ト や むふ や Kー・h ト トミ NKK や" 

仙 帳 ^ m 受 三 且 さ の Fo の 避 くつ 
8m 受 三 - ヒ oo で EE の どど コ で ー の の 〇 
の コ 6G 末 R 調 ひざ つじ ユ 和 HINー 交 
員 や で や PSS”" ハーK へ KNhGIK 
て ロリ 3 | 授 め 鈴 革 じ W 屋 "の ② つ 0O 選 性 
匠 じ 貴 椅 絡 是 く ” 莉 コ 陣 談 ホー ヤ 
ヘー テ 3QG の の 叶 選 三 - に 〇 〇 し 中 結 括 
記 刀 SO 公 唱 拓 話せ 光 財 O 心 
思 で で し っ " づつ 忌 づつ | 時 人 ローK で 
へ iQ@ っ J)” 堅 団 ぐ に 取 せ | 居 唱 公 小 
0 で で 7 


N ト さ NK・ さ て へ 持 祝 


填 醒 G る る 福 泌 困 ル ミー キー ト に Kー 
9 過 " 咽 辿 4 旨 t@)” 寺 選 中 中 
O 〇 Q じ 過 守 旧 思ふ SC で 旧 
jp 天 で Q 生 ) の ヒ の つの GIINKE に 晶 由 
選 理 是 " 下 論 し せ 据 一 混信 @ ぐ く て へ 居 
也 古 置 No)” 模 洋 NG 細 RSIN で てく ミ 
ONSMSESJus9 マ ん ニッ 3 ぶ 3 に く 才 還 Yo): (TIN 
選 取 つ " IJGH6H 十 斉 N で 中 人 信 可 
尽 う 昭 で で 刀 公 ) 伺 さ の 臣 り っ 心 ))) 
ぬ Q し て そ ビ ヒビ マエ 乙 の の ヒ mOG 閉 量 
加 唱 弄 胡 で 客 敵 軸 交 自 マン で 


JO 


Nv で し jp 「) で や ペーKG | 葵 礼 
で 圭 民 色 っ ター| お くも お くつ 妃 
欄 中 ” ロー ロム くつ 人 S 判 橋 中 岡 G 
ペーK し G1 れ JH 時 鍛 や 人 で し 公 7 
NG 壊 @ 詳 0 玖 徹 つや 嘩 本 で 7 

N ト さ NKDJ で し や? 天 G 台 振 
吉 け る で 人 選 爺 せ で くく 計 褒 、 ゼ 7 
ペーK い マー 必 拓 SQ 選 で し っ や 7 
「 ロ 本宮 @ 旧 頭 じ 款 岡 マ ーIN で マミー 
て 画 避 数 つ レ <ーー ミ 公 尺 で で 二 篤 り 


く 自 夫人 を ヶ 
SQ 選べ I 
Cs 上 普 や 
や 大 暴 邊 二 。 
つづ 理加 時 
Q で し 四 い ど 
半角 代 。 
山 交 = たこ に あい 
衣 村 りら っ 洋 
N HH ム つ の 

ョ ウト テ "上 
生生 
Ne 
IN XXG 尋 愉 で 
TN さ SI DJ IN 


レ っ うぃ e 朱 訂 刀 で 
明記 * り で し っ ぃ GO 


に 


し 
ず 


9 
6 


Me Je SR へ 


5】 


し ガ 
上 / 

ミー ゴゴ K つ 私 J 選 6 
トペ バツ 朱 装 叩 。。 
へ 4L 。 紅 公 ト o 。 畠 で 
GS の 中 公 玉 ケル こと 搬 づつ 
中 答 可 G し くき コ ゼ 
四 飛 選 査 へ する 贅 時 
ら 去 へ で 時 ドコ の 
3 ント 三箇 
能 K く < 葵 っ < 堅 s ご ご 
| NG し じ さ つの 選 記 


人 4 
ヽ ヨ 
い 
に 1 
に 1 
1 
い 
ーー 
提 
本 


da 


1 お 者 
2 グ 


" 男 電 六 論 扱 湖 jp 
^ で し jp く 囲 ら 衣 


つや 16016S 邊 騒 色 泡 陣 で hG 
遇 G 


性 公 Q 窒 抽 つ 芯 答 騒 
く 画 し WS っ 6G 福 人 色 で 和 公 
KGMEIE 史 っ 選 G ゼ 思 く 


層 必 公 で っ う っ 7 
ト 


IS 
下 公 心 


T.0gasawara 


082 


auto sport 


S.「amura 


ルー キー レー シン グ の 優勝 が か すん で し まう ほど 山本 尚 貴 の 
ポー ニン ドク 40 お SM に 2 人 人 n ジ ク まま まめ. の スニ パ 
GT を 堪能 し た けれ ど 、 今 回 の 現場 で は その ほか に も 感じ 入る 
場面 が あっ た 。 

上 K2 の ENGOAe 十 2 ココ ンス ンー ルレ ンク 7 の 020SR プ (WE 六 : 
BENー き 7 パー ラ 08 ドッ 0 の ンド ODM 
公式 玉 選 を 走れ な か つた 。 ず する と 上 意外 な この @ に ツイ ッ タ 一 で 土 

屋 武士 が | メカ の みん な は 、 
な ん か 楽し そう 」 と つぶ や い 


還 信 の ら ウ / 清 て いる を 見 っ りな 。 
折れ て うれ し い 40I ま の DU の sa の 7 ミク の 


ドラ イブ シ ャ ラド に 2 4S NN [今日 は 彼 の お か げ ]」 と J-P デ ・ オ リ ベ イラ 。 ス ター ト を 担当 し た が 藤波 清 
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々 で く へ っ JHS で 刀 " 尻 折半 
王 で 四 記 約 下 信 や で 昭二 」 

結 々 据 車 G さ 々 ミ 公 吉 倒 ^ ShG 撮 
演 し や 挫 枢 160C レ し っ hG@K 一 ミー ト 
ペー//7THiN ウ ゼ ” HG で 篤人 提 色 
癌 部 ぬ 装 生還 ko” NG 揚 的 由 貞 前 選 
剛 レ じ う ン ぐ ” 机 細 人 トー 尽 償 球 *) 
二男 民 っ りり SC 唱 下 っ で っ" 

胡 ゼ ホー コス 旧 忠 G 共 ン HA 公 1 ト ユ 
へ 心 普 貴 G 緊 才 せ ” 苦 幅 選 叫 避 SX ヘ 
K 多 相殺 つじ っ 刀 や ミト K 公 キ 
く へ 嘩 区 KN0” や ミト KG 企 由 ホー ベ 
TI い Gou4m 幅 坦 む レ っ ht の” 崩 生 6 
中 具 Q 才 レト ホー スコ 下 "NGHA 公 
1 は へ や G 性 際 、 避 更 刀 te ホー ベ 
T 必 SN で じ 癒 症 ボ 間 貞 時 つつ 民 G ゼ 
喧 計 SN っ" 
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T.0gasawara 


『 まつ 


悲 あわ や 大 クラ ッシュ の バト ル も 
可 夢 偉 と 右京 に わだかまり は な し 

第 2 戦 の レー ス 中 盤 か ら 小 林 可 夢 偉 と 右京 は 白熱 し た バト ル 

を 展開 。 ホ ー ム スト レー ト 上 で は 大 クラ ッシュ に も つなが り 

か ね な い 接 近 戦 も あっ た が 、 レース 後に は 一 緒 に 取材 に 対応 

まあ など し て お り 。 わ だ か まり は な さそ うた 。 


T.Moriyama 


- すす 革 こ 。 
ジテ NAT - 
『 ーー rh 4 に ミー 

し er > っ _ デア ュ ア に マー 2 に 


回 次 世代 車両 


& タ イヤ の テス ト が スタ ー ト 


富士 戦 に 先駆 け 、 日 本 レー スプ ロモ ーション は 4 月 6、 7 日 に ダラ ー ラ SF19 開 発 テ スト 
カー の 走行 を 実施 。 初 テス ト と な っ た 今回 は 、 新 カー ボン ニュ ー ト ラル 燃料 の テス ト 、 新 
スペ ッ ク タ イヤ の テス ト 、 そ し て オー バー テイ ク 促 進 を 目的 と し 、 ダ ウン フォ ー ス 量 を 削 
減 し た 状態 で の 走行 テス ト な ど が 行なわ れ た 。 今後 も テス ト は 続け られ 、 こ れ を 通し て 得 
られ た 空力 な どの デー タ を 基 に 次 世代 シャ シー の 開発 も 進め られ て いく と いう 。 


T.Moriyama 


開幕 富士 2 連戦 で は 野尻 と 平川 が 星 佐藤 の 後塵 を 拝 し た が 、 第 2 戦 で 5 位 入 賞 を 果たし 、 存 在 感 を 示し た 。 
を 分 け 合 うか た ち に 。 こ の ふた り に 
ラン キン グ で 食らい つい た の が 宮田 
利 朋 だ 。 宮 田 は 第 2 戦 で 3 位 に 入り 、 
フル 参戦 2 年 目 に し て 初め て の ポ デ 
イア タム 登 寺 と か っ た 。 


Round 1 & 2 Fuji Speedway April 9, 10Ih どり リ ど 選 捕 月 戸棚 月 月 TES 
2022 SUPER FORMULA MI ll 6 
| Round1&2 | 所 由 細則 l 1 | ! 


S.「amura 


較 今季 最初 の ウイ ナー は "前 日 帰国 "の 平川 ! 
第 1 戦 で 3 番 グ リッ ド か ら 発 進 し た 平川 宮 は 、 ス ター ト で 首位 に 浮上 。 6 
周 目 に サッ シャ ・ フ ェ ネ スト ラズ に 抜か れ た が 14 周 目 に は 順位 を 取り 戻 
し た 。 平川 は 25 周 を 終え る タイ ミン グ で ピッ ト に 向かい 、 そ こ で 先 に タタ 
イヤ 交換 を 済ま せ て いた 野尻 に 先行 され る も 、30 周 目 に 野尻 を 攻略 し 、 
優勝 を 飾っ た 。 今季 WEC に 復帰 し た 平川 は 、 実 は SF 富士 戦 の 前 日 に 帰国 
し た ば か り だ っ た 。 会 見 で は 「 帰 っ て 寝 た い 」 と 話し 、 笑 い を 誘っ た 。 


T.0gasawara 


較 結果 は そこ そこ で も 存在 感 す 


mm 6 ee チー ム ゴ 膝 夢 は デビ ュー 戦 で フロ ント ロウ を 獲得 。 第 2 戦 で も 
宮田 が 初 ボ ディ ウム ES 
Av 選 立 リル 速 こ な 2 2 呈 二 * 貼 遅 な ど 選 バ 


第 1 戦 で し っ か り ポ イン ト は 持ち 帰っ た 。 僚 友 の 三 宅 淳 詞 も 予選 で は 


品 

新 リ ヤ タ イヤ は 

や っ つば ぱり 違う か も ? 

耐久 性 の 向上 を 目的 と し て リヤ タイ ヤ 

が や や ラウ ンド 形状 に な っ た の は 前 号 

で お 伝え し た と お り 。 開幕 前 は 「 あ ま 

り 変 わら な い | と いっ た 声 が 多かっ た 

が 、 気 温 が 上 が っ た 富士 で は 「 タ レ が 
早い か も ? 」 と いう 反応 も あっ た 。 


N.Mitsuhashi 
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さく さら * 


6“ 


Text @ 半 世 ML(Makoto Ogushi) 


K.Kobayashi 


Ii 
ーー 。 あ デン 


eu 


ヽ 
の ) 


K 一 ミー トド ーz//7 HIN (の 上 は) GGQN 
叶 ペ ー 人 KK へ 鯉 拓 艇 GK ペ ー ト で へ や へ 
ユ ト ー ロ ゼ " 喘 有 艇 ロー トー で 人 コ ロロ 
ー ホ トー< 互 じ 細 っ 友 計っ し っ 7 
岬 午 K ウ リー テト HS て 豆 窒 選 NG 中 っ K 
ーーー ド じ ゼ 弄っ 恵 じ SNe” 1JG 球 末 
PR 色 17 の LGSHA へ AII ト 男 困 セ 
te ト kJAJUSCAQ 圭 選 人 不 且 琶 
AGES た くに こめ や コー リバ で て 


K ペ ー ト で へ 必 ふ 私 と リロ 音 羽 ン 
G 司 恒 せ ” 咽 パ むふ jpNRN ロ AG 
か へ トド ポー ド 電 提 和 を 必 己 融 
ヾ へ ふ 尽 掲 


品 や や 條 
4 ひで 7 テ SINK コ ロー を 


T.0gasawara 


JpG 和 DC? 


QN さ トペ ー せ へ 心 tO 論 ” 部 沈 公 ぐ 
画 唱 恥じ っ ぃ @ 司 選 お SS へ ト 
ペ ポーK ぬ 中 寺 や 本” トロ ハー て 所 由 名 に 
思 つ じ 裳 玖 つ 他 で さっ He ポー ミー 
へ つじ し つっ 公民 SQ 

選 公 "入選 へ トド ポー ド K 各 を や 
GS②” 弄っ 層 約 也 む し っ k@ う せっ 7 
K て ペー て し G 皿 扱 叫 て STNKー 
ヶ ゼ 届 に セ tG” 6 入 心 へ トド ポー ド 
GS く IAKR 反 本 了 李 ロ で で 尋 間 劇 " 
て ふ マ 6 拉 弄 人 径 所 て さ で 小明 尺 韻 
ぐ や つ Hen” 爺 普 " 婚 コ 宜 G 未 問 ペ ー 
K し ゼ ” ヘ エ ふ マキ 6 ふさ つ お おじ 
の めく や くそ く が LCNIIYANESE 
レセ 欄 豆 つや し "うく で さく INAK や や 
へ AI ト ヾ へ 心 軸 掲 つ IN ベー ペー ド ベ 
朱 さ 反 "pt で NHGH ヘ へ 
人 A 中 に ト ゼ HH63 邊 ーー を 時 結 交 地 
い レ っ うじ" 園田 間組 玲 由 で し 地 汐 換 
0 二 や GS 公 ” 瑞 著 押 G 圭 唱 咽 打 p 
SR 宙 宙 玉 居 公 病 ン te お 8 公 ユ 
3 で JO 

さり りつ 學 コ 志 6 く 社 貴 員 玖 〇 コロ" 
〇 いや か 途 丁 へ 旨 咽 つ しじま う て SN 
ふ ヾ で S で や コ 巧 6 配 ご 4 螺 Q 医 ロ 
則 ど し せ 4 各 公 拉 く レス っ to" ToQ 


つ ” 苦 ペ ーK へ @ 性 京 更 昭 っ 更 j) つ し 
所 つ じ ぶ te っ J” 司 居 ロ SS や 私 小 
ヾ へ 心 交 更生 の うっ /nHA 公 II トト ユ へ ヘ 
ヽ G 押 "っ で 8 打 祥 式 で 人 て I ト で く 
ー6 交 咽 玖 盾 X じ 昌 暗 で SS で っ 
Ne っ J 提 YON9 喧 うっ" きき ・ の ど 掲 6 
PT ヘル 足 共 @ 舞 公 " 園 陣 じ 斑 対し 
刀 や 私 引 で へ へ 公 G 央 つ @ 
和 Ne3RPBGO 
避 つ 環 中 名 下 っ 也 Q で 刀 ロ ーK じ し 近 
で で KO の は ュ っ) 判 共 Q 記 ペー 二 届 翼 話 
つ お で 公 で ホー ズ 1J) 枢 紅 KG 畠 環 更 皿 
っ NL md 人 きじ 茶 さ 0@ ペ ーKS@ や や 
3 つい ン で マン 昭 で 7 NyIJ 台 絡 字 
けり) で し レ の 6 較 押 や し 下 誠 つ 0 で 
GS 尽 "MM ル っ 痢 y で 3" の LG 絡 っ ゼ 
叶 ゞ 巨 邊 つじ 固 押 ソン ShG | 民 弓 マユ 
ー ド 生計 時 SC し っ ぃ Go? 
ペー ド 選 " 環 二 醤 公 固 っ ょ )) 電 M 
いっ うぷ で" 掴 二 公 持 っ NeK ユ ー モ ヘー 
半 の 0N 代 へ ^ 芋 紀 へ 
ーKINA せ へ や odS で 環 相 卓 環 
EIC 府 枯 っ や 公 / 本 っ 公 
っ 抽 絡 思 で の で " 掴 二 せ 同居 公 中 直 
6 玉 さく ミロ 寺 草 人生 で し うう っ)) 
半 肘 NO う ) 心 を KK イベ ーーK リー 


橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) 


小林 勝彦 (Katsuhiko Kobayashi) / 田 村 翔 (Sho Tamura) ン 小笠 原 買 士 (Takashi Ogasawarag) 


Photo @ 森山 俊一 (Toshikazu Moriyama) 


IO し っ t@G の っ うっ 心 肖 し め 抱 KG 公 ^0 とう ユエ SN N 色 に 吸 つ し っ tG 色 7 


- 


Tn。 
9 目 タ タン 
ぉ ぶ G ポ BAG 半 っ 公 来 直 で 要 所 で 條 回 で 旭 赤 杯 相 Ne く INAK り や 
N 3 人 色 で O レ つ 届 秒 選 し So? 29 ふ いで SS で 2Q つ うっ? 末 二 せり J 心 
『 レ ゼ )J6 押 公 " 台 Je36 ケ inN マ ベー 引 " 


らき さま いる 7 まく が くく た まく:EEE(0 
6 庫 補 せり 公 じ 袋 編 つじ うい @ 尽 つう 心 
_JWwn ウ せ S ン " 無 り 閣 ① 螺 Q 骨 6 


[「 皿 生 公 賠 公 て STNN ト ネー/7 THIN 橋 
いっ も DJ (いさ 避 結 遇 捉 SIJ 
3) ゼ " で で ユキ 6 騙 O 公 中 


アプ ァ ///// 2 


リプ ア // ア ン 


ri = こ 


】 
ーー デー 
< マ 


1 上 6 K ペ ー ト で へ へ へ 和 ムー ポ 人 hK0 っ J" さぶ で っ 仏 届 駐 OR し 融 +60n うっ 心 さ 
骨 誤 記 如 緊 に 乾 さり) で ン し ゼ 人 So で で くう 閉 咽 和 Ne 信 々 ミ G 四 mn じ ふ ミル 電 圭二 じ う や 下 
四 コ 中 1 レレ へ ハ 忠 S 選 選 で G 鈴 間 人 G に 8 の mi 
o ら 星 公武 で づつ 交 m 旧 ゴヤ や ゴ 公 人 SS 訪 忌 mRN レ ン K9 CR や” 人 F 回 GK て SJ” 路上 HG の し に ゼ NW で し せ 褒 人 括 XN 
公 の や やせ 1 0 圭 。A 珈 ミ | 穫 写 へ 十 や o 

る りや 郁 避 ト 公 。 下地 玉 掴 ) ペー トト ヾ へ へ ふか 和 を ゼ 未 HK タン つ うっ? 交 打 襲 つっ 」 
等 角 し 十 弄 キマ 素 如 で 時 , 司 R と 
HH 章 む 的 | ロロ S て 避 虫 で FIh 二 !) 1 距 妃 レ 水 H6 で 刀 っ JCN て SG 補 路 神 或 じ 疑い し っ tG ズ 皿 公 龍 つ っ 
菩 巡 1 時 品 過 ぶ ユ 調 的 で ゼン 掴む 玉 玖 ペ 。 e 
せ 和 不要 ・ 里 っ 性 愉 率 。 相 NO 。 つ し, 公明 Jp IN マミー6 拘 咽 j や る mnG 補 "っ HG の 上 は せ 陣 っ お て) 
柏 へ | も し 到 所 つつ HPA 叶っ 責 貴 公 べ 約 う っ の o 2 
量 STTP 間 つ 角 ト 蛋 で べべ も 公 公 で で し せっ to お 生 補 ” つ 公 つ っ "性 拍 涯 つっ" 


087 auto sport 


全 選 捕 月 捕 月 月 月 7 所 る 


Round 1&2 Fuji Speedway April 9, 10th 


T.0gasawara 


QoQQ 寺 ハーK へ ペー ミート ネ 
ー7HIN (の 上 ) ば に 45 鮮 し 堅 理 
0 で き 忠 G 貝 士 co 選 Sp し じ fo ヨ 
臣 G 鑑 聴 し で "る JCG 団 性 ペー 
K 公 忠 理 Yo で ke” 咽 得 SG 千枝 本 公 ぐ 
提 公 避 H6teG 天 人 Q ペ ー ド 蛋 公 忠 
甘 *OSNeIN か ヘー し 棚 枝 上 G 目 避 
SGN ト ユー 所 民間 久 揚 つつ 填 相 上 へ) 
中 mw で tv で し 貴 員 来 悪 公選 で 


"アレ ジ の 3 名 は 全 


第 1 戦 よ り も 第 2 戦 の ほう が いい ポジ ショ ン で 
了 二 全 2 いる の 性 に 山下 は 第 2 戦 で いい 感 
た 和 守 電 隊 w 隊 二 上 上 還 攻 二 くく らい や やっ. て も 


触 を 得 た 


リド ソー 


詞 、 


間 間 に 三 35y 且 上 
計 

ー 

に 


で it "人 P 回 G 岬 填 導 8” 識 は Zih 
ヾ ミー を ホー G で 心 避 窓 つじ っ 
QGS" 臣 只 @ 柏 更 潮 信じ NG っ J)” 0 
06S 幸 咽 勾 画 )e じ で 7 

画 性 料 瓶 (その 〇 の ) 宮代 ぐっ 0 
ささ やつ で で O 五 必 暴 じ 中 只 唱 中 16 で 互 で 


やせ で で SS で SGS 所 つ RS で で うり 編 生 " 


「p 心 や つい ユー 所 上 6 基 皿 公 問 つっ 
3 さっ) っ 愉 G 篤 円 正 さ JIJ し も? 周 嗣 


それ ぞ れ の "バタ バタ の 2 日 間 “ 


Text @ 吉田 知弘 (Tomohiro Yoshita) 


Sm 臣 叩 じ GSG ふさ ル レル ローKG 
玉 末 公 尽 人 し お StQ 宗 紋 SG し 交 tG 
明 所 証 回 間 半 レレ スン トロ ささ 6 つ 
SQ” NGS 人 RS し 回 Qp や 候 H ン 
っ 6 衝 ” 乱 で う 振 選 色 陸 っ し …… 
っ 6 ぐ の 上庄 喘 じ 福 選 っ きっ くう 尼 や 
中 そ へ KS で っ し ちゃ 尽 や で 六 Je 7 
J 心 や つ 中 遇 人 @ 紫 証 間 中 シン つ し お ゃ QR 
で 3 ル ハ へ で も や 史 く ウト 和 ふ 人 私 
りう で KG 尽 で の 昭 っ 孝也 」 
Nv で し jp ペー ド 下 つ っ 心 
N ネ ポー ドル ホー リロ ネ ポ 抑 宰 G 据 中 し 
「 画 慌 ロ Q ペ ーK 公 te の っ 
JJ3/ 区 り 圭 醒 還 人 色 玄 お 
上 醒め 心 ロ 回 そ へ K 公 麗 
NG "Av 心 っ で JJ レポ 7 
Q つ で くう) 克つ っ 忌 さ の 昭 っ ] 
っ) 所 避 蝶 人 し っ 7 

コー ド KG 電 只 政 ン と ざ ン 
レ p^ Q ペ ー ド K 思 し 宮 回 G 下 そ 
へ KR 忌 玖 OO っ うっ / 避 386 公 G て 
IN で く ミー で 和 要 刀 員 rW し っ 7 
上 欧 絡 じ せ 幅員 の コ じ 誤 別 本 he 
3 うり 本 抽 括 此 で で 玉 ゴ ヒ に 下 
(と の 乙 呈 〇 ヒエ の ー 乙 〇 ) ゼ 
区 Q 絡 や ト で へ 心 交 下 り 
RiN じ 路 疫 選 " 来 惑 き 財 丈 交 
NE 

[ 條 回 せ や も?1J ン 刀 人 る つ 届 で 
和 り 絡 せ 1 表 り で ぐさ っ シン っ 
時 公 で 選 じ も 公 " 螺 Q 紀 唱 下 む 
レ ゼ も シン ヘミ ル 玖 人 yw し ( 計 
曽 せれ 祥 交 導 必 人 で くつ 尽 
了 Q 正 や つや " pp つ [ J て 人 
早紀 @ 坦 史 し 擬 で ひし レ つ js で 
レ っ 8 『 和 0 バー ベ 』 うつ で 居 
琵 QGHh6 し GSG ペーK ロ っ スン 
ょ JJ) で レ っ うつ 玉 ? SG 明 
押 場 明 Q 二 や 補う) し 握 下 WO 
EGGSSA こ くそ や い め る 2 トニ リリ AN) 


で It@G 忌 っ っ うじ] 

臣 つ マン 交 品 絡 じ ゼ 選 司 井 全 つ し つ 
っ トミ トト ヾ 電 肥 お 束 二 上 明 記 下 ( ヶ 
T 由 ・ ホ ー く ・ 人 Ai ト で IN マト へ ・ ユ 
ー ハ へ へ ふ ) や” 移 Q 宮 し 中 1)) 回 つ 
に 羽 く 衝 " 「 コ ペーK 忠 で 1 トー ペペ ポ 民 
で れつ で お くう)” 環 婁 公夫 で に 将 悪 音 交 
求 C じ し つっ つや? 坦 明 で 谷 .QS 反 
い 刀 し 公介 回 せい ペー ド 四 め p 心 
| 凶 と そ AK 公 KG つっ 心 任 やせ 心 で 
つ 人 SS で 刀 じ セ |」 TX ヘー て” お 選 / 答 
⑯10 で や 療 R 固 jp ヘー 人 KK 入 ド トロ つ で 
S ユ ーー ユー へ 手刀 りや 
S ふ 「 環 で つや お 20。 pn ロード 
し ot@e ン で っ G 将 R せ 玖 導 」 う )7 
愉 征 G 志 本 で 7 

っ うっ 中 叱 軍 避 和 で し せく 尽 
と ふ 、GQ 功 し SO り やせ 条 SS 
っ ” 中 ー ミ 上 昔 世 G 田 革 拓 羽衣 細 「 邊 
ー 叩 貢 し ln)” 寺 揚 革 中 映 玖 和 を 
いじ 填 己 せ 未 惑 ” 民 害 ぶ マー で KK 
よ 公 ロー ミ し ゃ ? 殿 っ 旧 証 G き し っ 
いっ SpG 玖 来 人 で し っ 愉 人 S む で っ 
むさ っ 6 ドド 赤 じ も で" 刀 補 7 宙 地 Yo 
ぐ 尽 で で で” | 呈 じ 中 喘 示 問 ペ ー 
KR 忌 聴 ぐ て KG つの GS せ 下り) うり 代 っ) 
昭 っ 二 | 稔 可 昌 前 で 7 

ホー コロ 0 し ポ 台 毅 股 WS し 悦 
喘 ン 6 ウル AA へ GX へ へ ト ヘ K ぬ 選 で 
っ ^ 所 お 配 の で マン 材 吉 G 里 Q 話 
店 時 国 避 じ っ teaJhJNOp 人 SO 
7” XX トト 駆 可 地 GS 公 ロ せ H 還 性 
K 一 ミー ト ネ ーz7 HIN・Ih マ へ ス 喘 中 典 
G 誤 宝 避 拉 で し っ ぃ Q 字 jp 選 ン 「 ト J 6 時 
雪 KK い ハロ ー ミ さや 避 ) 公 つ し 肖 つ う 」 
すっ 心 柏 jp 十 全 で つっ " 刀 つ 公選 て 
ペー ド 貴 理枝 KG ウス スト ーー の K9 
| R じ し 。 K よ 人 ロー ミ 固 所 人 S じ 人 選 
IS 競い で SOEECGSEYOC へ や S だ ささ さい (て 


いや 


プチ 
電視 6 下 べ つら 
7/7 ハ いく ハ ーー ハ 
旧 似 @GH つ K ト し 
選 く レン て 中 テー 公民 療 表 己 


Text ⑱ 田 昧 遍 (Tomohiro Yoshita) 


の 上 じ せ 仙 由 公 人 Q『X1 ト で ト 77 公 や 
く ヘ ハー へ 』 公洋 Q て で " 朴 レロ ヒコ 
や つる” SGRI ト T ヘ ユー ビレ p 式 ン 
苗 で し じ っ NGAK ト レレ "ペー ド 選 
も くじ 6 て トマ ミー 公 昌 人 恨 6 H ト 
り 則 で 雷 寄 装 也 お KG うっ 愉 p 6 や 

J で し せ 貴 敵 選 ) 未 問 選 唱 十 詩 の 
公路 唱 怪 つ し じ っ 刀 | 選 W で ペ 
G て Ih で ミー ロビ い うし お MWX ト で 
ト 公 軌 記 シホ キー っ ) 避 つつ 直 大 的 つ し 
っ 7 つ 篤 つ ^ 47 NK ヘ ペー へ 居 頻 
st@J) 夏 寄 旧 証 寸 醤 口中 証 的 公 
で iQ 泡 落 信 ン で で や 民 名 ロー ペー 
K モ ー ハ G 臣 只 唱 胃 ざ し っ で せっ 枝 攻 や 
IN ベーG 恒 ント JJ 倒し wtG" 

ESUSEHSIIS い ES たこ 
NNJ ウ 6 暑 遇 交 め り り 可 苦し せ 中 
両 〇 コ 6G 表 人生 で り 再 で IN く ミー 
Q や ミー トロ お し じ 陣 掴 も で 刀 " や ね 
昌 四 則 じ 北 交 か くも で マ ヘ ーー ゼ 鎧 で し 
っ te-6 心 民 公 愉 H6 で 束 上 証 ホン 
ーI ト マミーS で TX へ 也 寺 喧 / ぐ で KN っ) 


っ 心 時代 で 語 人 スト ー 乱 Sho 


見 


ックス 
は 気 を 遣っ て 


ゾー ン 。 写真 だ と 密集 し て いる よう !【 


こ 
ご 
へ 


、 取 材 そ っ ちの け で ドラ イ バ 
年 し 込む シー ン も 見 られ た 。 


各々 が 感染 対策 


計 。 渉 


ロ 


士 で は パドック に 設け られ た 


える が 、 
ー 同 士 が 。 


TYoshita 


GS F の | 競争 ]」 は 、 世 界 的 に 見 て も 
紙 密 で 、 緊 迫 し て いて 、 引 き 込 ま 
れる 。 で も 、 だ か ら こ そ 、 こ の 「 競 争 」 
を 読み 和解 こう と な る と 、 深 い 。 知 力 を 使 
う 。 私 な ん ぞ は 、 そ こ が 楽 し く て 、 戦 い 
の 観察 者 と し て 現場 に 足 を 運ぶ 。 

ここ で は その 「 深 さ 」 を 、 実 際 に 吉 争 
ら ス ッッ バ る (を が く この と ん な と と の に くど れ 
だ け の 知力 を 注ぎ 込ん で いる か を 、 語 っ 
パパ プン アフ ミン 

ョ レッ o ッ アレ アンク フン ノン デニ ン ン ン ニ フィン ン 
いう 呼び 方 が 定着 し て いる が 、 マ シン の 
機構 面 と 空力 面 の 全体 を 網羅 し て 多く の 
項目 に わた る セッ ト ア ッ プ (仕様 諸 元 ) 
を 考え 、 走 行 の な か で ドラ イ バ ー が 感知 。 
記憶 し て き て 言葉 に する 印象 を 実際 の 現 
象 に “翻訳” し て セッ ティ ング を 往 調 整 。 
さら に 予選 、 決 勝 と も な れ ば 、 自 分 自身 
+ マ シン の 存在 と 、 直 前 直後 の 状況 が “見 
と ん の を イア た 2 の ンチ フイ の アン た る アン 2 
全体 の 佑 服 図 や 戦い の 展開 を 伝え 、 ピ ッ 
トス トッ プ ・ タ イミ ング の 検討 、 決 断 な 
ど 、 ア メリ カ 流 に 言え ば 「 ス トラ テ ジ ス 
ト 」 (戦略 担当 ) と し て も 機能 し 、 と き 
に は ドラ イ バ ー の 気持 ち を 支え る 言葉 も 
か ける 。 

この 人 た ちこ そ 、 予 選 で は 1 秒 の な か 
に 20 台 が びっ し り と 詰まり 、 レ ー ス で 
は スタ ー ト か ら ず っ と 各所 で 繰り 広げ ら 
れる 息 の 詰 まる よう な 「 バ トル 」 状況 を 


N.Mtsuhash ア 


Photo @ 三橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) ノ 小 笠原 足 士 (Takashi 0gasawara) 吉田 知弘 (Tomohiro Yoshita) 


両角 岳彦 の エン ジニ アリ ング 該 義 


その 1 


いま ビット の 奥 で | レー ス ・ エ ンジ ニア リン グ の 革命 | が 起き て いる 


作る 、SF の 「 競 争 ] を 生み 出す キー パ 
ー ソ ン な の だ 。 だ か ら 、 彼 ら と 話 を 交わ 
さ ず し て 、 レ ー ス で 何 が 起こ りう る か 、 
中 ご で いた か は 見 て と な い 。 

と 、 こ こま で は 自動 車 競 争 を 少し で も 
掘り 下げ て 読み 解 こ うと する 読者 の 皆 さ 
ん は も う 分 か っ て いる と 思う 。 で も 今 、 
正確 に 言え ば ここ 数 年 、 ピ ッ ト の 奥 で 、 
そし て チー ム ガ レ ー ジ の 中 で 始ま っ て い 
る の は 、 ク ル マ の 運動 や 機能 を 記録 し た 
膨大 な デー タ の 中 か ら 「 速 さ の 鍵 ] を 浮 
か び 上 が ら せ よ うと いう プロ セス で あっ 
て 、 そ れ は 「 レ ー ス ・ エ ンジ ニア リン グ 
の 革命 」 と 言っ て も いい も の だ 。 

一 般 車 に か か わる 仕事 や 研究 の ほう が 
お も な 生業 で ある 私 と し て は 、 同 じ 流 れ 
が 「 ふ つう の クル マ 」 の | 動 質 ] を より 
正確 に 理解 し よう と する 先端 研究 の な か 
で も 動き 出し て いる の に 注目 し 、 実 地 体 
験 中 な の で あっ て ……。 そ の 話 は 学術 論 
文 の 何 本 分 か に 及ぶ の で ( 笑 )、 こ こ で 
は 脇 に 置く 。 

ッッ ンク ンク に シレ ラク シク と クリッ ラル クン ジッ ルン 人 な 
行 中 の さま ざま な デー タ を 刻々 と 収録 す 
る 機材 が 載っ て いる の は ご 存じ か と 思う 。 
今や 一 般 車 の 開発 の な か で も 必需 品 。 そ 
の 記録 内 容 を “吸い 上 げ て ” コン ピュ ー 
タタ (正確 に は 専用 の ソフ トウ ェ ア ) で 解 
析 す る と 、 い ろ い ろ な | 物理 量 ] が | 可 
視 化 ] され る 。 こ こ で ふつ うに イメ ー ジ 


スー パー フォ ー ミ ュ ラ は シャ シー こそ 全員 同じ も の を 使用 する が 、 ダ ン パ ー な ど 独 自 に チョ イス で きる も の も 
ある 。 こ の あたり の 細か すぎ る テク ニカ ルパート は 次 回 以降 に お 届け する 。 


Text @ 両角 岳彦 (Takehiko Morozumi) 


する の は 、 車 速 が どの くら いで どう 変化 
し て いる か 、 エ ンジ ン 回 転 は いく つ だ っ 
ラリ イ アマ アフ フレ ン ン アン ケン テン ルマン アフ ルン ン 
キ を どう 操作 し た か な どの 「 ド ライ 
ビン グ ・ デ ー タ 」 で 、 そ れ を 折れ 線 グ ラ 
フ 化 し た も の は そこ ここ で 目 に し て いる 

思 の 6 

で も 、 そ れ は 「 基 礎 中 の 基礎 ]」 で あっ 
て 、 これ まで は それ に サス ペン ショ ン 。・ 
スト ロー ク 位 置 な ど ベ ー シ ッ ク な ログ デ 
ー タ と ドラ イ バ ー の 抽象 的 な 体感 コメ ン 
ト を 織り 交ぜ て 、「 車 両 運動 」 を 脳 内 で 
想像 し て いた 。 こ れ を mm 以下 の 精密 さ 
で で きる の が トッ プ ・ エ ンジ ニア 。 そし 
て 、 こ の 後に 紹介 し て いく 「 新 し い レ ー 
ス ・ エ ンジ ニア リン グ 」| で も 、 最 後 は そ 
こ に 行き 着く 。 た だ 先端 を 行こ うと する 
人 々 は 、 そ の 精度 と 、 思 い 描 く 部 位 に 関 
し て 、 今 まさ に 大 き な 進 化 を 試み つつ あ 
る 0 の の 語 。 

SF な どの 上 級 カ テ ゴ リ ー で 車載 する 
デー タロ ガー は 、 収 録 デ ー タ 100 チ ャ ン 
ネル 以上 、 サ ンプ リン グ 周 波数 は 1kHz( つ 
まり 1 秒間 に 1000 回 、1/1000 秒 刻み で 
デー タ を 収録 ) 以上 .…… ぐ らい の スペ ッ 
ク が も は や 当たり 前 。「 そ ん な に 」 と 思 
うか も し れ な い が 、 た と え は ば 車 輸 そ れ ぞ 
れ に タイ ヤ や 回転 速 度 、 プ ッシュ ロッ ド に 
加わ る 荷重 (= ダウ ン フ ォ ー ス 推定 な ど )、 
ダン パー・ ス トロ ー ク (= 同じ く & 車 高 
推定 )、 上 下 に 弾み 震え る 振動 (加速 度 )、 
タイ ヤ 内 圧 、 タ イヤ 表面 温度 を “拾う " 
と すれ ば 、 そ れ だ け で 1 輪 ・6 種 類 X 4 
給 硬 24 チャンネル に な る 。200+km/h で 
走る マシ ン の タイ ヤ は 1 秒間 に お よそ 
30 回 転 。 そ の 1 回 転 の な か の 現象 を 知 
り た い 。 も ちろ ん 、 運 転 操作 類 の 記録 は 
不可 欠 だ し 、 エ ンジ ン 制 御 コ ンピュータ 
側 に は また 、 専 用 の ロガー が ビル トイ ン 
され て いる 。「 膨 大 な 量 の デー タ 」 と 書 
いた 意味 が 見 えて きた だ ろう か 。 そ こ か 
ら ど ん な 「 速 さ の 鍵 ] を 浮き 上 が ら せ よ 
うと する の か 。 と 、 書 いた と ころ で 、 編 
集 長 か ら 指定 され た 文字 量 を 超え て し ま 
クン (の ギリ スク 2 の 26 欠 の の 談 琶 20Zbe 
continued.”( ご 希望 いた だ けれ ば 、 で 
す が ( 笑 ))。 


記 mrmmmla 明 mg 
* 世 界 最速 "の 核心 に 追 る 


開発 競争 終戦 "直前 
2022 年 シー ズン 最新 版 パ ワー ユニ 


ッ ト 勢 力 図 


ハイ ブリ ッ ド PU 時 代 初 


メル セ デ ス 


が 最強 な ら ず 


マシ ン の 速 さ を 決め る 大 き な 要 素 で ある パワ ー ユ ニッ ト (PU) 


2022 年 限り で ハイ ブリ ッ ド PU の 開発 ( 


ょ 凍結 され る が 


各 マ ニュ ファ クチ ャ ラー が 今季 新型 を 投入 し た こと で 
その 勢 力 図 が まっ た く 新 し いも の に な っ た よう だ 


ェ ラ ー リ F1-75 と レッ ドブ ル 
ノ RB18 に は 、 同 じ テ クニ カル レギ 
ュ レ ーション に 準拠 し て いな が ら 、 よ く 
も ここ まで 違う も の だ と 思う ほど の 違い 
が ある 。 そ し て 、 こ の 2 チー ム の クル マ 
は 、 ほ と ん どの 部 分 が 対極 的 な 設計 思想 
で 作ら れ た に も か か わら ず 、 お お よそ 同 
等 と 言え る ラッ プ タ イ ム で 走っ て いる 。 
レッ ドブ ル の フロ ント サス ペン ショ ン 
は プル ロッ ド 式 で ある の に 対し 、 フ ェ ラ 
ー リ は ブッ シュ ロッ ド 式 。 リ ヤ に つい て 
は その 逆 だ 。 ボ ディ ワー ク の デザ イン を 
見 て も 、 両 車 の コン セプト は 大 きく 異な 
る 。 フェラ ー リ の サイ ド ポ ボ ポッ ド は と て も 
大 きく 、 ア ンダ ー カ ッ ト は な い に 等 し い 。 
一 方 、 レ ッ ド ブル は メル セ デ ス ほど で は 
な い に せ よ 、 こ れ を 小さ くま と め よ うと 
積極 的 に 努力 し て いる よう に 見 える 。 
この 2 台 の 違い は コー ス 上 で の 走り に 
も は っ きり と 現れ て いる 。 実際 、 両 車 の 
テレ メト リー デー タ は 、 シ ー ズ ン 最 初 の 
2 戦 で 見 られ た 特性 の 違い を 明確 に 裏 付 
ける も の だ っ た 。 全体 と し て は フェ ラー 
リ の ほう が わずか に 速く 、 特 に レッ ドブ 
ル と 比べ る と コー ナー で タイ ム を 稼い で 
いる 。 相対 的 に ダウ ン フ ォ ー ス が 大 きく 、 
エイ ペッ クス の 通過 速度 が と て も 高い う 
え に 立 ち 上 が り の トラ クシ ョ ン に も 優れ 
て いる の だ 。 し か し 、 直 線 で の 加速 は レ 
ッ ド ブル より も か な り 手 前 で 頭打ち に な 
り 、 結 果 と し て 最高 速 で は 太刀 打ち で き 
な い 。 レ ッ ド ブル は エイ ペッ クス で の 速 


度 こ そ 労 る も の の 最高 速 は ずっ と 高く 、 
スト レー ト エ ンド で の 車速 は フェ ラー リ 
を 7 km/h 以 上 も 上 回 っ て いた 。 

興味 深い こと に 、 ス トレ ー ト で の 速 さ 
で は アル ファ タウ リ も トッ プク ラス に 位 
置 し て お り 、 ホ ンダ 製 パ ワー ユニ ッ ト 
(PU) の 性 能 が その 要因 の ひと つ で ある 
こと を 示唆 し て いる 。 た だ 、 同 じ エ ンジ 
ン を 共有 する 彼ら が 、 に 
と ドラ ッ グ が 少な め の 空 カセ ッ ト ア 
に me つつ と 
フェ ラー リ は 新型 PU に 関す る 情報 開 
示 に は ひど く 消 極 的 で 、 彼 ら が 初め て ス 


プリ ッ ト タ ー ボ を 採用 し た と の 噂 に つい 
て 、 上 単純 に 育 定 ある い は 否定 する こと さ 


え 拒 ん で いる 。 フェラー リ の エン ジニ ア 
た ちの コメ ント か ら 推 察する と 、 ど う や 
ら ス プリ ッ ト タ ー ボ で は な いよ うに も 思 
える が 、 い つも は 頼り に な る 消息 筋 も 、 
この V6 の こと に な る と 話 が 曖昧 に な り 
が ち だ 。 そ うし た こと か ら 考 えて も 、 フ 
ー リ の PU に まだ 明か し た く な い 何 

ら か の 秘密 が ある の は 間違い な い 。 
サウ ジア ラビ ア で は 、 ア ルピー ヌ が ス 
リリ ング な バト ル を 見 せ た 。 エ ステ バン 
・ オ コン と フェ ルナ ンド ・ ア ロン ソ が チ 
ー ム メイ トバ トル を 繰り 広げ 、 そ れ は ア 
ン ソ の PU の ウォ ー タ ー ポ ンプ が 壊れ 
る まで 続い た の で ある 。 そ し て 、 現 時 点 
で の アル ピー ヌ の 最大 の 弱点 も そこ に あ 
る 。 ル ノーPU は 今季 か ら 全 面 的 に 新設 
計 と な り 、 初 め て スプ リッ ト タ ー ボ を 採 


り 入 れ た が 、 問 題 も 多発 し て いる の だ 。 
また 、 ル ノーPU 勢 は アル ビー ヌ の み で 
ある た め 、PU 単 体 の パフ ォ ー マ ンス レ 
ベル の 見 極め も 難し いと ころ が ある 。 
で は 、 メ ル セ デ ス に つい て は どう か 。 
フェ ラー リ と レッ ドブ ル が 開幕 か ら ず っ 
と 優勝 を 争っ て いる の と は 対照 的 に 、 ル 
イス ・ ハ ミル トン と ジョ ー ジ ・ ラ ッ セ ル 
は トッ プ 2 チーム に つい て いく こと が で 
きず に いる 。 実際 の と ころ 、 メ ル セ デ ス 
NT 0 
ント を 獲得 し て いる の は 、 幸 運 に よる 部 
分 が 大 きい と 言わ ざる を 得 な い 。 今季 の 
W13 が 狙い どおり の 速 さ を 発揮 し て い 
な い の は 明らか だ 。 ひ どい ポー ポ シ ン グ 
を 抑え る た め に 、 チ ー ム は レッ ドブ ル や 
フェ ラー リ よ り も 車 高 を 高く する こと を 
示 儀 な くさ れ て お り 、 結 果 と し て か な り 
の 量 の ダウ ン フ ォ ー ス を 失っ て いる 。 
その 一 方 で 、 メ ル セ デ ス PU の 性 能 
や や 期待 を 裏切る も の で あり 、 ス トレ ー 
ト エ ンド で 早々 と ハイ ブリ ッ ド パワ ー を 
使い 果たし て いる よう に 見 える 。 こ れ は 
エン ジニ ア た ち が 「 ク リッ ピン グ 」 と 呼 
ぶ 現 象 で 、 簡 単に 言え ば バッ テリ ー の 電 
力 が 切れ て 、MGU-K が も は や 出力 を 発 
生 で き な く な る と いう こと だ 。 バ ー レ ー 
ン と サウ ジア ラビ ア で の メル セ デ ス PU 
搭載 車 が いずれ も スト レー ト で ひど く 遅 
か っ た 理由 は これ に よっ て 説明 で きる 。 
この PU を 開発 し て いる エン ジニ ア た ち は 
大 い に 危 機 感 を 募ら せ て いる に 違い な い 。 
MGU-K、 バ ッ テ リ ー、 制 御 エ レク トロ 
ニク ス の 仕様 は まだ 凍結 され て いな いも 
の の 、 9 月 始め の オラ ンダ GP まで に は 
ホモ ロ ゲ ー シ ョ ン を 受け な けれ ば な ら ず 、 
それ 以降 は 原則 的 に 変更 で き な く な る 。 
つま り 、 メ ル セ デ ス に と っ て この 領域 の 
改良 型 コ ン ポ ー ネ ン ト の 導入 は 、 時 間 と 
の 戦い に な る か ら だ 。 
理論 的 に は 、 こ の ホモ ロ ゲ ー シ ョ ン 期 
日 を も っ て 、2014 年 に 始ま っ た 現行 PU 
の 開発 競争 は 終結 する こと に な る 。 た だ 、 
実際 に は この 期日 を 過ぎ て も 、 信 頼 性 の 
改善 が 理由 で あれ ば モデ ィ フ ァ イ は 認め 
られ る 。 し た が っ て 、 来 季 以 降 も 何ら か 
の か た ち で 、 密 か な PU 戦争 が 続く 可能 
性 は 否定 で き な い だ ろう 。 
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最高 速 は パワ ー よ り も 、 シ ャ シー の 空力 上 の ドラ ッ グ に 依存 
する と ころ が 大 きい 。 そ の た め 、 フ ェ ラ ー リ PU の 性 能 が ホン 
ダ が 手掛け た レッ ドブ ル ・ パ ワー トレ イン ズ PU を 下回っ て い 
る と も 言い 切れ な い 。 一 方 、 予 想 外 の 苦戦 を 強い られ て いる 
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モー ター レー シン グ が 薫る 逸品 2 


| ス ポー ツ カ ー と いえ ば 一 般 的 に フェ ラ 
ー リ や ラン ボル ギー ニ 社 な どの クル 
マ が 想起 る れる が 、 近 年 、 そ の 解釈 に 変化 が 
生じ て いる 。 ニ ー ズ が 多様 化 し 、 伝 統 ブ ラン 
ド で も 個 に 向け た 車両 を 開発 。 結果 、 1000 
馬力 オー バー で 500km/h を 出す ハイ パー カー 
な る も の も 生ま れ た 。 そ の トレ ンド は 日 本 に 
る 伝 描 し 、 信 頼 性 の 高い 国産 車 を 使用 し た 特 
別 な 1 吾 を 求め る 機運 が 高まっ て いる 。 
ARTA MECHANICS LEGAVELO は 、 
長年 の レー ス 活 動 で 非 日 常 な 世界 を 知る 
ARTA と 、 日 常 的 に 車 社 会 に 貢献 し て きた 
オー トバ ックス が 導き 出し た 最適 解 だ 。 個 人 
所 有 の NSX (NC1 型 ) を 5 吾 限定 で カス タ 


Text ⑳ utO SDOrt Photo @⑯ ARTA 


マイ ズ 。 信頼 性 を 確 代 し つつ 、 カ ー ボ ン を 使 
用 し た 外装 パー ツ や 職人 が 手 作 業 で 仕上 げた 
内 装 を 組み 込み 、 ひ と 味 加 える 。 

一 方 で 悪 目 立ち する こと を 嫌う オー ナー が 
いる こと も 事実 だ が 、 ボ ディ 全体 と の 調和 を 
踏ま えて 開発 され た LEGAVELO に その 心配 
は 必要 な い 。 品 質 精 度 は 高く 、 こ う し た カス 
タム に 対し て ハー ドル と な る 厳格 な 車検 も ク 
リア する 。 

「 本 物 を 届け た い 」 と いう 鈴木 亜久里 監督 や 
土屋 圭市 テグ ゼクティ ブ ア ド バイ ザー の 思い 
を 具現 化し た この カス タム コン セプト 。 詳細 
は ARTA MECHANICS の オフ ィ シ ャ ル サ 


イト 内 に ある フォ ー ム か ら 問 い 合わ せ 可 能 だ 。 


ARTA MEUHANICS 
LEGAVELU 


田 PACKAGE 


外装 : ボン ネッ ト 、 ウ イン グ 、 ル ー フ (カー ボン ) 
フロ ント バン パー、 フ ロン ト フ ェ ン ダー、 サ イド 
ステ ッ プ 、 リ ヤ フ ェ ンダ ー、 リ ヤバ ン パ ー (カー 
ボン FRP)、 ピ ラーB、 テ ー ル ゲー ト 、 フ ュー エ 
ー ル リッ ド (FRP) 

マフ ラー: オ リ ジ ナ ルス テン レス セン ター4 本 出し 
ホイ ー ル : オリ ジ ナ ル 鍛 造 ア ルミ 

イン テリ ア : スエ ー ド ンカ ー ボ ン 

\25.300,000 (税込 ) 


・ARTA MECHANICS LEGAVELO は コン プリ ー ト カー と し て の 販売 は な く 、 ホ ンダ NSX 所 有 者 へ の カス タム キッ ト 取 り 付 け や 塗装 で の 販売 と な る 。 


熱血 R 


増え て きた 、 チー ム と “と も に 戦う "レー スク イー ン 。 


症 キッ ト を 所 狭し と 、 新 た な チャ レン ジ を 行なう 
彼女 た ちの 情熱 に 迫っ た 。 
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Mobil1 レ ー シ ン グ サ ポー ター ズ / Nanami Miyase 


ー ス クイ ー ン に な る きっ か け は 人 それ ぞ 
レー た か 、 最近 は モー ター スポ ー ツ が 好き 
で 志 望 する 子 が 増え て いる 。Mobil1 レ ー シ ン グ 
サポ ー タ ー ズ 2022 の 宮瀬 七海 も その ひと り だ 。 
幼い とろ (CGT-R オ ー ナ ー の 父親 に 連れ られ 
て レー ス 観 戦 を し た の が と の 世界 を 知っ た きっ 
か け で 、 自 身 $ も と の 業 界 に 携わる 仕事 が し た い 
と 、 レ ー ス クイ ー ン を 目指 し た 。 た だ し 、 デ ビ 
ュー 当初 は オー ディ ショ ン に 落選 する 日 々 が 続 
き 、 苦 労 が 絶え を な か っ た と いう 。 周囲 か ら の ア 
ドバイ ス を 受け 、“ 自 分 磨き "に 力 を 入れ た こと 
と で 徐々 (に 人 気 を 集め て いっ た 。 

転機 が 訪れ た の は 2020 年 。 名 門 チ ー ム 、 イ 
ン パル (TEAM IMPUL) を サポ ー ト する 


Mobil1 の レー スク イー ン を 務め る こと と に な り 、 


今年 で 3 年 目 を 迎え る 。 
「 チ ー ム 愛 が どん どん 強く な っ て いま す 。 レー 


も 科 


ス で の 速 さと か 強 さ だ け で は な く て 、 ス タッ フ 
の 皆さん が も の すご く 温 か く 、 和 や か な 雰囲気 
な ん で す 。 で も 、 い ざ レ ー ス が 始ま る と スイ ッ 
チ が 入っ て 戦う 姿 に 変わ る の で す が 、 最 初 は そ 
の ギャ ッ プ に 驚き まし た ね 」 

内 側 に いる か ら と そ 分 か る イン パル の 魅力 に 
ひか れ 、 気 が つく と 、 優 勝 し た と き は うれ し 深 
が すぐ さま あふ れ 出 す よ うに まで な っ て いた 。 

| 去年 、 ス ー パ ーGT で イン パル が 5 年 ぶり に 
優勝 し た と き は 、 誰 より も 早く 私 が 泣き 始め て 


いま し た ! スー パー フォ ー ミ ュ ラ で チー ムチ 


Text d 吉田 知弘 (Tomohiro Yoshita) Photo ⑳ 田渕 悟 (Gatoru TaDuchi) 


ャ ン ピ オ ン を 獲 っ た と き は 『 絶 対 に 勝ち に いく 』 
と いう みな さん の 闘志 が ひし ひし と 伝わっ て き 
て 、 私 た ち レ ー ス クイ ー ン ゃ 応援 に 力 が 入り ま 
し た し 、 な ぜ だ か 、 絶 対 に 勝て る と 確信 し な が 
Nd 

ー ム の メン バー と 喜び を 分 か ち 合 えた と と 
5 ミー 2 
き な 財 産 と な っ て いる 」 と 断言 する 宮瀬 さん 。 
「 い まとう し て 話し て いて も 、 い ろ い ろ な 想い 
が と み 上 げ て きま す 。 感情 移し て し まう チー 
ム な ん で す よ ね 、 イ ン バ パル は 。 自分 の と と の よ 
う に 喜ん だ り 、 悲 し ん だ り 、 悔 し が っ た り し て 
し まう ん で す 。 今年 も 一 喜一 散 の レー スウ イー 
ク と な り そ う で すわ ね 」 


レー スズ ス と 私 の 1 0 0 文字 


私 の よう に 「 レ ー ス が 
好き 」 と いう 方 が サー キ 
ッ ト に た くさ ん いら っ し 
ゃ る と 思い ます 。 これ か 
ら も レー スク イー ン と し 
て の 立場 を 踏ま えつ つ 、 
レー ス 好 き の 一 員 と し て 
サー キッ ト を 全力 で 駆け 
抜け て いき た いで す ! 


人 埼 玉 県 出身 身長 163cm 移 2016 年 「GAINERsucre」 
と し て デビ ュー。 スー パーGT で の 活躍 に 加え スー 
パー 耐久 で は 20、 21 年 と シリ コー ズ の イメ ー ジ ガー ル 
に 、22 年 は SDG's アン バ サ ダ ー と な っ た 。 斗 Mobil1 
レー シン グ サ ポー ター ズ W は 3 年 目 と な る 。 
Blog : https://ameblop/nanam に miyase/ 
Twitter : https: ん twittericom/miya. nana73 


2 3 


レー 部 SM 還る pp 還 避 個人 欠 " 還 " 画 電 際 和 MM) 気 に な る 情報 を 速攻 チェック 


50 NR Text @⑳ utO SDOrt 


上 自宅 で も サー キッ ト で も セッ ショ ン 直 後 か ら 動画 視聴 が 可能 
ポー タル サイ ト SUPER GT VIDEO Online が スタ ー ト 


今季 の スー パーGT 開 幕 戦前 か ら サ 
直上 MU た だ た ISUUP 邊 NG 
VIDEO Online」(https://www. 
SuDergtvideo.online スー パーGT 
に Fm グッ イン 02 二 / こ る 
の 動画 を 視聴 する た め の ポ ー タ ル サ 
イト だ 。 ス ー パ ペパー GT 公式 YouTube 
チャ ン ネ ル SUPER GT Official 
Channel」 (https://www.youtube. 
com/user/supergtmovie) の 動画 を 
2 ンカ ョ バム や で 自動 車 圭 カ 語 
な ど ス ー パ ーGT 関 係 者 に よる 関連 動 
画 陸 9 クリ 76 の クン | 表 語 欠 三 の 吉舎 
「 い ま 」 を 楽し む お コンテンツ を 網羅 し 
iv ぐ 人 CGI ノン モイ ンー ノ は 説 用 
陣 KUN68 

サイ ト を 見 る と 、 動 画 だ け で な く 
最新 の ポイ ント ラン キン グ や チー ム 


Sh 528000 バ ンク 4Z 6 の) 
レ に 網羅 され て お り 、 ス ー パ ーGT フ 
本 閲 交 電 に HI 
2 二 み の の 2(e(60 レレ ョ る: 
や 坂 入 目 の 人 シタ ビュ ョ ュー な と ど と レー ミス 
1 全 コ グ ク で 生じ お 7 きめ の 馬 画 が の 2 ク 
プ さ れ て 、 走 行 セ ッ シ ョ ン 直 後に は 
ダイ ジェ スト 動画 が アッ プ さ れる 。 

用 有 ほら これ まで 同様 川 SEORINS 
オン デマ ンド で 視聴 する こと に な る が 、 
その 前 後に スー パーGT を 楽し む お た め 
の コン テン ツ が 多数 用 意 さ れ て いく 
よう だ 。 も ちろ ん スマ ホ で 視聴 が 可 
能 な の で 、 サ ー キ ッ ト 観 戦 の 時 に も 
か な り 役 に 立ち そう 。 

まず は 5 月 4 日 決勝 の スー パーGT 
加 2 光 上 志 ( 司 り 放 2 仙 RE 
グ で / Jo 


2022 AUTOBACS SUPER GT 
Round1 OKAYAMA GI 300km 


RACE 


SUPER GT : 公式 練習 


日 - 1H- ロー- 


LILIS 1 


4 ド "まだ 。 
ァ プ ゲイ トム 及 D に KU 夫 す 生 加 
まま を 元 靖 第 葛 マ ンタ ビュ 


る 


これ は 開幕 戦前 の トッ プペ ー ジ 。 次 の 走行 セッ ショ ン ま で の 残り 時 間 が カ 
ウン ト ダ ウン され て いく 。 こ れ を 見 て いれ ば チー ム と 緊張 感 を 共有 で きる !? 


auto sport 


。 
| 


、 ョ cals model study | 0g| 


自作 ギミック で フル 開閉 モデ ル に 大 改造 


ラン チア ・ デ ル タ S4 1986 ツー ル ・ ド ・ コ ルス #4 
ベー スキ ッ ト : 青島 文化 教材 社 1/24 BEEMAX シ リー ズ No.23 念 絶 版 


Tex @ 高安 丈 太郎 (Jotaro Takayasu) Photo @ 高橋 浩二 (Koji Takahashi) Stellantis 


グル ー プ B 消 減 の 引き 金 を 引く きっ か け に な っ た ラン チア ・ デ ル タ 
S4 は 、 長 い 間 プラ モデ ル に 恵まれ な か っ た 。 製品 化 さ れ た の は トイ 
ボネ ン の 悲劇 の 事故 か ら 30 年 以上 の 時 を 経た 2018 年 12 月 の こと 。 
1986 年 モン テカ ル ロ 仕 様 車 が 青島 文化 教材 社 と マカ オ の キッ トメ ー 
カー、BEEMAX 社 の 共同 企画 品 と し て 1/24 ス ケー ル で 初め て 世に 出 た 。 
今回 は 模型 専門 誌 で 活躍 する 高橋 浩二 氏 が トイ ボネ ン と コ ・ ド ライ 
バー の クレ スト に 敬意 を 表し 、 哀 悼 の 意 を 込め て 各部 が 開 
閉 す る ツー ル ・ ド ・ コ ルス 仕様 に 仕上 げた 力作 を ピッ ク 
アッ プ 。 模型 作り の 参考 に 、 と く と ご 覧 あれ 。 


自作 ギミック に よっ て ドア を は じ め 、 前 後 の カ ウル や 
フロ ント フー ド が 開閉 する 。 特 に 前 縁 が 車体 内 部 に 入 
り 込 ん で 開く ドア の 動き は 注目 すべ き ポ イン ト 。 


K.Takahashi 


K.Takahashi 


099 autosport 


作 っ て 愉 し お 


赤い マッ ト ガ ー ド は ビニ ー ル テー プ で リア ル 
な た わ み を 再現 。 リ ヤ ウ イ ンド ウ 越 し に 見 え 
る ケブラー 色 の エア ダク ト は 3D プ リン ター 製 囲 気 を 追求 。 閉 め た 際 に ずれ る こと の な い ド 
の オリ ジ ナ ル (キッ ト で は オミ ッ ト さ れ た )。 
タイ ヤ と ホイ ー ル ベー ン も 3D プ リン ター に よ 


W RG 


ダブ ル 過 給 に よる 爆発 的 
な パワ ー で 爆走 する デル 
タタ S4 は 、 ま さ に 異形 の 怪 
物 マ シン 。 この 特異 な 容 
』 姿 と メカ ニズム に 魅了 さ 
れ た 模型 ファ ン は 多い 。 


ぽ 


『 


Stellantis 


K.Takahashi 


K.Takahashi 


る オリ ジ ナ ル に 換装 。 タ イヤ の 接地 面 を 自重 
で 少し 変形 し た 形状 に デザ イン し て 実車 の 雰 


ア の チリ 合わ せ は 最大 の 難所 で あり 見 せ 場 と 
な る 。 各 部 を 全開 し た フォ ルム は 迫力 満点 。 


K.Takahashi K.Takahashi 


ドア ヒン ジ は 四角 に 切り 出し た プラ バン を ドア 
内 側 の 上 下 2 カ 所 ( 右 写 真 の L 字形 状 に 切り 出 い 
し た 車体 側 ヒ ンジ を 上 下 で 挟む 位置 ) に 設置 し 

た の ち 、 軸 と な る 金属 線 を 通し て 接着 。 


HK ふ で て で * ル KK 入 一 リー に 


則 、 マ ku。 ご で ュ や や = 


PETRONAS 


Text @⑱ 斉藤 精一郎 (Seiichiro Saito) 
英 (Masahide Kamio) プ PETRONAS 


Photo 時 人 


1 が ) 


PETRONAS 


ヾ さり っ ぐ G ゼ 尊 赤 さく ーー ヘビ 

IN SN 0H6 和 OH6S 幸 絆 色 肛 悦 Y0 
で te | 羽 じ 画 聞 で で ト 琵 笠 公 缶 
se つ ) 抽選 は で て で し 壮 風 せ 人 記 つじ 
っ マソ” で し っ し | 回 べ 6 国民 し" 
臨 * ン っ うつ 公 殖 っ 公 人 お 公 で さっ" 

マエ ロト KK で ミ ゼ ” Kー ミ ーー 村 く 
Po4G 枢 KG 個 環 けり 雷 だ で し うっ tG 友 " 
冊 悦 YO で Ne 筐 弘 宰 り で te" 日 ヘ 
信和 へ マミ ロリ 補 SQ て KG 届 革 で 散骨 せ 7 
ご HHA 人 AA 旭 雷 *0 り さっ)J ュ っ) ( 坦 地 
唄 旧 p 理 名 間 尺 0QY0OS っ うり))” で 末 
ゞ ミ 演 本 全 ふっ!J う )” の 粋 可 再 圭 
応 時 公 了 っ JJ” すき 環 田 理 公選 羽 
つ し うっ tG ト JJ“ 

つ 公 づつ ")J で で 子 想 村 KG 8 
詞 江 レポ や で う " HHA 人 AA で ささ ゼ ”" 々 
ーK ド で さっ う 四 8 で KeJpG ロ 0H6 和 06 
で 燃 叶 写 東 員 和 や じ te" つ 公 づつ” 江 明 
開 p 穫 紐 民 に 公 吐 人 で さ "人 邊 玉 私 人 
ー (HA 人 AA へ 英 り ど 舞 本 tG 典 で ) @G 
四国 StGp6 公 S 刀 つじ NG 
SEIPTK(IIESEC4ENPES バ (で と だ SESELPME 
ゼーK ド で ささ G 震 紐 公 陸 唱 き で 
レツ htG" 

く て ロト KGHA 人 AA で ミ さ GH 一 
ホー 司 尽 G'inQ の F - で << 受 〇 
〇 の ら ヒ つの やや の > と ーー つ 受 『 に の の の ・ 
ご 肥 - 』 の ヒ - コロ G マ ヒビ せ 区 
『 と ママ 〇 の 史 ・ 選 且 - 6』 の ヒー- ヒ 
〇 GE モ 和 へ A 尽 ・ 和 AU 人 公 必 で 契 の oo の 
ら 品 ・o 三 - 弓 』 の ヒーmGP へ SW 
・ ロ ーー に K 和 ペ 一 た 入選 ・ 和 で 代 ゼ 


臣 『 に CO つ の の CO 受 ・ 肥 - 5』 訴 志 で 
し レ っ nt っ で の 世 隊 J 四 つの 6 や 7 
ト J) で せ で 日 へ 公 入 下 短 り 4m で わし 
3 ぉ けけ 和 ホー スベ GHA 人 AA ホロ リー ホー 和 で 
Q 加 條 Yo で hG 課 要 "時 丘 代 さ ペー ハ ヘ 
ヽ ボ ドーロ 思っ Kー ミ ー の ヒビ ゼ う う りや で 
N9 っ J” 選 隊 司 G 球 旨 装 w ン 人 つ し っ 
te ベー 一 ぶ G 司 居 ゼ "で ミロ 
いし で ぷ 壮 公 据 つ ン で KG) っ ) DS っ ) 
っ 愉 ” 宙 っ Je と ヒビ 受 で 公 で や 下 環 色 
屯 ン シン ペ さや" で ミリ や 画 毅 司 尼 6 妨 
人 S 地 っ 也 Qp6 公 疫 8 で し っ te? | 
民 じ に 陣 押入 く ヘー ドー ゼ 測 っ 須 倍 @ 
JpG9 域 で し っ nt” 誠 酸 公 遇 う で ミ 
お 究 色 叶っ 時 公 移 KG 人 S マイ ロウ 
K ド で させ 手引 つ ロン スン 紫 直 色 交 ユ 7 
で ふ 演 題 公 や さっ っ J)JQp 細 誠 7 
く エ て ロホ K し ゼ " 尽 人 る じ し 哲 璧 司 尼 
貴 つ し ゼ ^ 球 君 G 玖 っ 福井 括 下 ド で 
ミ 導 Q 喉 で し 村人 公 tG” 庄 結 宏 
讐 べ 色 で ン ペ っ 小生 で し っ tGS に " 
で ミ さ GTAi ト TA 還 入 箇 公 人 公 tG 
つ ′ 柚 奏 容 べ 6 失 :w 民 じじ" ベー 和則 
定 G 所 <m っ め 償 人 Ke” 以 骨 会 避 に つ し 
正 4 で マミ さ 器 結 YY で し っ tG 
ュ ユル セー 公 償 や つ 選 や っ SGS” 可 府 
公 咽 30NGS3JHA 公 AG 嘉 G 配 貞 公 皿 
国 G 尺 忌 條 SOT へ 旬 引 "ふい ロ コマ 
SSJ′ レン te 補 和 お ロ 6 で し 8 日 へ ヘ 
A へ G 壁 レ て IN へ さ 公 務 し っ tG5J っ ) 
公 守 区 tG JJ)p 更 N0” ひし 愉 選 3 
べ 皿 6 是 堪 独 細 @ て で いり) 公選 で 
StQG7 JJ で で レ HA 人 AG 想 


HAS へ へ 年 謀る 陰 午 生 iG の てく 芝 羽 電 半 k9 世 醐 本 


。 の ざさ 叶 薄 再 征 再 


1 Ole 


べ こ 産 の も 日進 は めす で は レ と で と か こ 題 
| の 地 は オ こ 本 的 イ て る い マ | こい の に れ の が 
スタ に 南 イ この ラ タ い 天 る レシ れ う ト な ば 分 解 
上 ee ママ シッ うう ビ よ シル で スポ ボ ポリ る 然 と | ア ら “ ラ る 析 決 
ーー イ ス し ナ の 了 | で 2 ガ い :> 際 の ノ 還 
F1 ほ ど 頻 繁 で は な い が 、 オ イル の 分 析 は スー パー 耐久 で も 実施 。 ル : 海 元 パー 潤 ス フ ア の ル 実 
され る 。 求 め られ る 性 能 は 時 と し て F1 を 上 まわ る と いう 。 は 田 特 の と さ | F ト 滑 の 国 の み 様 は 際 オ っ る 
粘 で 性 海 な れ 耐 1 リ 油 輸 有 G 出 な い の イ て こ 
上 、 度 採 が 底 る て 和久 で ノ の 入 企 D さ エ ま と ル 間 と 
めも の 高 と 般 不 い グ | 大 の と 特 れ 大 油 原 いで 使 に 開 量 業 P れ ン の こ を 題 も 
て は が 度 さ 的 純 わ ルプ き べ エ い 性 る き 田 油 る 使わ あ 発 の で の る :> と ろ 継が あ 
少 や グ に れ に 物 ゆ | に < く | ン シ う に 原 く だ が “われ る を 約 約 ” ン 思 続 な る 
な 不 ル 精 る 性 が る プ 分 5 スジ “ 優 油 異 " 産 れる 大 し 1 日 3 ペ オ ろ オ し い 
く 純 | 製 " 能 多 鉱 | かつ オ ン れ か な 原 出 る オ 規 て ン / 本 割 ト イ な イ て こそ 
` 物 プレ し そ は く 物 と れ の イオ る ら る 油 さ オイ 模 い 3 が を ロ ル い ル 使 と し 
合 は 中 た れ 低 油 中 グル イ の 作 が も れ イル な る を 輸 稼 ナ は の の う が て 
成 極 だ も を い 一 で が “ ル は ル 7 る 7 の る ル も 先 の 占 入 い ス マ と 側 こ 分 
75 7ea77 Moa/』 0W/4 C//C 7CA あぁ クッ シン テム アッ プル 7 が 589 G77 /7o7o7spo77 7G G73 
S7V7/U// 3000F 5w40 S7V77U// ACE 70w60 SOE ん 人 ル 0w40 
M.Kamio 


シビ ッ ク TCR に は エコ も 意識 し た オイ ル 「3000E」 を 挫 載 する フ アウ ディ 製 5 気筒 エン ジン の 要求 に 大 排気 量 で 発熱 量 も 多く オイ ル に 上 厳し いか と 思い き や 、 


注入 。 粘 度 変化 の 少な い 特 性 も 持ち 合わ せる 。 KTM は 粘度 の 高い 10w-60 の 「RACER] を 使用 する 、 AMG GT3 は 冷却 に 優れ 「7000] の 0W-40 を 使用 。 


0 中 に ル て 一 M.Kamio 
エン ジン オイ ル も ギヤ オイ ル も 安定 感 が 抜群 と 信人 
コス ト パ フ ォ ー マ ンス の 高 さ も チー ム の 味方 に に も ~ な 1 
ホン ダ カ ー ズ 東海 の プロ ジェ クト リー ダー 兼 A 人 ドド ライ バー の 人 竹 3 の し 川 分 プ 
内 敏 記 さん は 、 ペ トロ ナス オイ ル に 対す る 印象 を 端的 に こう 語る 。 化 と | と か MI 
「 エ ンジ ン オ イル に 関し て は 、 油 温 に し て も 問題 な いで すし 、 油圧 学 V プ は ら と デー テン ま : の ーーーーー マ ーー 
も 常に 安定 し て 作動 し て くれ て 、 安 心して 使え て いま す 」。 合 - IV 異 合 V 
ホン ダ カ ー ズ 東海 は 、 デ ィ ー ラ ー の スタ ッ フ で 結成 し て いる チ 成 エ ムー な 成 は が 2ZZ 70704C47S が /Z07//WS 
ー ム だ 。「 メ カニ ッ ク も ドラ イ バ ー も 、 う ち に 社員 と し て 入社 すれ 油 ス P る す ` 79 ん 7 /-77e7 /77 が ga0S7e/ 47S 
ば チャ ンス が あり ます 。 メ カニ ッ ク 希 望 者 は イチ か ら ク ル マ 作 り が テム A ム 作る 原 
に か か われ ます し 、 ド ライ バー も 実力 主義 な の で 、 希 望 者 数 が 電 傷 ル 0 り と 油 SYV77U 人 7 /000 り ルル 0w30 
SH 年 牧 MRCiN RI れ な な 方 い を フィ ッ ト と ロー ドス ター は 「7000DM」 を 使う 。 小 排 
て い 居 だ UV3 GO の て い こと が か ら と た 的 ど ど (に う 急 気 量 で 製作 精度 も 高 レ に は 優し め だ と いう 。 
用 する パー ツ こ は 高 性 能 ご け で は な く 安 定 感 が ほし い ]|。 い ペー ン と な ヽ 解 気 量 で 製作 精度 も に 4 オイ リ は 優し PA し フ 
重り ン ョ ン オ ネイ は ほ 衝 に を の 9 が の が りや まい よう で ラス る を 呼 る グ し 
フ が 長い で すね 。FF 車 両 の 場合 、 ミ ッ シ ョ ン オ イル と ディ ファ レ 4 
ン シ ャ ルオ イル は 兼用 と な り ま す が 、 シ フト チェ ンジ の フィ ー リ 
ング や LSD の 効き 具合 が 、 長 い 距 離 を 走っ て も 落ち 込み ませ ん 。 ギ ムレ 
ヤ の ほう に 振っ て ある わけ で も な く LSD の ほう に 振っ て ある わけ 2 レ 因 際 9 II プ は 軸 ヶ 6 避 に 
ヽ N ヽ い 395 vm 了 に コ 7 
2 も ス に 過 供 | ト フ ス V 示 IV 特 す ル の る れ 
と 竹内 さん メ の 使 酷 給 キ ミロ ォ の よ す / 殊 る | 特 べ て 
国内 レー ス で 使用 され る ベト リ オ な ノッ ナ | エリ と V' な クラ 性 | き 
2 PE 5 ッ イ れ 耐 て ル シ ス マン も い の 状 ル 川 と ス た 
0 ま トル 和久 い | ヨ は ンジ 比 う 化 況 1 を " オ が 
人 は は 結 レ る ドン エス ン 鞍 " 学 プ 大 最 イ 
本 大 ` 果 | "も オン が オ 的 そ 合 条 由 き 新 ル ペ 
2 き ー を ス 市 スイ ジ 高 イ 安 れ 成 件 キ く の は ト 
な が 武林 と な っ て いる 。 [安心] が 大 き な 武 器 と な る 。 い 衣 由 で 反 | ル ン い ル 価 で 油 で を 上 精 グ 画 | 
の ユ し 車 パ や オ と は な いと な 採 ま 製 ル ナ 
だ | て さ を | デイ 言 か の て 有 途 け 用 わ 技 | ス 
ザ い ま べ 耐 フ ル え な で グ 色 れ し る 術 プ が 
| る ざ | 外す オ だ る り “に ル な ば 性 に 生 
が ぺ ペ ま ス の イ け コ ペ トト い グ よ 能 よ だ 産 
使 ト な に 車 ル で 。 スト プ 性 ル ん っ を っ が し 
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ソ ッ ン ジョ ン 手 流 の 同 ク ラス 


の な か で 、 2 戦 連 続 で 上 位 を 独占 ! 
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2022 年 の 全日 本 ラリ ーJN-5 ク ラ 
ス を 席巻 する “スポー ツ CVT? マ 
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ー ツ CVT」 が 旋風 を 巻き 起こ す 
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ラリ ー に 初 登場 し た スポ ー ツ CVT 搭 載 の ヴィ ッ ツ を きっ か け ! 


Text & Photo @⑯ CINQ.LLC. 


VT を 搭載 し た ラリ ー カ ー の な か で も 
9 る 渡部 哲 成 の ヤリ ス CVT を 紹介 よう 


今回 は 、 その スポ ェ ー ン 


今 で は マニ ュ ア ル 車 を 凌 角 する まで の 速 さ を 身 に 付け た GR ヤリ ス & ヤ リス 
最 年 少 ド ライ バー で も 
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渡部 が 所 属す る MATEX-AQTEC 
RALLY TEAM で は 、 昨年 の 全日 本 ラ 
リー 選手 権 に ノー マル CVT を 搭載 す 
る ヤリ ス と スポ ー ツ CVT を 搭載 し た 
YU リス さら に マ 三 ミッ ン ョ 
ン の ヤリ スン と 計 9 和 の YU と くし 
AI C の 5 00 の 2 還 ルレ の 0 
を 搭載 し た ヤリ ス に て 、 吉 原 牧 大 / 
佐野 元 秀 は JN-6 ク ラス の タイ トル を 
48 7 

今 シ ー ズ ン は 渡部 、 吉 原 の ふ た り 
が スポ ー ツ CVT 搭 載 車 を 操る こと と 
な り 、JN-5 ク ラス の シリ ー ズ チャ ン 
ピオ ン を 目指 す 。 
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KYB DUNLOP CVT YARIS SPEC. 


信 ベ ー ス 車両 / 型 式 : ヤリ ヌ X /5BA-MXPA4 0-AHXNB 
ダン パー : KYB _ REAL SPORTS DAMPER 
KYB F:9k、R:7k.、 倫 LSD : 試作 品 


@ 『』 
代 ス プリ ング : 
価 ブ レー キ パ バッド : エ 


ンド レス 倫 ロ ー ル ケー ジ : J 項 合致 溶接 タイ プ 鍛 シ ー ト : 
BRIDE XERO CS 氏 シ ー ト ベル ト : SPARCO 6 点 式 。 多 ホイ 


ー ル : AQTEC INTERNATIONAL 7J-16.+38 


@ タ イヤ - 


DUNLOP DIREZZA 94R 205/40R-16 


回 RJ 車 両 規定 で 製作 され た 渡部 の ヤリ ス は 、 
語 シ ジン 本体 は 用 マル だ が スポ 記 ん 60 世 
の 制御 に 合わ せ て ECU は 書き 換え られ て いる 。 
四 ロ ー ル ケー ジ は FIA・」 項 に 合致 し た 溶接 タ 
人 回 回 0 クション は クロン 還 曽 り ヤ 
と も KYB 製 。 バネ レー ト は F:9k、R:7k を 装 
清二 還 二 9% レ 申 ( で SI の 06K の 2 た っ 
た が 、 レ ー ト アッ プ は 主 に CVT の 重量 増 に よ 
る も の 。 基 本 的 な セッ ト ア ッ プ は マニ ュ ア ル 


ま 人 V 民 た のち う 引 で る だ っ ラク で 寿 ド 換 
すさ T「 オ エ て ょ に ン も よ 有 瞬 ス ル V も マラ え 
ー れ の 1 シン いっ な が ア う 間 ポ マ T 経 ニ イ 
と る 特 パ ジ う と っ か ク な に | 一 を 験 = ユ バラ 
いい の 必 1 シン とら と ス て か セ 制 エエ ツ と し ルレ ル アコ 1 シン 
う で 上 ス 回 き ピ いっ ル 御 ン C 分 絶 て ル だ キ 
半 選 転 も 上 ト ま て で ぞ る シン シン V が か が 対 い くく “ ン シ 
大 シン | と ドド す 開 な ン T り に る ッ グ 
き ジ ド な そ を “" ク ける の は や シ 渡 シ 3 
な ン だ っ の 落 コ ル た の ト ` す フ 部 ョ 位 
武 の っ て 状 と | マ 有 瞬 で ル ア く < く ト だ ン を 
器 回 た い 態 し ナ が 間 ` ク ク 評 ミ が 車 獲 
に 転 場 ま に 過 | 前 に ど バ セレ し ス も 得 
な 数 合 す 最 ぎ の に ト ん ン ル て を ス オ し 
うう は あし や 信人 六 当 ララ な が ド ぞ で くし ポポ ボ Il て 
て 最 ^ 適 か 入る ク 場 に 開 れ な | ト い 
い 適 C 逆 し な で よ シ 面 乗 けた い ツ マ る 


が マニ ュ ア ル 車 両 を 凌 仙 し て いる 。 


時 代 と 変わ ら な いと いう 。 ブ レー キ は パッ ド 
の み エ ンド レス 製 。 回 シー ト は ブリ ッ ド の 
XERO CS に 換装 。6 点 式 シー ト ベ ルト は スパ 
ルコ 製 。 回 シン プル な 装備 の コク ピッ ト 。 ス テ 
アリ ング は 35 ゅ の MOM0O 製 。 右 発進 用 の 1 速 
ギヤ を 持つ が 、 競 技 中 は スタ ー ド か ら 減 速 時 
を 含め D レ ンジ に 回 定 較 商議 計 0 語 
は シフ ト 操 作 か ら 解放 され 、 ス テア リン グ 操 作 
と アク セル ・ プ レー キ 操 作 の み に 集 中 l 計 2 記 


第 1 戦 新城 は CVT が 1-2-3、 第 2 戦 唐 津 は 1-2 フ ィ ニ ッシュ ! 

今 シ ー ズ ン の 開幕 戦 で GR ヤリ ス の 天野 智 有 之 / 井 上 裕紀 子 、 ヤ リス の 大 倉 聡 豊田 耕 
司 、 同じ く ヤ リス の 渡部 橋本 美咲 の CVT 搭 載 車 が 1-2-3 フ ィ ニ ッシュ を 達成 。 第 2 戦 
で も 天野 が 2 連勝 、 2 位 に は 開幕 戦 3 位 の 渡部 が 入賞 する な ど 、 ス ポー ツ CVT 搭 載 車 


ボディ の 両側 で 塗り 分 
けが 異な り 、 真 横 か ら 見 
た と き の 印 象 も 左右 で 
大 きく 変わ っ て くる の 
が 面 日 い 2020 年 の カ 
スキ ご お 391 号 事 は 
激戦 区 LMGT Pro クラ 
ス で PP 優勝 を 達成 。 


auto Sport < 


レー ス と ミニ カー の ディ ー ブ で 幸せ な 柱 係 


スパ ー ク と いえ ば ル ・ マ ン 車 ! 
LMGT ボ ポル シェ の 迫力 を 堪能 し よう 項 


ボ ポル シェ 91 1 RSR-19 2020 ル ・ マ ン 24 時 間 No.91 


SPARK 1/18 昌 レ ジン 製 昌 2 万 2000 円 (税込 ) 


Text ⑱ 小嶋 生 (Joe Kojima ン MS-models) 
Photos @ 田中 秀 宣 (Hidenobu Tanaka) 
LAT〆/SDpark Japan 


H.Tanaka 


連載 2 回 目 も スパ ー ク の 新作 を ご 紹介 。 今 
回 は コレ クシ ョ ン 性 に 優れ た “定番” 1/43 ス 
ケー ル で は な く | 実車 感 マ シマ シ 」 の 1/18、 
それ も 「 歴 代 す べ て の 参戦 車 を モデ ル 化 し た い 」 
と 豪語 する スパ ー ク が 大 得意 と する ル ・ マ ン 車 、 
し か も 人 気 の ポ ル シ ェ 911 で ある 。 
こち ら の 白 赤 リバ リー91 号車 は 2020 年 の ル 
・ マ ン 24 時 間 レ ー ス で クラ ス PP を 獲得 し 、 そ 
の まま 接戦 を 制 し て クラ スウ イナ ー と も な っ 
た 栄光 の 一 台 だ 。 エ ー ス が お な じみ の F マ 
コ ヴ ィ ッ キ だ っ た こと も あり 人 気 は 高い 。 
価格 以上 の 満足 度 は 間違い ナシ 。 フ ァ 
ン も コレ クタ ー も 必携 で ある 。 


ボディ の 造形 は も ちろ ん カラ ー リ 
ング の 発色 、 精 細 な ロゴ の 再現 、 ア 
ン テ ナ や ボン ピン 、 ホ イー ル 奥 の 
ダメ レーキ な ど デ ィ テ ー ル に 圭 る ま 
で 、「 さ す が 」 と 喰 ら さ れる 完璧 な 
クオ リティ 。 極限 まで 薄い リヤ ウ 
イン グ の 構造 も 見 どこ ろ 。 


全長 25cm 以 上 に も な 
る 1/18 ス ケー ル の 持つ 魅 

力 は その カタ マリ 感 が 醸し 出 
す 「 人 迫力 ]」 と 、 圧 倒 的 な 「 細 部 
の 精密 さ 」 だ 。 実 車 の 再現 性 は 1/43 
と 比 し て 格段 に 高め られ て いて 、 レ 
ー シ ン グ カ ー を 愛す る 者 た ちの 所 有 
欲 を 確実 に 満た し て くれ る 。 


H.Tanaka 


H.Tanaka 


実は WRC マシ ン も 最速 で モデ ル 化 進行 中 で す 


スパ ー ク は 「 モ ー タ ー ス ポー ツ 大 好き 」 な 世界 一 
の ミ 三 カー アラ テラ ンド 。 主力 ライ ンチ ナッ プ の ル `・ マ 


間 ) スパ ー ク ジャ パン ン 車 や 新旧 F1 マ シン は も ちろ ん 、 近 年 は WRC マシ 

二 ン も 続々 と モデ ル 化 し て いる (写真 は 発売 済み の 

https://ja-jp.faceD00K.CcOm/SDark.jp/ 昨季 モン テ 、 勝田 貴 元 の ヤリ ス WRC。 8980 円 )。 新 

https://Sparkmodel-japan.dWCJD 規定 と な っ た 「 ラ リー 1 仕様 」 の 今季 型 車 両 も 今 
秋 発 売 が 決ま っ て お り 、 楽 し み だ 。 


※ 実 際 の 製品 と は 異な る 場合 が あり ます 。 価 格 は 10% 税 込 で す 。 モ デル は レジ ン 製 で す 。 autoSport 104 
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案内 人 : サ ム ・ コ リン ズ 


学生 フォ ー ミ ュ ラ か ら F1 ま で 幅広 い 
カテ ゴリ ー を 追い か ける 英国 人 ジャ 
ー ナ リズ スト 。 が か なり の ビー ル マ 三 ア 
で も あり 、 イ ギリ ス の 某 有 名 ブリ ュ 
ワリ ー の 株 式 を 保有 し て いる らし い 。 


界 中 の 自動 車 工学 を 専攻 する 学生 た ち は 、 


自分 た ち で 小型 の シン グル シー ター を 製 
介し 。、 フ ォ ー ミ ララ ャ スチ ュー デン ドド な と を 目 
指す も の だ 。 と ころ が 、 オ ラン ダ の と ある 学生 
グル ー プ は 異な る アプ ロー チ を 採っ た 。 

現在 、 自 動車 業界 全体 が EV の 開発 に 力 を 入 
れ て いる の は ご 存じ だ ろう 。 こ の 圧力 は 学生 フ 
ォ ー ミ ュ ラ 界 に も 浸透 し て いて 、 多 く の チ ー ム 
が EV へ の 切り 替え を 余儀 な くさ れ て いる 。 し 
か し 、 デ ルフ ト 工 科大 学 に は 水素 燃料 電池 レー 
シン グ カ ー に 取り 組ん で いる グル ー プ が ある 。 
彼ら は フォ ルツ ェ ・ 
2007 年 に 開発 を 開始 。 当初 は フォ ー ミ ュ ラ ・ 
スチ ュー デン ト 用 の マシ ン だ っ た が 、 そ の 後 目 
標 が 高く な り 、 22 年 は 最新 版 で ある フォ ルツ ェ 
IX を 擁し て 、GT3 な ど が 走る オラ ンダ の スー パ 


ー カ ー チ ャ レン ジ に 参戦 する まで に 至っ て いる 。 


フォ ルツ ェ IX の 車体 か ら は 将来 の ビジ ョ ン を 
読み 取れ る 。 ベ ー ス は LMP3 シャ シー の アデ ス 
083。 た だ し 。 か な り 玖 造 さ きれ て いる 。 ラ ロン 
ト の 衝撃 吸収 構造 と バル ク ヘ ッ ド の 間 に モ ー タ 
ー や ドラ イブ シャ フト な ど を 収め られ る よう に 
シャ シー を 拡張 。 こ れ に と も な い フ ロン ト サ ス 
も 見 直さ れ た 。 ま た 、 水 素 タ ンク を 収納 する た 
め リ ヤ の バル ク ヘ ッ ド に も 手 が 入 っ て いる 。 

こう し た 裕 更 選 より 、 マ シンシン は 小 モ 邊 ゲー シ 
ョ ン を 取得 し 直さ な けれ ば な ら な い 。 そ の 一 連 
の 動き は ル ・ マ ン 24 時 間 の 主催 者 で ある ACO 
の 目 に と まる だ ろう 。 ル ・ マ ン は これ まで 、 水 


Translation @⑱ 神田 美穂 (Miho Kanda) Photo @ Forze HYDROGEN RAOCING 
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レー シン グチ ー ム と 名 乗り 、 


Forze HYDROGEN RACING 


TTP Sinres 


チー ム は ヒョン デ と 協力 し 、 燃料 電池 2 基 を 備え た AWD マシ 
ン を 製作 。 車 重 は 1600kg と 重い が 、 シ ステ ム 最 高 出力 は 600kW 
( 約 805HP) を 誇り 、0-100km/h 加 速 3 秒 以下 、 最 高速 300km 


/h と いう GT3 顔 負け の 性 能 を 実現 し た 。 
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素 や バイ オ 燃 料 な ど 代 共 燃 料 の 普及 を 推進 し て 
きた が 、 提 案 さ れ た プロ ジェ クト の 多く が 結果 
を 出せ ず に いる 。 グ リー ン GT と ACO が 協力 し 
て 開発 を 進め て いる 水素 燃料 車 で ある グリ ー ン 
GT LMPH2G も 実戦 デビ ュー に は 至っ て いな い 。 
そん な な か 、 オ ラン ダ の 学生 た ち は ル ・ マ ン 出 
場 を 目指 し て いる 。 フ ォ ル ツェ IX が グリ ー ン 
GT と ACO の 水素 燃料 車 と 同じ ベー スシ ャ シー 
を 使っ て いる の は 、 決 し て 偶然 で は な い 。 た だ 、 
学生 た ち は レ ー ス に 出場 で きる レベ ル の 車両 を 
完成 させ て いる と いう 点 が 決定 的 に 異な る 。 

「 スー パー カー チャ レン ジ の GT クラ ス で フェ 
ラー リ や ラン ボル ギー ニ に 勝ち た い 。 そ し て 、 
将来 的 に は ル ・ マ ン に 出 た い 。 そ れ が で きた ら 
この 上 な い 喜 び だ 。 水素 の 可能 性 を アピ ー ル す 
る 最高 の 舞台 だ か ら 」 と 、 チ ー ム は 堂々 と 宣言 
し て いる 。 彼ら の 実績 を 考え る と 、 こ れ ら が 現 
実 と な る の は 時 間 の 問題 だ と 言っ て いい だ ろう 。 


オー トス ポー ツ 読 者 の みな さん へ 


PHRIElIsIEINITHIS for Readers 


1 スパ ー ク 1/43 ス ケー ル モ デ ル 
Red Bull Racing Honda RB16B 
Emilia Romagna GP 2021 1 名 様 
昨 李 マッ クス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ ン が ドラ 
イブ し た RB16B (エミ リア ・ ロ マー ニャ 
GP 仕 様 ) の スケ ー ル モデ ル を 1 名 様 に 。 
提供 : 本 田 技研 工業 株 式 会 社 
URL : https://www.honda.co.jp/ 


べ 


NN へ 商 SSN ロ ctsnr 硬 


ホン タダ レッ ドブ ル アル ファ タウ リ 
トリ プル ロゴ キャ ッ プ 2 名 様 

クア クジ の E 軸 に ホシ ンダ で や の 先 は ドジ ウッ 
ドブ ル 、 右 サイ ド に アル ファ タウ リ の ロゴ 
が 入っ た キャ ッ プ 。 サ イズ も 調整 可能 。 
提供 元 : 本 田 技研 工業 株 式 会 社 
URL : https://www.honda.co.jp/ 


Rally Japan クリ アフ ァイル & 

ステ ッ カ ー セ ッ ト 10 名 様 
ラリ ー ジ ャ パン の オリ ジ ナ ル デ ザ イ 
220 の 0 の 52 RUI 
ステ ッ カ ー 3 枚 を セッ ト で 10 名 様 に 。 
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応援 団 
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応募 方法 綿 め 切り 2 ララ mm 
PS * 介 で きま す https://id.san-ei-corp.co.jp/top/ 回 居 回 
人 ハ ー ヽ ? ら 応 ヽ 日 ド E し ビッ = 」 
名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明 20 グ 年 オン ライ ン 応 募 締め 切り : 2022 年 5 月 26 日 ( 木 ) 諾 中 
記し 、① 希 望 する プレ ゼン ト o 5 月 27 日 ( 金 ) オン ライ ン 応 募 コー ド : as1572 回 ば 


番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た (当日 消印 有効 ) 


PC や スマ ー ト フォ ン か ら ご 応募 され る 方 は 、 弊 社 が 運営 する 『 三 栄 IDJ か ら お 願い いた し ます 。 上 に 


記事 と その 理由 、③ 今 号 で お も あて 先 
ET 掲載 の OR コー ド も し く は 上 記 URL よ り ア クセ ス い た だ け ま す 。 登 録 後 は サイ ト 内 の 指示 に 従っ て 必要 
RS im 事項 を ご 入力 くだ さい 。 そ の 際 、 ご 住所 等 は 正確 に ご 入力 いた だ きま す よ う ご 協 力 を お 願い いた し ます 。 


ドラ イ バ ー、(⑯ 読 者 企画 ( 下 に 掲 
載 ) へ の メッ セー ジ お よび オー 
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2022 年 7 月 号 No.1 うら 73 定価 1200 円 


※※ 企 画 内 容 は 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 


東京 都 新宿 区 西新 宿 6-22-1 
新宿 スク エア タワ ー26F 

(株 ) 三栄 オー トス ポー ツ 編 集 部 
「1572 号 プレ ゼン ト 」 係 
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高橋 国光 さん と の 思い 出 一 
@ 国 さん は 、 ず っ と アド バン の エー ス だ っ た イメ ー 
ジ が あり ます 。 全 然 関係 な い 話 で す が 、 ポ スト 員 を 
し て いた 時 に 100 号 車 が スピ ン し て 私 の すぐ 近く ま 
で 来 た 時 は 怖かっ た で す 。 (匿名 希望 ) 
@ び モー ター スポ ー ツ に 興味 を 持っ た 時 、 星 野 一 義 さ 
ん が ヒー ロー で し た 。 高橋 国光 さん は 神様 と いう 感 
覚 で し た 。 国 さん と 土屋 さん の コン ビ は 最高 だ と 思 
いま す 。「 圭 ちゃ ん に F3000 乗 っ て ほし いな あ 」 の コ 
メン ト が 忘れ られ ませ ん 。 土井 正人 さん 
念 親戚 の お 兄さん に 初め て 富士 に 連れ て 行っ て も ら 
い 、 初 め て 見 た レー スカ ー が 高橋 国光 選手 の 
GC10GTR で し た 。 直 6 S20 エ ンジ ン の 排気 音 、 カ 
スト ロー ルオ イル の 焼け る 匂い を まき 散ら し 激走 し 
て いま し た 。 当時 私 は バイ ク に し か 興味 が な か っ た 
DSC49 カ DS 中 927cg les の 2ASP0e22 こ 6) り 2 
まま の らら 220222( こ 705 る: さき S う NIC ウッ だ 

その 後 、 オ ー ト バッ クス の イベ ント へ 高橋 国光 選 
手 が 来 る と いう の で 、 行 っ て みる と サイ ン 会 が 開催 
され て いま し た 。 と ころ が 国光 選手 の と ころ に は そ 
の 時 、 誰 も いま せん で し た 。 国 光 さ ん に 会 い に 来 た 
は ず な の に 、 ひ と り で 座っ て いる 国光 さん の と ころ 
に 行け ず に 牙 路 し て いる と 、 そ の 様子 を 察し て くれ 
て 「 よ か っ た ら 私 の サイ ン を も ら っ て くれ ます か 」 
ど お 声 を か が け で くれ まじ た お) 羽 が 出る くらい に うれ じ 
か っ た こと を 今 で も 覚え て いま す 。PN: 青 い 34 さ ん 


NW 2 
fromn IR 世 IA 円 記 | IR | 5 | | メッ セー ジ 募 集 し ます 


田 From READERS の お 題 「 私 に と っ て の 高橋 国光 
さん | へ メッ セー ジ あ り が と う ご ざ いま し た 。 本当 
に 長い キャ リア の な か で ファ ン の 皆さん か ら 愛 され 、 
尊敬 され て いた こと を 改め て 実感 させ られ まし た 。 唯 
ー 無 二 の お 人 柄 が 偶 ば ぼ ばれ ます 。 フ ァ ン を 大 切 す る 姿 
替 か ら は 学ぶ も の が 多い で す 。 

さて 、 こ の 本 が 発売 され る の は 4 月 28 日 。 ス ー パ 
ー フ ォ ー ミ ュ ラ も スー パーGT も 開幕 戦 を 迎え て いま 
す 。 次号 の お 題 は 「 私 の 開幕 戦 ] で す 。 前 号 で も 同 
じ お 題 を 入れ て いま し た が 、 高 橋 国 光 さ ん の お 話 だ 
け で 誌 幅 が 足り な く な っ て し まっ た の で 、 次 号 で も 
開幕 戦 に つい て 語っ て くだ さい 。 今年 の 開幕 戦 に つ 
いて の 感想 で も 、 開 幕 戦 を 観 た 上 で の カテ ゴリ ー へ 
の 意見 で も 、 過 去 の 開幕 戦 に つい て で も 、 開 幕 戦 に 
まつ わる こと で あれ ば 何で も けっ こう で す 。 

こち ら も プレ ゼン ト 応 募 に メッ セー ジ を 記入 し て 
NE7SCS2GPDM つ OSG の EK ボド スポ ーッ ン 
WEB(https://www.as-web.jp) の お 問い 合わ せ フ 
ォ ー ム か ら も 受け 付け ます 。 ト ッ プ ペー ジ 一 番 下 に 
ある | お 問い 合わ せ ] を クリ ッ ク 、「 お 問い 合わ せ 項 
目 } と し て 「 オ ー ト スポ ー ツ 本 誌 に つい て 」 を 選択 
し て 、「 お 問い 合わ せ 内 容 ]」 へ 「 メ ッ セ ー ジ 掲載 希 
望 ] と 冒頭 に 書い て くだ さい 。 ま た 匿名 希望 も し く 
は ペン ネー ム 希 望 の 場合 に は 、 そ の 則 メ ッ セ ー ジ 文 
未 に 書い て くだ さい 。 メ ッ セ ー ジ 採用 の 方 に は オー 
生ま 92202 レン ピン 22 ト 32SF な 5 
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No.1572 発行 人 : 伊藤 秀 伸 編集 人 : 有 富 誠 一 郎 発行 元 株 式 会 社 三栄 〒163-1126 東京 都 新宿 区 西新 宿 6-22-1 新宿 スク エア タワ ー26F 定価 12()() 円 | 本 体 1091 円 


受注 セン ター TEL:048-988-6011 FAX:048-988-7651 販売 部 TEL:03-6773-5250 
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